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はじめに

『Sun QFS構成および管理ガイド』は、Sun QFSファイルシステムの管理に関する情
報を提供します。

対象読者
このガイドは、Sun QFSファイルシステムの管理に関心があるシステム管理者を対象
にしています。

このマニュアルをお読みになる前に
Sun QFSファイルシステムの管理を開始する前に、『Sun QFSおよび Sun Storage
Archive Manager 5.3インストールガイド』を読んでください。

関連マニュアル
■ 『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』
■ 『Sun Storage Archive Manager 5.3構成および管理ガイド』
■ 『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3リリースノート』
■ 『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』

関連するサードパーティーWebサイトの参照
このドキュメントでは、サードパーティーのURLが参照されて、追加の関連情報が
提供されています。

11

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36548&id=SAMQI
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36548&id=SAMQI
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36548&id=SAMQI
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36548&id=SAMCA
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36548&id=SAMRN
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=QFSRM


注 –このドキュメントで紹介されているサードパーティーWebサイトが使用可能か
どうかについて、Oracleは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、ま
たはこれらを経由して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料に
ついても、Oracleは保証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサ
イトやリソースから直接あるいは経由することで利用できるコンテンツ、商
品、サービスの使用または依存が直接のあるいは関連する要因となり実際に発生し
た、あるいは発生するとされる損害や損失についても、Oracleは一切の法的責任を
負いません。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたは http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)にアクセスして
ください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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ファイルシステムの概要

Sun QFSファイルシステムは、標準のUNIXファイルシステムインタフェースを
ユーザーに提供する構成可能なファイルシステムです。

一般的なファイルシステム構成
Sun QFSファイルシステムは、次のいくつかの異なる構成で使用できます:

■ 単一ホスト上のスタンドアロンファイルシステムとしての構成
■ 複数のホストがファイルシステムとの間で読み取り/書き込みを行うことができる
共有ファイルシステムとしての構成

■ ファイルシステムに書き込めるのは 1つのホストだけだが、複数のホストが
ファイルシステムから読み取ることができる複数読み取りファイルシステムとし
ての構成

■ アーカイブ機能をサポートする Sun Storage Archive Manager (SAM-QFS)製品による
構成

■ フェイルオーバーおよび高可用性のためのOracle Solaris Cluster製品による構成

特に注記のないかぎり、このドキュメント全体のファイルシステム情報は、アーカ
イブ構成と非アーカイブ構成の両方に適用されます。

Sun QFSファイルシステムでは、ユーザープログラムまたはUNIXカーネルを変更す
る必要はありません。

1第 1 章
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ファイルシステムの機能
以降のセクションでは、Sun QFSファイルシステムの主な機能について説明します:
■ 16ページの「ボリューム管理」
■ 16ページの「ページ入出力と直接入出力のサポート」
■ 17ページの「大容量」
■ 17ページの「ファイルシステムの高速回復」
■ 18ページの「メタデータストレージ」
■ 18ページの「vnodeインタフェース」
■ 18ページの「共有ファイルシステムのサポート」

ボリューム管理
Sun QFSファイルシステムは、ストライプ化とラウンドロビンの両方のディスクアク
セスをサポートしています。マスター構成ファイル (mcf)とマウントパラメータを使
用して、ボリューム管理機能を指定し、制御する装置間の関係をファイルシステム
が認識できるようにします。この機能は、1台のデバイスまたはデバイスの一部にし
か対応できないほとんどのUNIXファイルシステムとは対照的です。Sun QFSファイ
ルシステムは、追加のボリューム管理アプリケーションを必要としません。ただ
し、Sun QFS環境内のデバイスにミラー化を使用する場合は、論理ボリュームマ
ネージャーなどの追加パッケージを入手する必要があります。

Sun QFSに組み込まれたボリューム管理機能では、標準のOracle Solaris OSデバイス
ドライバインタフェースを使用して、入出力リクエストを下位のデバイスとの間で
受け渡しします。Sun QFSソフトウェアは、ストレージデバイスを、各ファイルシス
テムが存在するファミリセットにグループ化します。

ページ入出力と直接入出力のサポート
Sun QFSファイルシステムは、次の 2つのタイプの入出力をサポートしています:
■ ページ入出力 (キャッシュ入出力またはバッファー入出力とも呼ばれます) –
ページ入出力が使用されると、ユーザーデータは仮想メモリーページに
キャッシュされ、カーネルがデータをディスクに書き込みます。標準Oracle
Solaris OSインタフェースが、ページ入出力を管理します。これが Sun QFSでの入
出力のデフォルトタイプです。

■ 直接入出力 –直接入出力が使用されると、ユーザーデータは、ユーザーメモ
リーからディスクに直接書き込まれます。直接入出力は、Oracle Solaris OSの
directio(3C)関数呼び出しか、または -Dオプションを指定した setfaコマンドを
使用することによって指定できます。直接入出力を使用すると、大容量ブロック
の境界割り当てされた逐次入出力での大幅なパフォーマンス向上を実現できま
す。

ファイルシステムの機能
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大容量
Sun QFSソフトウェアは、長さが最大 2 63バイトのファイルをサポートしていま
す。Sun QFSファイルシステムは純粋な 64ビットアドレッシングを使用しているた
め、1つのファイルシステム内であっても、非常に大容量のファイルを多数のディス
クまたはRAIDデバイスにわたってストライプ化できます。これに対して、標準の
UNIXファイルシステムは純粋な 64ビットファイルシステムではありません。

構成できるファイルシステムの数は、実質的には無制限です。ボリュームマ
ネージャーを使用すると、各ファイルシステムに最大 252のデバイス
パーティション (通常はディスクパーティション)を含めることができます。各
パーティションは最大 16Tバイトのデータを格納できます。この構成により、実質
的に無制限の記憶容量が提供されます。

Sun QFSファイルシステム内のファイルの数に関する事前に定義された制限はありま
せん。ファイルの情報を保持する iノード領域は動的に割り当てられるため、ファイ
ルの最大数は、使用可能なディスクストレージの容量によってのみ制限されます。i
ノードは、マウントポイントの下の .inodesファイルに記録されます。.inodes

ファイルには、ファイルあたり少なくとも 512バイトのストレージが必要です。

Sun QFSファイルシステムでは、iノードはメタデータデバイス上に存在し、ファイ
ルデータデバイスとは分離できます。実際には、メタデータ (mm)デバイスのサイズ
によって Sun QFSファイルシステム内のファイルの数が制限されますが、より多く
のメタデータデバイスを追加することによってファイルの最大数を増やすことがで
きます。ファイルの数に関する強い制限値は 2 32 -1ファイルであり、推奨される制限
は 108ファイルです。

ファイルシステムの高速回復
ファイルシステムの重要な機能は、予定外の停止が発生したあと、すばやく回復す
る能力です。標準のUNIXファイルシステムには、システム障害のあとの不一致を
修復するために、非常に長いファイルシステムチェック fsckが必要です。

Sun QFSファイルシステムでは、syncコマンドを使用してファイルシステムをディス
クに書き込めなくなる中断のあと、多くの場合、ファイルシステムチェックは必要
ありません。さらに、Sun QFSファイルシステムは、ジャーナル処理を使用すること
なくシステム障害から回復します。識別レコード、逐次書き込み、およびすべての
クリティカルな入出力操作に対するエラーチェックを使用して動的に回復しま
す。サイズが数テラバイトの Sun QFSファイルシステムであっても、システム障害
のあと、ただちに再マウントできます。

ファイルシステムの機能
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メタデータストレージ
ファイルシステムは、メタデータを使用してファイルとディレクトリの情報を参照
します。通常、メタデータはファイルデータと同じデバイスに常駐します。ただ
し、Sun QFSファイルシステムには、ファイルシステムのメタデータを個別のデバイ
スに格納することによってファイルデータから分離するオプションがあります。Sun
QFSファイルシステムを使用すると、デバイスのヘッド移動や回転待ち時間を削減
したり、RAIDキャッシュ使用率を向上させたり、ファイルデータをミラー化せずに
メタデータをミラー化したりするために、1つまたは複数の個別のメタデータデバイ
スを定義できます。

Sun QFSファイルシステムは、iノードメタデータ情報を個別のファイルに格納しま
す。この方法により、ファイルの数や、ファイルシステム全体を動的に拡大できる
ようになります。

vnodeインタフェース
Sun QFSファイルシステムは、標準のOracle Solaris OS仮想ファイルシステム
(vfs/vnode)インタフェースを使用して実装されます。

vfs/vnodeインタフェースを使用することにより、ファイルシステムは標準のOracle
Solaris OSカーネルとともに動作するため、ファイル管理のサポートのためにカーネ
ルを変更する必要はありません。このように、ファイルシステムは、オペ
レーティングシステムの変化の影響を受けないので、通常は、オペレーティングシ
ステムの更新時に大規模な回帰テストを行う必要がありません。

カーネルは、Sun QFSファイルシステム内に存在するファイルを含む、ファイルに対
するすべてのリクエストを受け取ります。ファイルが Sun QFSファイルとして識別
された場合、カーネルは、そのリクエストを処理のために適切なファイルシステム
に渡します。Sun QFSファイルシステムは、/etc/vfstabファイル内で、および mount

コマンドによってタイプ samfsとして識別されます。

共有ファイルシステムのサポート
Sun QFS共有ファイルシステムは、複数のOracle Solaris OSホストシステム上にマウ
ントできる分散ファイルシステムです。Sun QFS共有ファイルシステム環境では、1
つのOracle Solaris OSホストがファイルシステムのメタデータサーバーとして機能
し、追加のホストをクライアントとして構成できます。複数のホストを潜在的なメ
タデータサーバーとして構成できますが、同時にメタデータサーバーにできるホス
トは 1つだけです。Sun QFS共有ファイルシステムのマウントポイントの数に制限は
ありません。

ファイルシステムの機能
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Sun QFS共有ファイルシステムの利点は、そのファイルデータが、ファイバチャネル
ディスクからホストに直接渡されることです。データは、ローカルパス入出力 (直接
アクセス入出力とも呼ばれます)を経由して転送されます。この方法は、ネット
ワーク経由でデータを転送するネットワークファイルシステム (NFS)とは対照的で
す。

共有ファイルシステムは、Sun QFS共有ファイルシステムまたは SAM-QFS共有
ファイルシステムとして実装できます。msまたは maのどちらかのファイルシステム
タイプを使用できます。

Sun QFS共有ファイルシステムは、次のものをサポートしていません:

■ 特定のファイルタイプ:
■ b–ブロック型特殊ファイル
■ c–文字型特殊ファイル
■ p– FIFO (名前付きパイプ)特殊ファイル

■ セグメント化ファイル。セグメント化されたファイル環境では、SAM-QFS共有
ファイルシステムを実装できません。

■ 必須のロック。必須のロックが設定されている場合は、EACCESエラーが返されま
す。ただし、アドバイザリロックはサポートされています。アドバイザリロック
の詳細は、fcntl(2)のマニュアルページを参照してください。

共有ファイルシステムの詳細は、第 5章「共有ファイルシステムの構成」を参照し
てください。

追加のファイルシステム機能
Sun QFSファイルシステムではまた、次の追加機能もサポートされます:

■ アプリケーションプログラミングインタフェース (API)ルーチン – APIルーチンを
使用すると、プログラムは、連続したディスクスペースの事前割り当てや、特定
のストライプ化グループへのアクセスなどのさまざまな特殊機能を実行できま
す。これらのルーチンの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3
Reference Manual』の「intro_libsam(3)」を参照してください。

■ 調整可能なディスク割り当て単位 (DAU) – DAUは、オンラインストレージの基本
的な単位です。Sun QFSファイルシステムのソフトウェアには、物理ディスクス
トレージデバイスを含むファイルシステムの調整や、読み取り/変更/書き込み操
作によって発生するシステムオーバーヘッドの解消に役立つ、調整可能なDAU
が組み込まれています。DAUサイズの調整については、21ページの「ディスク
割り当て単位の指定」を参照してください。

■ 複数のストライプ化グループのサポート – 1つのファイルシステムで複数のRAID
デバイスをサポートするために、Sun QFSソフトウェアはストライプ化グループ
の定義をサポートしています。ストライプ化グループのディスクブロック割り当
てを最適化でき、その結果、ディスク上の割り当てマップを更新する

追加のファイルシステム機能
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オーバーヘッドが軽減されます。ユーザーは、APIルーチンを使用して、また
は『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「setfa(1)」を
使用してストライプ化グループにファイルを割り当てることができます。

Sun QFSファイルシステムの設計の基本
Sun QFSファイルシステムは、マルチスレッドの高度なストレージ管理システムで
す。このソフトウェアの機能を最大限に活用するには、可能な場合は常に、複数の
ファイルシステムを作成してください。

Sun QFSファイルシステムは、ディレクトリ参照のためのリニアな検索方法を使用し
て、ディレクトリの最初から最後まで検索します。ディレクトリ内のファイル数が
増加するにつれ、ディレクトリ全体の検索時間も長くなります。ディレクトリに数
千個のファイルがあると、検索時間が極度に長くなることがあります。検索時間
は、ファイルシステムを復元する場合にも長くなります。パフォーマンスを向上さ
せ、ファイルシステムのダンプや復元の時間を短縮するには、1つのディレクトリ内
のファイル数を 10,000個未満にしてください。

ディレクトリ名参照キャッシュ (DNLC)機能は、ファイルシステムのパフォーマンス
を向上させます。このキャッシュには、パスが短い (30文字以下)ファイルのディレ
クトリ参照情報が格納されるため、ディレクトリ参照を急いで行う必要がなくなり
ます。

iノードファイルとファイルの特徴
ファイルシステム内に格納されるファイルのタイプは、そのファイルシステムの設
計に影響を与えます。iノードとは、ファイルまたはディレクトリの特徴を示す情報
の 512バイトのブロックです。この情報は、ファイルシステム内で動的に割り当て
られます。

iノードは、ファイルシステムのマウントポイントの下にある .inodesファイルに格
納されます。標準のOracle Solaris OSの iノードと同様に、Sun QFSファイルシステム
の iノードには、ファイルの POSIX標準の iノード時間 (ファイルアクセス時
間、ファイル変更時間、および iノードが変更された時間)が含まれています。次の
表に示すように、Sun QFSファイルシステムの iノードには、その他の時間も含まれ
ています。

表 1–1 .inodeファイルの内容

時間 インシデント

access ファイルが最後にアクセスされた時刻。POSIX
標準。

Sun QFSファイルシステムの設計の基本
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表 1–1 .inodeファイルの内容 (続き)
時間 インシデント

modification ファイルが最後に変更された時刻。POSIX標
準。

changed iノード情報が最後に変更された時刻。POSIX標
準。

attributes ファイルシステムに固有の属性が最後に変更さ
れた時間。

creation ファイルが作成された時刻。

residence ファイルのオフラインとオンラインが切り換え
られた時刻。

注 – WORM-FS (Write-Once Read-Many)パッケージがインストールされている場合、i
ノードには retention-end日付も含まれています。詳細は、第 9章「WORM-FS
ファイルシステムの構成」を参照してください。

。

ディスク割り当て単位の指定
ディスク領域は、ディスク割り当て単位 (DAU)と呼ばれるオンラインディスク記憶
領域の基本単位で割り当てられます。セクター、トラック、シリンダが物理ディス
クジオメトリを表すのに対し、DAUはファイルシステムジオメトリを表します。適
切なDAUサイズとストライプサイズを選択すると、パフォーマンスが向上し、磁気
ディスクの使用率が最適化されます。DAU設定は、ファイルが割り当てられるとき
に使用される連続領域の最小容量になります。

DAU設定とファイルシステムジオメトリ
Sun QFSファイルシステムは、調整可能なDAUを使用します。DAUを構成すること
により、物理ディスクストレージデバイスに合わせてファイルシステムを調整でき
ます。この機能によって、読み取り/変更/書き込みの操作で発生するシステム
オーバーヘッドが最小限になるので、非常に大きなファイルを操作するアプリ
ケーションには特に有効です。読み取り/変更/書き込み操作を制御する方法について
は、161ページの「大容量ファイル転送パフォーマンスの向上」を参照してくださ
い。

各ファイルシステムには、それがサーバー上でアクティブになっているマウントさ
れたいくつかのファイルシステムの 1つである場合でも、独自の固有のDAU設定を
割り当てることができます。使用可能なDAU設定は、使用しているファイルシステ
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ムのタイプによって異なります。DAU設定は、ファイルシステムが作成されたとき
に、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「sammkfs(1M)」によって決定されます。動的に変更することはできま
せん。

DAU設定は、マスター構成 (mcf)ファイルで指定されたデバイスおよびファイルシス
テム定義と連動して機能します。mcfファイルの詳細は、第 2章「マスター構成
ファイルについて」 and『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「mcf(4)」を参照してください。

msおよびmaファイルシステム
使用できるファイル割り当て方式として、

■ msファイルシステムタイプ –ファイルシステムデータとファイルシステムのメタ
データが同じデバイス上に存在します

■ maファイルシステムタイプ –ファイルシステムデータとファイルシステムのメタ
データが異なるデバイス上に存在します

単純な Sun QFSファイルシステムの場合 (1つのパーティション上にある場合な
ど)、ファイルシステムは、mcfファイル内で msの「Equipment Type」値で定義され
ます。msファイルシステムでは、許容される装置タイプはタイプ mdのみであり、メ
タデータとファイルデータはどちらも md装置に書き込まれます。デフォルトで
は、md装置のDAUは 64Kバイトです。

複数のパーティション上にインストールされたより複雑な Sun QFSファイルシステ
ムは、mcfファイル内で maの「Equipment Type」として定義されます。maファイルシ
ステムでは、メタデータは mmデバイスに書き込まれ、データは md、mr、または g

XXXデバイスに書き込むことができます。

maファイルシステムでは、次の装置を混在させることができます。

■ mm装置と mr装置
■ mmおよび g XXXデバイス
■ mm、mr、および g XXXデバイス
■ mm装置と md装置

これらのデバイスタイプの詳細は、第 2章「マスター構成ファイルについて」を参
照してください。

デュアルおよびシングル割り当てスキーム
mdおよび mmデバイスは、次のようにデュアル割り当てスキームを使用します:
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■ mdデータ装置では、小さな割り当ては 4Kバイト、大きな割り当てはDAUになり
ます。DAUのデフォルトは 64Kバイトです。このデフォルト値は、ファイルシス
テムが sammkfsコマンドの -aallocation-unitオプションを使用して初期化されると
きにオーバーライドできます。DAUサイズには、16K、32K、または 64Kバイト
を指定できます。

■ md装置にファイルが作成されると、システムはファイルの最初の 8つのアドレス
を小さな割り当ての中に割り当てます。さらに領域が必要な場合、ファイルシス
テムは 1つまたは複数の大きな割り当て (DAU)を使用してファイルを拡張しま
す。その結果、大容量ファイルの入出力のパフォーマンスが向上する一方で、小
さいファイルが多数できることから生じるディスクの断片化が最小限に抑えられ
ます。

注 – msファイルシステムを使用するときは、ストライプの幅をゼロより大きく設定
し、メタデータ情報がディスクをまたがってストライプ化されるようにしてくださ
い。ただし、ストライプ幅やDAUサイズを設定する前に、25ページの「データ
ディスクでのストライプ幅」を読んで理解しておくようにしてください。

■ mmメタデータデバイスでは、小さな割り当ては 4Kバイトであり、大きな割り当
ては 16Kバイトです。デュアル割り当て方式は、ファイルシステムがメタデータ
をディスクに書き込むときの効率が上がり、ディスク断片化を最小限に抑えるの
に有効です。

ファイルシステムに格納されるファイルデータの種類によっては、DAUサイズを大
きくすることで、ファイルシステムのパフォーマンスが大幅に向上する場合があり
ます。ファイルシステムのパフォーマンスの調整については、第 7章「高度な
ファイルシステム機能」を参照してください。

シングル割り当てスキームを使用するデバイスは、ma Sun QFSファイルシステムにの
み含めることができます。これらのファイルシステムは、次のように個別のメタ
データ装置とデータデバイスで構成されます。

■ メタデータ装置は、装置タイプ mmとしてのみ定義可能です。
■ データデバイスは、md、mr、または g XXXの「Equipment Type」として定義でき
ます。md装置では、DAUのサイズが 16Kバイト、32Kバイト、または 64Kバイト
に制限されます。

mrおよび g XXXデバイスは、シングル割り当てスキームに従います。mrおよび g

XXXデバイスはファイルシステム内で混在させることができますが、mdデバイス
をファイルシステム内で mrまたは g XXXデバイスと混在させることはできませ
ん。maファイルシステムでは、mrおよび gXXXデバイスをデバイスに対する 8Kバ
イトの最小のDAU割り当てに設定できます。この設定は、ほとんどのファイル
サイズが 8Kバイト以下のワークロードに最適です。

mrおよび g XXXデータデバイスを使用するファイルシステムのDAUサイズは構成可
能です。データデバイスに対して使用できるDAUサイズは、mcfファイルで各
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データデバイスに割り当てられた「Equipment Type」値によって異なります。次の表
は、これらのDAUサイズを示しています。

表 1–2 装置タイプの値およびDAUのサイズ

装置タイプ DAUサイズ

mrまたは gXXX 8Kバイト単位でデフォルトのサイズを調整し
て、さまざまなDAUのサイズを指定できま
す。DAUサイズは、8Kバイト - 65,528Kバイト
(64Mバイト)の範囲で指定できます。デフォル
トのDAUサイズは、mrの場合は 64Kバイ
ト、gXXXの場合は 256Kバイトです。

md この装置タイプでは、デュアル割り当て方式が
使用されます。DAUのサイズは、16K、32K、ま
たは 64Kバイトに構成できます。DAUのデ
フォルトサイズは 64Kバイトです。maファイル
システム内の mdデバイスは、メタデータではな
く、データのみを格納するために使用されま
す。msファイルシステムの md装置は、ファイル
データとメタデータの両方の格納に使用されま
す。

注 –バージョン 3.5のソフトウェアを使用してファイルシステムを作成したか、また
はバージョン 4のソフトウェアの sammkfs互換モードフラグを使用してファイルシス
テムを構築した場合は、バージョン 1のスーパーブロックを使用している可能性が
あります。バージョン 1のスーパーブロックでは、mmデバイスはデュアル割り当て
スキームを使用せず、mmデバイスへの割り当ては 16Kバイトです。Sun QFSファイル
システムで mdデバイスを定義できるのは、バージョン 2のスーパーブロックだけで
す。バージョン 1のスーパーブロックを使用しているかどうかを調べるに
は、samfsinfoコマンドを使用します。

データ整合
データ整合とは、RAIDコントローラの割り当て単位とファイルシステムの割り当て
単位を一致させることです。ファイルシステムの最適な整合式は次のとおりです:

割り当て単位 = RAIDストライプ幅 ×データディスクの数

たとえば、RAID-5ユニットに合計 9個のディスクがあり、そのうち 1つはパリ
ティーディスクで、データディスクの数は 8個であるとします。RAIDのストライプ
幅が 64Kバイトの場合、最適な割り当て単位は 64 × 8で 512Kバイトです。

データファイルは、同じファイルシステム内の各ストライプ化グループ (gXXX)また
はデータディスク (mrまたは md)を通して、ストライプ化またはラウンドロビンとし
て割り当てられます。
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整合が取れていないと、読み取り/変更/書き込み操作が発生するためにパフォーマン
スが損なわれます。

データディスクでのストライプ幅
ストライプ幅のデフォルト値は、msファイルシステムと maファイルシステムの間で
異なります。ストライプ幅は、mountコマンドの -o stripe= nオプションで指定され
ます。ストライプ幅を 0に設定すると、ラウンドロビン式割り当てが使用されま
す。

msファイルシステムでのストライプ幅

msファイルシステムでは、ストライプ幅はマウント時に設定されます。次の表
は、デフォルトのストライプ幅を示しています。

表 1–3 msファイルシステムのデフォルトのストライプ幅

DAU デフォルトのストライプ幅 ディスクに書き込まれるデータ量

16Kバイト 8 DAU 128Kバイト

32Kバイト 4 DAU 128Kバイト

64Kバイト (デフォルト) 2 DAU 128Kバイト

たとえば、sammkfsコマンドをデフォルト設定で実行した場合、デフォルトの大きな
DAUは 64Kバイトになります。mountコマンドが発行されるときにストライプ幅が
指定されない場合は、デフォルトが使用され、マウント時に設定されるストライプ
幅は 2になります。

注 –

■ msファイルシステム内のディスク全体にわたってメタデータ情報をストライプ化
するには、ストライプ幅を 0より大きい値に設定します。

■ 表 1–3の 1列目の数値に 2列目の数値を掛けると、128Kバイトという数値が得ら
れます。Sun QFSファイルシステムは、ディスクに書き込まれるデータの量が少
なくとも 128Kバイトである場合にもっとも効率的に動作します。

ストライプ化グループを使用していないmaファイルシステムでのス
トライプ幅

maファイルシステムでは、マウント時に設定されるストライプ幅は、ストライプ化
グループが構成されているかどうかによって異なります。ストライプ化グループと
は、ストライプ化された装置のグループとしての集まりです。ストライプ化グ
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ループの詳細は、27ページの「ファイル割り当て方式」を参照してください。この
セクションでは、ストライプ化グループなしで構成された Sun QFSファイルシステ
ムのストライプ幅について説明します。

ストライプ化グループが構成されていない場合、maファイルシステムでのDAUとス
トライプ幅の関係は、msファイルシステムの場合の関係と類似したものになりま
す。違っている点は、64Kバイトを超えるDAUが可能なことと、DAUを 8Kバイト
のブロック単位で構成できることです。DAUの最大サイズは 65,528Kバイトです。

デフォルトでは、ストライプ幅が指定されていない場合、ディスクに書き込まれる
データの量はほぼ 128Kバイトになります。Sun QFSファイルシステムは、書き込み
操作によって、1つの入出力リクエストあたり少なくとも 1つのストライプ全体が書
き込まれる場合にもっとも効率的です。次の表は、デフォルトのストライプ幅を示
しています。

表 1–4 ストライプ化グループを使用していないmaファイルシステムのデフォルトのストライ
プ幅

DAU デフォルトのストライプ幅 ディスクに書き込まれるデータ量

16Kバイト 8 DAU 128Kバイト

24Kバイト 5 DAU 120Kバイト

32Kバイト 4 DAU 128Kバイト

40Kバイト 3 DAU 120Kバイト

48Kバイト 2 DAU 96Kバイト

56Kバイト 2 DAU 112Kバイト

64Kバイト 2 DAU 128Kバイト

72Kバイト 1 DAU 72Kバイト

128Kバイト 1 DAU 128Kバイト

128Kバイトより大 1 DAU DAUサイズ

ストライプ化グループを使用するmaファイルシステムでのストライ
プ幅

ストライプ化グループがファイルシステムに構成されている場合、割り当てられる
領域の最小容量は、DAUのサイズにストライプ化グループ内のデバイス数を乗じた
ものになります。ストライプ化グループを使用すると、割り当ての容量は非常に大
きくなる可能性があります。
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ストライプ化グループを使用すると、データは複数のディスク装置に一度に書き込
まれ、それらのディスク装置は 1台の装置のように作動します。ストライプ化グ
ループでの割り当ては、DAUのサイズにストライプ化グループ内の要素数を乗じた
ものになります。

-o stripe= nマウントオプションによって、割り当てが別のストライプ化グループに
移る前に各ストライプ化グループで発生する割り当ての数が決定されます。ファイ
ルシステムが -o stripe=0でマウントされている場合、割り当ては常に 1つのストラ
イプ化グループに対して行われます。

デフォルトの設定は、ラウンドロビン式割り当て方式を指定する -o stripe=0で
す。最小の設定は -o stripe=0 (ストライプ化を無効にします)であり、最大の設定は
-o stripe=255です。不一致のストライプ化グループが存在する場合、システムは -o

stripe=0を設定します。このとき、ファイルは 1つのストライプ化グループにのみ
存在できます。

詳細は、27ページの「ファイル割り当て方式」を参照してください。

メタデータディスクでのストライプ幅

mount_samfsコマンドの -o mm_stripe= nオプションを使用して、メタデータディスク
上のメタデータ情報をストライプ化できます。デフォルトのストライプ幅は -o

mm_stripe=1です。これは、次のメタデータディスクに切り替える前に、ファイルシ
ステムがメタデータディスクに 16KバイトDAUを 1つ書き込むことを指定しま
す。メタデータディスクでは、小さな 4KバイトのDAUが使用されます。

デフォルトでは、複数のメタデータデバイスが存在する場合、メタデータは mountコ
マンドの - o mm_stripe= nオプションで指定されたとおりに割り当てられます。最小
の設定は -o mm_stripe=0 (ストライプ化を無効にします)であり、最大の設定は -o

mm_stripe=255です。

ファイル割り当て方式
Sun QFSソフトウェアでは、ラウンドロビン式割り当て方式とストライプ化割り当て
方式の両方を指定できます。次の表は、使用されるデフォルトのファイル割り当て
方式を示しています。

表 1–5 デフォルトの割り当て方式

ファイルシステム メタデータ ファイルデータ

スタンドアロンファイルシステ
ム

ストライプ化 ストライプ化

共有ファイルシステム ストライプ化 ラウンドロビン式

ファイル割り当て方式
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表 1–5 デフォルトの割り当て方式 (続き)
ファイルシステム メタデータ ファイルデータ

ストライプ化グループ ストライプ化 ラウンドロビン式

メタデータ割り当て
メタデータ割り当ては、ファイルシステムのタイプによって異なります:

■ msファイルシステムでは、メタデータは md装置に割り当てられます。
■ maファイルシステムでは、メタデータは mm装置に割り当てられます。mm装置に
はファイルデータは割り当てられません。

iノードは長さ 512バイトです。ディレクトリは最初、4Kバイトの長さです。次の表
は、システムがメタデータを割り当てる方法を示しています。

表 1–6 メタデータ割り当て

メタデータタイプ
maファイルシステムでの割り当ての増
分値

msファイルシステムでの割り当ての増
分値

iノード (.inodesファイル) 16KバイトDAU 16Kバイト、32Kバイト、また
は 64KバイトDAU

間接ブロック 16KバイトDAU 16Kバイト、32Kバイト、また
は 64KバイトDAU

ディレクトリ 4Kバイトブロックおよび 16K
バイトDAU

4Kバイト、最大で合計 32Kバ
イト、それを超えた場合は
DAUサイズ

ラウンドロビン式割り当て
ラウンドロビン式割り当て方式では、ファミリセット内の連続している各装置
に、一度に 1つのデータファイルが書き込まれます。ラウンドロビン式割り当て
は、複数のデータストリームに役立ちます。このタイプの環境では、全体のパ
フォーマンスがストライプ化のパフォーマンスを超える場合があるためです。

ラウンドロビンディスク割り当てを使用すると、1つのファイルを 1つの論理ディス
クに書き込むことができます。その次のファイルはその次の論理ディスクに書き込
まれ、それ以後も同様です。書き込まれたファイル数がファミリセットに定義され
た装置数と同じになると、ファイルシステムは、選択されている最初の装置から再
度開始します。ファイルが物理デバイスのサイズを超えると、ファイルの前半が最
初の装置に書き込まれ、使用可能な記憶領域がある次の装置にファイルの残りが書
き込まれます。書き込むファイルのサイズによって、入出力サイズが決まります。
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ラウンドロビン式割り当てを明示的に指定するには、/etc/vfstabファイル内に
stripe=0を含めます。

次の図は、msおよび maファイルシステムでのラウンドロビン式割り当てを示してい
ます。両方の図で、ファイル 1はディスク 1に、ファイル 2はディスク 2に、ファイ
ル 3はディスク 3に書き込まれ、以降も同様に書き込まれます。ファイル 6が作成さ
れるとディスク 1に書き込まれ、ラウンドロビン式割り当て方式が再開します。

図 1–1 5台のデバイスを使用するmsファイルシステムでのラウンドロビン式割り当て

ファイル割り当て方式
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ストライプ化割り当て
デフォルトでは、Sun QFSファイルシステムはストライプ化割り当て方式を使用し
て、ファイルシステムのファミリセット内のすべてのデバイスにわたってデータを
分散させます。ストライプ化とは、複数の装置にインタレース形式で並行して
ファイルを書き込む方式です。

ストライプ化が使用されるのは、1つのファイルに対するパフォーマンスに、すべて
の装置を合計したパフォーマンスが要求される場合です。ストライプ化デバイスを
使用するファイルシステムは、逐次的にではなく、インターレース方式でブロック
をアドレス指定します。ストライプ化では、複数の入出力ストリームがファイルを
複数のディスクにわたって同時に書き込むことができるため、一般にはパフォーマ
ンスが向上します。DAUとストライプ幅によって、入出力転送のサイズが決まりま
す。

図 1–2 5台のデバイスを使用するmaファイルシステムでのラウンドロビン式割り当て

ファイル割り当て方式
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ストライプ化を使用するファイルシステムでは、ファイル 1はディスク 1、ディスク
2、ディスク 3、ディスク 4、およびディスク 5に書き込まれます。ファイル 2
も、ディスク 1からディスク 5までに書き込まれます。DAUにストライプ幅を乗じ
た値によって、各ディスクに書き込まれるデータ容量 (ブロック単位)が決まりま
す。

ファイルシステムが mdデバイスにファイルを書き込む場合は、まずそのファイルを
小さなDAU (4Kバイト)に収めようとします。ファイルが、割り当て済みの最初の 8
個の小さなDAU (32Kバイト)に収まらない場合、ファイルシステムは、そのファイ
ルの残りを 1つ以上の大きなDAUに書き込みます。

ファイルシステムが mrデバイスにファイルを書き込む場合は、まずあるDAUに書き
込み、次に別のDAUに書き込み、以降も同様に書き込まれます。mr装置のDAUサ
イズは 1つだけです。

アクティブなファイルが複数存在する場合、ストライプ化割り当てでは、ディスク
ヘッドの移動がラウンドロビン式割り当てに比べて大幅に増加します。入出力が複
数ファイルに同時に発生する場合は、ラウンドロビン式割り当てを使用します。

次の図は、ストライプ化割り当てを使用する msおよび maファイルシステムを示して
います。これらの図で、ファイルの DAU ×ストライプ幅バイトがディスク 1に書き込
まれ、ファイルの DAU ×ストライプ幅バイトがディスク 2に書き込まれ、以降も同様
に書き込まれます。ストライプの順序は、ファイルに対して FIFO (先入れ先出し)に
なります。ストライプ化によって、入出力の負荷がすべてのディスクに分散されま
す。
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図 1–3 5台のデバイスを使用するmsファイルシステムでのストライプ化
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ストライプ化グループ
ストライプ化グループは、極端に大規模な入出力要件と数テラバイトのディスク
キャッシュを備えたファイルシステムのために設計された、Sun QFSの割り当て方式
です。ストライプ化グループを使用すると、複数の物理ディスクを考慮した装置タ
イプ値を指定できます。ストライプ化グループの複数の「Equipment Type」エントリ
で、1つの Sun QFSファイルシステムを構成できます。ストライプ化グループを使用
すると、非常に大規模なRAID構成の場合に、ビットマップ領域とシステムの更新時
間を節約できます。

ストライプ化グループは、Sun QFSファイルシステム内のデバイスの集合です。スト
ライプ化グループは、mcfファイルで g XXXデバイスとして定義され、1つのファイ
ルの 2台以上のデバイスとの間の読み取り/書き込みを行うことができるようにしま
す。1ファイルシステム内に最大 128のストライプ化グループを指定できます。

図 1–4 5台のデバイスを使用するmaファイルシステムでのストライプ化

ファイル割り当て方式
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次の図は、ストライプ化グループとラウンドロビン式割り当てを使用する maファイ
ルシステムを示しています。この図で、qfs1ファイルシステムに書き込まれる
ファイルは、定義されたストライプ化グループ g0、g1、および g2の間でラウンドロ
ビン割り当てされます。各グループは、2つの物理RAIDデバイスで構成されていま
す。

ファイル割り当て方式
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図 1–5 Sun QFSのラウンドロビン式ストライプ化グループ

ファイル割り当て方式
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図の構成のために、/etc/vfstab内のマウントポイントオプションは stripe=0に設定
されています。次の例は、これらのストライプ化グループを宣言する mcfファイル
を示しています。

例 1–1 ストライプ化グループを示す mcfファイルの例

# Equipment Eq Eq Fam Dev Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#

qfs1 10 ma qfs1

/dev/dsk/c0t1d0s6 11 mm qfs1 -

/dev/dsk/c1t1d0s2 12 g0 qfs1 -

/dev/dsk/c2t1d0s2 13 g0 qfs1 -

/dev/dsk/c3t1d0s2 14 g1 qfs1 -

/dev/dsk/c4t1d0s2 15 g1 qfs1 -

/dev/dsk/c5t1d0s2 16 g2 qfs1 -

/dev/dsk/c6t1d0s2 17 g2 qfs1 -

次の図は、ストライプ化グループとストライプ化割り当てを使用する Sun QFS ma
ファイルシステムを示しています。qfs1ファイルシステムに書き込まれるファイル
は、グループ g0、g1、および g2にわたってストライプ化されます。各グループに
は、4つの物理RAIDデバイスがあります。/etc/vfstabのマウントポイントオプ
ションは、stripe=1以上に設定されています。
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不一致のストライプ化グループ
各グループに異なる台数のデバイスが存在する複数のストライプ化グループである
不一致のストライプ化グループを含むファイルシステムを構築できます。Sun QFS
ファイルシステムは不一致のストライプ化グループをサポートしていますが、不一
致のグループに対するストライプ化はサポートされていません。不一致のストライ
プ化グループから構成されるファイルシステムは、ラウンドロビン式ファイルシス
テムとしてマウントされます。

図 1–6 Sun QFSのストライプ化グループ割り当て

ファイル割り当て方式
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注 –不一致のストライプ化グループが含まれているファイルシステムでは、1つの
ファイルが複数のストライプ化グループにまたがることはできません。そのファイ
ルが格納されたストライプ化グループがいっぱいになると、ファイルを拡張できな
くなります。不一致のストライプ化グループが存在する場合は、setfaコマンドの -g

オプションを使用して、ファイルを目的のグループに転送します。詳細は、『Sun
QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「setfa(1)」を参照してく
ださい。

ストライプ化グループがどれだけいっぱいになっているかを判定するには、samuオ
ペレータユーティリティーを使用して mの表示にアクセスし、外部ストレージのス
テータスを表示します。

次のセクションの例は、さまざまなタイプのファイルを格納するために、不一致の
ストライプ化グループを含むファイルシステムを設定する方法を示しています。

不一致のストライプ化グループの例
自分のサイトに映像と音声の両方のデータが格納されたファイルシステムを作成す
る必要がある場合を想定します。

映像ファイルは、容量が非常に大きく、音声ファイルに比べて高いパフォーマンス
を必要とします。ストライプ化グループを使用すると大容量ファイルのパフォーマ
ンスが最大限になるため、映像ファイルは大容量のストライプ化グループのある
ファイルシステムに格納することにします。

音声ファイルは、映像ファイルよりも小容量で、必要なパフォーマンスも低くなり
ます。音声ファイルは、小容量のストライプ化グループに格納することにしま
す。このように 1つのファイルシステムで、映像ファイルと音声ファイルの両方を
サポートできます。

次の図は、必要なファイルシステムを示しています。これは、ストライプ化割り当
てで不一致のストライプ化グループを使用する maファイルシステムです。
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次の表は、このファイルシステムの例の特性を示しています。

表 1–7 ファイルシステム例の特徴

特性 説明

ファイルシステム名 avfs

図 1–7 ストライプ化割り当てで不一致のストライプ化グループを使用する Sun QFSファイルシ
ステム

ファイル割り当て方式
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表 1–7 ファイルシステム例の特徴 (続き)
特性 説明

ストライプ化グループ数 2。映像ファイルのグループが g0。音声ファイ
ルのグループが g1。

ストライプ幅 0

DAU 128Kバイト

g0のディスク数 8

g0の最大ブロックサイズ 8ディスク × 128KバイトDAU = 1024Kバイト1ブ
ロックの書き込みで書き込まれるデータ容
量。各ディスクが 128Kバイトのデータを受け取
るため、すべてのディスクに同時に書き込まれ
る容量の合計は 1024Kバイト。

g1のディスク数 1

g1の最大ブロックサイズ 1ディスク × 128KバイトのDAU = 128Kバイト

次の行を /etc/vfstabファイルに追加すると、環境によって avfsファイルシステム
が認識されます。

avfs - /avfs samfs - no stripe=0

/etc/vfstabファイルでは、ラウンドロビン式ファイルシステムを指定するために
stripe=0が使用されていることに注意してください。不一致のストライプ化グ
ループには 0を超える値がサポートされていないため、この値が使用されます。

次の例は、ファイルシステム avfsの mcfファイルを示しています。

例 1–2 ファイルシステム avfsの mcfファイル

# Equipment Eq Eq Fam Dev Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#

avfs 100 ma avfs

/dev/dsk/c00t1d0s6 101 mm avfs -

#

/dev/dsk/c01t0d0s6 102 g0 avfs -

/dev/dsk/c02t0d0s6 103 g0 avfs -

/dev/dsk/c03t0d0s6 104 g0 avfs -

/dev/dsk/c04t0d0s6 105 g0 avfs -

/dev/dsk/c05t0d0s6 106 g0 avfs -

/dev/dsk/c06t0d0s6 107 g0 avfs -

/dev/dsk/c07t0d0s6 108 g0 avfs -

/dev/dsk/c08t0d0s6 109 g0 avfs -

#

/dev/dsk/c09t1d0s6 110 g1 avfs -

ファイル割り当て方式

Sun QFS File System 5.3構成および管理ガイド • 2012年 6月40



このファイルシステムの mcfファイルが準備できたら、次の例に示されている
sammkfsおよび mountコマンドを発行することにより、avfsファイルシステムを作成
してマウントすることができます。

例 1–3 ファイルシステム avfsを作成してマウントするためのコマンド

# sammkfs -a 128 avfs

# mount avfs

ファイルシステムがマウントされたら、次の例に示されているコマンドを使用し
て、2種類のファイルのための 2つのディレクトリを作成できます。

例 1–4 ファイルシステム avfs内にディレクトリを作成するためのコマンド

# cd /avfs

# mkdir video

# mkdir audio

ディレクトリが作成されたら、次の例に示されている setfaコマンドを使用して、大
きなストライプ化グループをビデオに、小さなストライプ化グループをオーディオ
に割り当てることができます。これらのディレクトリに作成されるファイルは、属
性が継承されるため、対応するストライプ化グループに割り当てられます。

例 1–5 ファイル属性を設定するコマンド

# setfa -g0 video

# setfa -g1 audio

sammkfsコマンドの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「sammkfs(1M)」を参照してください。mountコマンドの詳細は、『Sun
QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「mount_samfs(1M)」を参
照してください。setfaコマンドの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive
Manager 5.3 Reference Manual』の「setfa(1)」を参照してください。

論理ユニット番号 (LUN)ごとの割り当て制御
必要に応じて、あるデバイスへの以後の割り当てをすべて禁止する nallocコマンド
を使用して、特定の Sun QFSデータパーティションへの割り当てを無効にすること
ができます。この機能は、現時点ではデータパーティションにのみ使用でき、メタ
データパーティションには使用できません。

パーティションへの割り当ては、allocまたは onコマンドのどちらかで再開できま
す。

パーティションの割り当て状態 (allocflag)はブートをまたがって保持されます。

ファイル割り当て方式
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nallocおよび allocコマンドは samuインタフェースで使用でき、samu onコマンドで
も割り当てがオンに設定されます。samu画面には、無効になっている
パーティションの nallocの状態が表示されます。samtraceおよび samfsinfo出力に
も、割り当て状態が含まれます。

samuインタフェースの詳細は、第 13章「samuオペレータユーティリティーの使
用」を参照してください。

ファイル割り当て方式
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マスター構成ファイルについて

マスター構成ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/mcfでは、Sun QFSまたは SAM-QFSソフ
トウェアによって管理または使用されるすべてのデバイスを記述します。システム
構成時にこのASCIIファイルを作成するときに、各装置の属性を宣言し、各ファイ
ルシステム内の装置をファミリセットにグループ化します。

mcfファイルには、RAIDおよびディスクデバイスを識別してファイルシステムに編
成するために、これらのファイルシステムが必要とする情報が含まれています。ま
た、ファイルシステムに組み込まれる各自動ライブラリまたは装置のエントリも含
まれます。mcfファイルのサンプルは、/opt/SUNWsamfs/examples/mcfにあります。

基本的なmcfファイル構造
mcfファイルは、次に例で示すように、6つの列、つまりフィールドに分割された指
定コードの行で構成されています。

Equipment Equipment Equipment Family Device Additional

Identifier Number Type Set State Parameters

mcfファイルにデータを入力するときは、次の規則に従います。

■ ファイルのフィールドの間には、空白文字またはタブ文字を使用します。
■ コメント行は先頭にシャープ ( #)を付けます。
■ 一部のフィールドは省略可能です。オプションのフィールドに含まれる情報に意
味がないことを示すには、ハイフン (-)を使用します。

詳細については、mcf(4)のマニュアルページを参照してください。

SAM-QFS Managerを使用して、mcfファイルを自動的に作成することもできま
す。SAM-QFS Managerのインストールの詳細については、『Sun QFSおよび Sun
Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』の第 6章「SAM-QFS Managerのイン
ストールと構成」を参照してください。SAM-QFS Managerの使用については、オン
ラインヘルプを参照してください。
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mcfファイルのフィールド
このセクションでは、mcfファイル内のフィールドについて説明します。

「Equipment Identifier」フィールド (必須)
「Equipment Identifier」フィールドは、物理ファイルシステムデバイスまたはリ
ムーバブルメディアデバイスを識別します。このフィールドにファイルシステムの
名前を指定する場合、その名前は 31文字に制限されます。そのほかのすべての内容
では、このフィールドは 127文字に制限されます。

「装置 ID」フィールドを使用して、次の表の情報を入力します。

情報 IDの長さ 説明

ファイルシステム名 31文字 ファイルシステム名は「ファミ
リセット」フィールド内の名前
と同じものにする必要があ
り、mcfファイルの後続の行
で、ファイルシステムに含まれ
るすべてのディスクまたはデバ
イスを定義する必要がありま
す。mcfファイルでは、複数の
ファイルシステムを宣言できま
す。通常、mcfファイルの最初
のデータ行では最初のファイル
システムを宣言し、後続の行で
はそのファイルシステムに組み
込む装置を指定します。mcf

ファイルで宣言されるそのほか
のファイルシステムは、読みや
すいように空白のコメント行を
前に付けることができます。

注 –ファイルシステム名の先頭
には、英字を使用する必要があ
り、英字、数字、アンダースコ
ア (_)文字だけが使用できま
す。

mcfファイルのフィールド
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情報 IDの長さ 説明

nodevキーワード 127文字 キーワード nodevは、mcf

ファイルの常駐するシステム
が、Oracle Solarisホスト上の共
有ファイルシステムでクライア
ントホストとして使用されるこ
とを示します。メタデータ
サーバーに常駐する 1つまたは
複数のメタデータ装置に対して
のみ、このフィールドにこの
キーワードを「Equipment
Identifier」として指定できま
す。共有ファイルシステムのメ
ンバーに対する mcfファイルの
作成の詳細は、第 5章「共有
ファイルシステムの構成」を参
照してください。

注 –ファイルシステムがOracle
Solari Cluster環境にある場合
は、このキーワードを使用しな
いでください。

ディスクパーティションまたは
スライスの説明

127文字 このフィールドの /dev/エント
リは、ディスクパーティション
またはスライスを特定します。

自動ライブラリまたは光磁気
ディスクドライブの説明

127文字 /dev/samstエントリは、自動ラ
イブラリまたは光磁気ディスク
ドライブを特定します。ネット
ワーク接続自動ライブラリを構
成する場合は、『Sun Storage
Archive Manager 5.3構成および
管理ガイド』の第 4章「ネット
ワーク接続自動ライブラリのパ
ラメータファイルの作成」を参
照してください。

mcfファイルのフィールド
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情報 IDの長さ 説明

テープドライブの説明 127文字 このエントリは、次の 2つの形
式のいずれかにすることができ
ます。
■ /dev/rmtエントリ。

■ /dev/rmtリンクと同じ
ファイルを指示するシンボ
リックリンクへのパス。こ
の方法でテープドライブを
指定する場合は、必
ず、ファイルシステムをマ
ウントする前にリンクを作
成してください。

「Equipment Number」フィールド (必須)
mcfファイルの各行の装置番号 (eq)フィールドには、定義しているファイルシステム
コンポーネントまたはデバイスの一意の数値識別子を指定する必要があります。こ
の番号は 1から 65534までの整数である必要があります。

ヒント –内部ソフトウェアテーブルを小さいままにするには、小さい番号を使用しま
す。

「Equipment Type」フィールド (必須)
必須の「Equipment Type」フィールドは、ソフトウェアが特定のデバイスとの通信方
法を決定するために使用する情報を提供します。装置のタイプを示す 2文字または 3
文字のニモニックを入力します。

一部の装置には、汎用の装置タイプである od (光ディスク)、tp (テープ)、および rb

(ロボット)を使用できます。ファイルシステムに関して、次の表で個別の装置タイ
プのコードについて説明します。

表 2–1 「Equipment Type」フィールド

装置タイプ 説明

ms データとメタデータを同じデバイス (mdデバイス)に格納するファイルシステム
を定義します。

ma メタデータを別のデバイス (mmデバイス)に格納するファイルシステムを定義し
ます。maファイルシステム内のデータは、md、mr、または g_XXXデバイスに格
納できます。

mcfファイルのフィールド
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表 2–1 「Equipment Type」フィールド (続き)
装置タイプ 説明

md ファイルデータを格納するためにデュアル割り当てを使用する、ストライプ化
またはラウンドロビン式のデバイスを定義します。22ページの「デュアルおよ
びシングル割り当てスキーム」も参照してください。

mm iノードおよびそのほかのメタデータの情報を格納するためのメタデータデバイ
スを定義します。複数のメタデータ装置を指定できます。maファイルシステム
上のメタデータ (iノード、ディレクトリ、割り当てマップなど)は、メタデータ
デバイスに格納され、ファイルデータデバイスとは分離されます。デフォルト
では、複数のメタデータ装置がある場合、メタデータはラウンドロビン式割り
当てで割り当てられます。

mr ファイルデータを格納するためにシングル割り当てを使用する、ラウンドロビ
ン式またはストライプ化データデバイスを定義します。22ページの「デュアル
およびシングル割り当てスキーム」も参照してください。

g XXX ストライプ化データデバイスを定義します。ストライプ化グループは、先頭の g

のあとに数値を付けて指定。この番号は 0から 127までの整数である必要があり
ます (たとえば、g12)。ストライプ化グループのすべてのメンバーは、タイプと
サイズが同じである必要があります。1つのファイルシステム内の異なるストラ
イプ化グループは、同じ数のメンバーを持つ必要はありません。1つのファイル
システムに、md、mr、および g XXXデバイスを混合させることはできませ
ん。データは、グループ間でストライプ化 (すべてのグループの装置数が同じ場
合)またはラウンドロビン処理できます。デフォルトはラウンドロビンです。

ファイルシステムの装置タイプに加え、自動ライブラリやそのほかの装置を指定す
るには、ほかのコードが使用されます。特定の装置タイプの詳細は、mcf(4)のマ
ニュアルページを参照してください。

「Family Set」フィールド (必須)
ファミリセットフィールドには、デバイスのグループの名前を指定します。

ファミリセット名は、先頭に英字を使用する必要があり、英字、数字、アンダース
コア (_)文字だけを使用できます。ファミリセット名は 31文字より長くすることは
できません。

次の表で、ファミリセット名について説明します。

mcfファイルのフィールド
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ファミリセット 説明

ファイルシステム名 ファイルシステム内のすべてのディスクデバイ
スは、このフィールドで同じファイルシステム
名を使用する必要があります。このソフト
ウェアは、ファミリセット名を使用して、装置
をファイルシステムとしてグループ化しま
す。sammkfsコマンドを実行すると、ファミリ
セット名がファイルシステム内のすべてのデバ
イスに物理的に記録されます。samfsckコマン
ドで -Fオプションと -Rオプションを使用する
ことで、この名前を変更できます。sammkfsコ
マンドについては、sammkfs(1M)のマニュアル
ページを参照してください。samfsckコマンド
の詳細は、samfsck(1M)のマニュアルページを
参照してください。

自動ライブラリ識別子 ライブラリとそれに関連するすべてのドライブ
デバイスは、同じ識別子を使用する必要があり
ます。

- ダッシュ文字 (-)はスタンドアロンのリムーバブ
ルメディアデバイスを示します。

ファミリセットの最初のデバイスの直前に、識別子 #family-set-name:を入れること
で、特定のファミリセットに関連付けられたコメントを作成できます。識別子のコ
メント行と、そのファミリセット最後のデバイス行との間に追加されるすべてのコ
メントは、そのファミリセットと関連付けられます。その後、SAM-QFS Managerソ
フトウェアでファミリセットが削除された場合、関連するコメントも mcfから削除
されます。

「Device State」フィールド (オプション)
「Device State」フィールドでは、ファイルシステムを初期化したときの装置の状態
を指定します。デバイスの有効な状態は onと offです。デフォルトは onです。この
フィールドはオプションです。値を指定しない場合は、このフィールドが省略され
ていることを示すためにダッシュ文字 (-)を挿入します。

「Additional Parameters」フィールド (オプション)
自動ライブラリデバイスでは、「追加パラメータ」フィールドはオプションであ
り、空白のままにすることができます。デフォルトでは、ライブラリカタログ
ファイルは /var/opt/SUNWsamfs/catalog/ family-set-nameに書き込まれます。この
フィールドは、ライブラリカタログファイルの代替パスを指定するために使用され
ます。

mcfファイルのフィールド
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共有ファイルシステムでは、このフィールドにはキーワード sharedを指定する必要
があります。

ほかのエントリでは、ダッシュ (-)を挿入するか、このフィールドを空白のままにし
ます。

mcfファイルの例
ファイルシステムの構成はそれぞれ固有です。システムの条件や実際のハード
ウェアはサイトごとに異なります。次のコード例で、mcfファイルの例を示しま
す。構成を複製する方法についての情報が含まれているより詳細な例
は、第 3章「mcfファイルの例」を参照してください。

例 2–1 ストライプ化グループを示す mcfファイルの例

この例は、2つのストライプ化グループがある Sun QFSファイルシステムの mcf

ファイルを示しています。

# Sun QFS file system configuration

#

# Equipment Eq Eq Fam. Dev. Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- -- ------ ------ ------------------

qfs1 10 ma qfs1 -

/dev/dsk/c2t1d0s7 11 mm qfs1 -

/dev/dsk/c3t0d0s6 12 g0 qfs1 -

/dev/dsk/c3t0d1s6 13 g0 qfs1 -

/dev/dsk/c4t0d0s6 14 g1 qfs1 -

/dev/dsk/c4t0d1s6 15 g1 qfs1 -

例 2–2 3つのファイルシステムを示す mcfファイル

この例は、3つのファイルシステムのある mcfファイルを示しています。

# SAM-QFS file system configuration example

#

# Equipment Eq Eq Fam. Dev. Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- -- ------ ------ ------------------

qfs1 10 ma qfs1 -

/dev/dsk/c1t13d0s6 11 mm qfs1 -

/dev/dsk/c1t12d0s6 12 mr qfs1 -

#

qfs2 20 ma qfs2 -

/dev/dsk/c1t5d0s6 21 mm qfs2 -

/dev/dsk/c5t1d0s6 22 mr qfs2 -

#

qfs3 30 ma qfs3 -

/dev/dsk/c7t1d0s3 31 mm qfs3 -

/dev/dsk/c6t1d0s6 32 mr qfs3 -

/dev/dsk/c6t1d0s3 33 mr qfs3 -

mcfファイルの例
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例 2–2 3つのファイルシステムを示す mcfファイル (続き)

/dev/dsk/c5t1d0s3 34 mr qfs3 -

例 2–3 1つのファイルシステムと 1つのライブラリを示す mcfファイル

この例は、mdデバイスを使用する 1つのアーカイブファイルシステムのある mcf

ファイルを示しています。この mcfファイルはテープライブラリも定義します。

# Equipment Eq Eq Fam. Dev. Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- -- ------ ------ ----------

samfs1 10 ma samfs1 -

/dev/dsk/c1t2d0s6 11 mm samfs1 -

/dev/dsk/c1t3d0s6 12 md samfs1 -

/dev/dsk/c1t4d0s6 13 md samfs1 -

/dev/dsk/c1t5d0s6 14 md samfs1 -

# scalar 1000 and 12 AIT tape drives

/dev/samst/c5t0u0 30 rb robot1 -

/dev/rmt/4cbn 101 tp robot1 on

/dev/rmt/5cbn 102 tp robot1 on

/dev/rmt/6cbn 103 tp robot1 on

/dev/rmt/7cbn 104 tp robot1 off

/dev/rmt/10cbn 105 tp robot1 on

/dev/rmt/11cbn 106 tp robot1 on

/dev/rmt/3cbn 107 tp robot1 on

/dev/rmt/2cbn 108 tp robot1 on

/dev/rmt/1cbn 109 tp robot1 on

/dev/rmt/0cbn 110 tp robot1 on

/dev/rmt/9cbn 111 tp robot1 on

/dev/rmt/8cbn 112 tp robot1 on

ファイル設定、オプション、および指示の相互関係の概
要

mcfファイルは各ファイルシステムを定義しますが、ファイルシステムの動作
は、/etc/vfstabファイル内のデフォルトのシステム設定、samfs.cmdファイル内の
設定、および mountコマンド内のオプションの相互関係によって決まります。

ストライプ幅などのいくつかのマウントオプションは、複数の場所で指定できま
す。ある位置での設定が別の位置での設定をオーバーライドすることがあることに
注意してください。

マウントオプションを指定するさまざまな方法については、『Sun QFSおよび Sun
Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』の第 8章「マウントパラメータの設
定とファイルシステム環境の初期化」を参照してください。
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mcfファイルの例

マスター構成ファイル /etc/opt/SUNWsamfs/mcfでは、ファイルシステムで管理され
る装置のトポロジが定義されます。このファイルは環境に含まれている装置と
ファイルシステムを指定し、このファイルに含まれている情報を使用することによ
り、使用されるディスクスライスを識別し、それらのスライスをファイルシステム
として編成できます。

この章では、さまざまなタイプのファイルシステムの mcfファイルの具体的な例を
いくつか示します。

ローカルファイルシステムの構成例
このセクションの構成例は、1つのOracle Solaris OSホストにインストールされる
ファイルシステムの mcfファイルを構成するために使用してください。

Oracle Solaris Cluster環境で使用できる例については、61ページの「高可用ファイル
システムの構成例」を参照してください。

単純なファイルシステムの構成例
この例は、Oracleの SCSI接続された StorageTek Multipackデスクトップアレイを備え
たサーバーを使用して 2つのファイルシステムを構成する方法を示しています。

formatコマンドを使用すると、ディスクがどのようにパーティション分割されてい
るかを確認できます。例 3–1は、formatコマンドの出力を示しています。

注 – formatコマンドの出力の最後の数行のみが示されています。
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例 3–1 構成例のための formatコマンドの出力

# format < /dev/null

Searching for disks...done

AVAILABLE DISK SELECTIONS:

0. c0t10d0 <SUN36G cyl 24620 alt 2 hd 27 sec 107>

/sbus@3,0/SUNW,fas@3,8800000/sd@a,0

1. c0t11d0 <SUN36G cyl 24620 alt 2 hd 27 sec 107>

/sbus@3,0/SUNW,fas@3,8800000/sd@b,0

2. c6t2d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>

/pci@7,4000/SUNW,isptwo@3/sd@2,0

3. c6t3d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>

/pci@7,4000/SUNW,isptwo@3/sd@3,0

4. c6t4d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>

/pci@7,4000/SUNW,isptwo@3/sd@4,0

5. c6t5d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>

/pci@7,4000/SUNW,isptwo@3/sd@5,0

6. c8t2d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>

/pci@b,4000/SUNW,isptwo@3/sd@2,0

7. c8t3d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>

/pci@b,4000/SUNW,isptwo@3/sd@3,0

8. c8t4d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>

/pci@b,4000/SUNW,isptwo@3/sd@4,0

9. c8t5d0 <SUN9.0G cyl 4924 alt 2 hd 27 sec 133>

/pci@b,4000/SUNW,isptwo@3/sd@5,0

Specify disk (enter its number):

# format /dev/rdsk/c6t2d0s2

.

.

.

Part Tag Flag Cylinders Size Blocks

0 unassigned wm 0 0 (0/0/0) 0

1 unassigned wm 0 0 (0/0/0) 0

2 backup wu 0 - 4923 8.43GB (4924/0/0) 17682084

3 unassigned wm 0 0 (0/0/0) 0

4 unassigned wm 0 - 1229 2.11GB (1230/0/0) 4416930

5 unassigned wm 1230 - 2459 2.11GB (1230/0/0) 4416930

6 unassigned wm 2460 - 3689 2.11GB (1230/0/0) 4416930

7 unassigned wm 3690 - 4919 2.11GB (1230/0/0) 4416930

▼ 単純なファイルシステムを構成する方法
次の手順で説明されているように、ファイルシステムとそのディスク
パーティションを定義することによって、この構成例のための mcfファイルの作成
を開始します。

mcfファイルを作成します。

最初のファイルシステム (qfs1)のための maエントリを追加します。

formatコマンドの出力の情報を使用して、qfs1ファイルシステムのメタデータを構
成するパーティションをリストした mmエントリを追加します。

1

2

3
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formatコマンドの出力の情報を使用して、qfs1ファイルシステムのファイルデータ
を構成するパーティションをリストした一連の mrエントリを追加します。

2番目のファイルシステム (qfs2)のための同様のエントリを追加します。

完成した mcfファイルでは、次の 2つのファイルシステムが定義されています。

■ ディスク c8t2d0 (メタデータ)、c6t2d0 (ファイルデータ)、および c6t3d0 (ファイル
データ)のスライス 4上に作成された qfs1ファイルシステム。

■ ディスク c8t2d0 (メタデータ)、c6t2d0 (ファイルデータ)、および c6t3d0 (ファイル
データ)のスライス 5上に作成された qfs2ファイルシステム。

次のコード例は、結果として得られる mcfファイルを示しています。

# cat /etc/opt/SUNWsamfs/mcf

#

# Equipment Eq Eq Family Device Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- ---- ------ ------ ----------

#

*qfs1 10 ma qfs1 on*

/dev/dsk/c8t2d0s4 11 mm qfs1 on

/dev/dsk/c6t2d0s4 12 mr qfs1 on

/dev/dsk/c6t3d0s4 13 mr qfs1 on

#

*qfs2 20 ma qfs2 on*

*/dev/dsk/c8t2d0s5 21 mm qfs2 on*

*/dev/dsk/c6t2d0s5 22 mr qfs2 on*

*/dev/dsk/c6t3d0s5 23 mr qfs2 on*

/etc/vfstabファイルを変更します。

/etc/vfstabファイル内に、mcfファイルで定義した qfs1および qfs2ファイルシステ
ムのためのエントリを追加します。下のコード例の最後の 2行が、これらの新しい
ファイルシステムのためのエントリを示しています。

/etc/vfstabファイル内のフィールドについては、次を参照してください:表 3–2。
# cat /etc/vfstab

# device device file mount

# to to mount system fsck at mount

# mount fsck point type pass boot params

# ----- ---- ----- ---- ---- ---- ------

fd - /dev/fd fd - no -

/proc - /proc proc - no -

/dev/dsk/c0t10d0s1 - - swap - no -

/dev/dsk/c0t10d0s0 /dev/rdsk/c0t10d0s0 / ufs 1 no logging

swap - /tmp tmpfs - yes -

*qfs1 - /qfs1 samfs - yes stripe=1*

*qfs2 - /qfs2 samfs - yes stripe=1*

4

5

6
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ラウンドロビンの構成例
この例は、4台のディスクドライブに対してラウンドロビン式割り当てを使用す
る、qfs3という名前のファイルシステムの構成を示しています。

この例では、次のように仮定しています。

■ メタデータ装置は、コントローラ 8、ディスク 4上の単一のパーティション (s1)
である

■ データデバイスは、コントローラ 6に接続された 4台のディスクで構成されてい
ます。各ディスクが個別のターゲット (1-4)上に存在します。

▼ システムでラウンドロビン式割り当てを構成する方法
この例では、ラウンドロビン式データレイアウトを使用します。

51ページの「単純なファイルシステムの構成例」の説明に従って mcfファイルを作
成します。

次のコード例は、このラウンドロビン式ディスク構成のための mcfファイルを示し
ています。
# cat /etc/opt/SUNWsamfs/mcf

#

# Equipment Eq Eq Family Device Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- ---- ------ ------ ----------

#

*qfs3 10 ma qfs3 on*

/dev/dsk/c8t4d0s4 11 mm qfs3 on

/dev/dsk/c6t2d0s4 12 mr qfs3 on

/dev/dsk/c6t3d0s4 13 mr qfs3 on

/dev/dsk/c6t4d0s4 14 mr qfs3 on

/dev/dsk/c6t5d0s4 15 mr qfs3 on

/etc/vfstabファイルを変更します。

/etc/vfstabファイルを編集して mount paramsフィールドに stripe=0を指定すること
により、ファイルシステムでのラウンドロビン式割り当てを明示的に設定しま
す。次のコード例は、qfs3ファイルシステムの stripe=0を示しています。
# cat /etc/vfstab

#device device file mount

#to to mount system fsck at mount

#mount fsck point type pass boot params

#----- ---- ----- ---- ---- ---- ------

fd - /dev/fd fd - no -

/proc - /proc proc - no -

/dev/dsk/c0t10d0s1 - - swap - no -

/dev/dsk/c0t10d0s0 /dev/rdsk/c0t10d0s0 / ufs 1 no logging

swap - /tmp tmpfs - yes -

*qfs3 - /qfs3 samfs - yes stripe=0*

1

2
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sammkfsコマンドを使用してファイルシステムを初期化します。
デフォルトのディスク割り当て単位 (DAU)は 64Kバイトが、次の例では、DAUサイ
ズを 128Kバイトに設定しています。
# sammkfs -a 128 qfs3

ローカルストライプ化の構成例
この例は、ファイルデータを 4台のディスクドライブにストライプ化する、qfs4と
いう名前のファイルシステムの構成を示しています。この例では、次のように仮定
しています。

■ メタデータ装置は、コントローラ 0、論理ユニット番号 (LUN) 0で使用される単一
パーティション (s6)である。

■ データデバイスは、コントローラ 6に接続された 4台のディスクで構成されてい
ます。各ディスクが個別のターゲット (2-5)上に存在します。

▼ システムでローカルストライプ化を構成する方法

51ページの「単純なファイルシステムの構成例」に示されているように mcfファイ
ルを作成します。
次のコード例は、このストライプ化ディスク構成のための mcfファイルを示してい
ます。
# Equipment Eq Eq Family Device Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- ---- ------ ------ ----------

#

*qfs4 40 ma qfs4 on*

/dev/dsk/c8t4d0s4 41 mm qfs4 on

/dev/dsk/c6t2d0s4 42 mr qfs4 on

/dev/dsk/c6t3d0s4 43 mr qfs4 on

/dev/dsk/c6t4d0s4 44 mr qfs4 on

/dev/dsk/c6t5d0s4 45 mr qfs4 on

/etc/vfstabファイルを変更します。

stripe=オプションを使用してストライプ幅を設定します。次のコード例は、qfs4

ファイルシステムに対して stripe=1のマウントパラメータが設定された /etc/vfstab

ファイルを示しています。
# cat /etc/vfstab

#

#device device file mount

#to to mount system fsck at mount

#mount fsck point type pass boot params

#----- ---- ----- ----- ---- ---- ------

fd - /dev/fd fd - no -

/proc - /proc proc - no -

/dev/dsk/c0t10d0s1 - - swap - no -

3
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/dev/dsk/c0t10d0s0 /dev/rdsk/c0t10d0s0 / ufs 1 no logging

swap - /tmp tmpfs - yes -

*qfs4 - /qfs4 samfs - yes stripe=1*

stripe=1を指定すると、ファイルデータが 4つの mrデータディスクに、1 DAUのス
トライプ幅でストライプ化されます。DAUは、sammkfsコマンドを使用してファイル
システムを初期化するときに設定する割り当て単位です。

sammkfsコマンドを使用して StorageTek QFSファイルシステムを初期化します。
次の例では、DAUサイズを 128Kバイトに設定しています。
# sammkfs -a 128 qfs4

このストライプ化ディスク構成では、このファイルシステムに書き込まれるすべて
のファイルは、128Kバイトとしてすべての装置上にストライプ化されます。ストラ
イプ幅×装置数に満たないファイルも、128Kバイトのディスク容量を使用しま
す。128Kバイトを超えるファイルには、必要に応じて合計 128Kバイト単位で領域が
割り当てられます。

ストライプ化グループの構成例
ストライプ化グループを使用すると、別々のディスク装置からなるRAID-0装置を構
築できます。ただし、ストライプ化グループでは、ストライプ化グループあたりの
DAUは 1つだけです。複数のRAIDデバイスにわたって大容量の、効率的なDAUを
書き込むこの方法によって、システムの更新時間が節約されるとともに、高速の逐
次入出力がサポートされます。ストライプ化グループは、ディスクデバイスのグ
ループに非常に大容量のファイルを書き込むのに役立ちます。

注 – DAUは、割り当てられる最小ディスク容量です。ストライプ化グループで割り
当てられる最小ディスク容量は、次のとおりです。

割り当て単位×グループ内のディスク数

1バイトのデータを書き込むと、ストライプ化グループの全メンバー上で 1 DAUが消
費されます。ファイルシステムでストライプ化グループを使用する場合は、その影
響を理解していることが重要です。

ストライプ化グループの装置は、同じサイズである必要があります。ストライプ化
グループのサイズを増やすことはできません。ただし、ストライプ化グループを
ファイルシステムに追加することはできます。

この例は、メタデータを低遅延ディスクに分離する (qfs5という名前の)ファイルシ
ステムの構成を示しています。mcfファイルは、4つのドライブ上の 2つのストライ
プ化グループを定義しています。この例では、次のように仮定しています。

■ メタデータ装置は、コントローラ 8、ディスク 4上の単一のパーティション (s5)
である
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■ データデバイスは、コントローラ 6に接続された 4台のディスク (2台の同一の
ディスクから成る 2つのグループ)で構成されています。各ディスクが個別の
ターゲット (2-5)上に存在します。

▼ システムでストライプ化グループを構成する方法

51ページの「単純なファイルシステムの構成例」に示されているように mcfファイ
ルを作成します。

次のコード例は、ストライプ化グループ構成のための mcfファイルの例を示してい
ます。
# cat /etc/opt/SUNWsamfs/mcf

#

# Equipment Eq Eq Family Device Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- ---- ------ ------ ----------

#

*qfs5 50 ma qfs5 on*

/dev/dsk/c8t4d0s5 51 mm qfs5 on

/dev/dsk/c6t2d0s5 52 g0 qfs5 on

/dev/dsk/c6t3d0s5 53 g0 qfs5 on

/dev/dsk/c6t4d0s5 54 g1 qfs5 on

/dev/dsk/c6t5d0s5 55 g1 qfs5 on

/etc/vfstabファイルを変更します。

stripe=オプションを使用してストライプ幅を設定します。次のコード例は、ストラ
イプ化グループ g0とストライプ化グループ g1の間のラウンドロビン式割り当てを指
定する stripe=0のマウントパラメータが設定された /etc/vfstabファイルを示して
います。
# cat /etc/vfstab

#device device file mount

#to to mount system fsck at mount

#mount fsck point type pass boot params

#----- ---- ----- ---- ---- ---- ------

fd - /dev/fd fd - no -

/proc - /proc proc - no -

/dev/dsk/c0t10d0s1 - - swap - no -

/dev/dsk/c0t10d0s0 /dev/rdsk/c0t10d0s0 / ufs 1 no logging

swap - /tmp tmpfs - yes -

*qfs5 - /qfs5 samfs - yes stripe=0*

sammkfsコマンドを使用してファイルシステムを初期化します。

DAUは割り当てのサイズ、または各グループのサイズに等しいため、ストライプ化
グループでは -aオプションは使用されません。
# sammkfs qfs5

この例には、g0と g1の 2つのストライプ化グループがあります。/etc/vfstabで
stripe=0が指定されているため、デバイス 12と 13およびデバイス 14と 15がストラ
イプ化され、ファイルは 2つのストライプ化グループの間でラウンドロビン式割り
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当てが行われます。ストライプ化グループは、結合された 1つのエンティティとし
て扱われます。ストライプ化グループを構成したあとは、別の sammkfsコマンドを発
行しないとその構成を変更できません。

Oracle Solaris OSプラットフォーム上での共有ファイルシ
ステムの構成例

次の図は、アーカイブ環境での共有ファイルシステムの構成を示しています。

図 3–1 共有ファイルシステムの構成
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この図は、ネットワークに接続された 4つのホスト titan、tethys、dione、および
mimasを示しています。tethys、dione、mimasの各ホストはクライアントであ
り、titanは現在のメタデータサーバーです。ホスト tethysは、潜在的なメタ
データサーバーです。

アーカイブメディアは、titanと tethysにファイバ接続されたネットワーク接続ラ
イブラリおよびテープドライブで構成されています。さらに、現在のメタデータ
サーバー titan上にマウントされているファイルシステム内にはアーカイブメディア
カタログが存在します。

メタデータは、クライアントとメタデータサーバーの間でネットワークを介してや
りとりされます。メタデータサーバーは名前空間へのすべての変更を実行すること
により、メタデータの整合性を維持しています。また、メタデータサーバーに
よって、ロック機能、ブロック割り当て、ブロック割り当て解除も提供されます。

titanと tethysにはいくつかのメタデータディスクが接続されており、潜在的なメ
タデータサーバーのみがこれらにアクセスできます。titanが使用不可になった場合
は、メタデータサーバーを tethysに変更すると、tethysが StorageTek QFS共有
ファイルシステムの一部としてライブラリ、テープドライブ、およびカタログにア
クセスできるようになります。データディスクは、4つのホストすべてにファイバ
チャネル (FC)接続で接続されています。

▼ 共有ファイルシステムを構成する方法
formatコマンドを発行し、その出力を調べます。
共有ファイルシステムのマウントポイント用に構成されたメタデータディスク
パーティションが、潜在的なメタデータサーバーに接続されていることを確認しま
す。また、共有ファイルシステムに対して構成されているデータディスク
パーティションが、このファイルシステムの潜在的なメタデータサーバーと、すべ
てのクライアントホストに接続されていることも確認します。

ホストがマルチパス入出力ドライバをサポートしている場合は、formatコマンドの
出力に示された個々のデバイスに複数のコントローラが表示されることがありま
す。これらのコントローラは、実際の装置に対する複数のパスに対応しています。

次のコード例は、titanに対する formatコマンドの出力を示しています。コント
ローラ 2には 1台のメタデータディスクがあり、コントローラ 3には 3台のデータ
ディスクがあります。
# titan<28>format

Searching for disks...done

AVAILABLE DISK SELECTIONS:

0. c1t0d0 <SUN36G cyl 24620 alt 2 hd 27 sec 107>

/pci@8,600000/SUNW,qlc@4/fp@0,0/ssd@w2100002037e9c296,0

1. c2t2100002037E2C5DAd0 <SUN36G cyl 24620 alt 2 hd 27 sec 107>

1
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/pci@8,600000/SUNW,qlc@4/fp@0,0/ssd@w2100002037e9c296,0

2. c2t50020F23000065EEd0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@8,600000/SUNW,qlc@4/fp@0,0/ssd@w50020f23000065ee,0

3. c3t50020F2300005D22d0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@8,600000/SUNW,qlc@1/fp@0,0/ssd@w50020f2300005d22,0

4. c3t50020F2300006099d0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@8,600000/SUNW,qlc@1/fp@0,0/ssd@w50020f2300006099,0

5. c3t50020F230000651Cd0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@8,600000/SUNW,qlc@1/fp@0,0/ssd@w50020f230000651c,0

次のコード例は、tethysに対する formatコマンドの出力を示しています。コント
ローラ 2には 1台のメタデータディスクがあり、コントローラ 7には 4台のデータ
ディスクがあります。

# tethys<1>format

Searching for disks...done

AVAILABLE DISK SELECTIONS:

0. c0t1d0 <IBM-DNES-318350Y-SA60 cyl 11112 alt 2 hd 10 sec 320>

/pci@1f,4000/scsi@3/sd@1,0

1. c2t2100002037E9C296d0 <SUN36G cyl 24620 alt 2 hd 27 sec 107>

/pci@8,600000/SUNW,qlc@4/fp@0,0/ssd@w2100002037e9c296,0

2. c2t50020F23000065EEd0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@1f,4000/SUNW,qlc@4/ssd@w50020f23000065ee,0

3. c7t50020F2300005D22d0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@1f,4000/SUNW,qlc@5/ssd@w50020f2300005d22,0

4. c7t50020F2300006099d0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@1f,4000/SUNW,qlc@5/ssd@w50020f2300006099,0

5. c7t50020F230000651Cd0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@1f,4000/SUNW,qlc@5/ssd@w50020f230000651c,0

このコード例では、次の点に注意してください:

■ titanのコントローラ 3上のデータディスクは、tethysのコントローラ 7上の
データディスクと同じディスクです。これは、デバイス名の最後のコンポーネン
トであるWorld Wide Nameを調べることによって確認できます。titanの番号 3の
ディスクの場合、World Wide Nameは 50020f2300005d22です。これは、tethysの
コントローラ 7の 3番と同じ名前になっています。

■ titanのメタデータディスクの場合、World Wide Nameは 50020F23000065EEであ
り、これは tethysのコントローラ 2、ターゲット 0と同じメタデータディスクで
す。

次のコード例は、mimasに対する formatコマンドの出力を示しています。コント
ローラ 1には 3台のデータディスクがあり、メタデータディスクはありません。

mimas<9>format

Searching for disks...done

AVAILABLE DISK SELECTIONS:

0. c0t0d0 <SUN18G cyl 7506 alt 2 hd 19 sec 248>

/pci@1f,4000/scsi@3/sd@0,0

1. c1t50020F2300005D22d0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256

> /pci@1f,4000/SUNW,qlc@4/fp@0,0/ssd@w50020f2300005d22,0
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2. c1t50020F2300006099d0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@1f,4000/SUNW,qlc@4/fp@0,0/ssd@w50020f2300006099,0

3. c1t50020F230000651Cd0 <SUN-T300-0116 cyl 34901 alt 2 hd 128 sec 256>

/pci@1f,4000/SUNW,qlc@4/fp@0,0/ssd@w50020f230000651c,0

これらのコード例に示すように、titanのコントローラ 3上のデータディスクは
mimasのコントローラ 1上のデータディスクと同じディスクです。これは、デバ
イス名の最後のコンポーネントであるWorld Wide Nameを調べることによって確
認できます。

メタデータサーバー上で mcfファイルを作成します。

共有ファイルシステムと非共有ファイルシステムの mcfファイルの違いは、共有
ファイルシステムの場合はファイルシステム名の行の「Additional
Parameters」フィールド内に sharedキーワードが存在することだけです。

注 –ファイルシステムがすでに共有ファイルシステムのメタデータサーバーか、また
はいずれかのクライアントホストシステム上で稼働している場合は、共有ファイル
システムに含まれるどのホスト上の既存のファミリセット名または装置番号とも競
合しないファミリセット名と装置番号を選択してください。

次のコード例は、共有ファイルシステムで使用するいくつかのディスクを定義して
いる titanの mcfファイルの一部を示しています。ファイルシステム名の行の
Additional Parametersフィールドに、sharedキーワードがあります。

# Equipment Eq Eq Family Dev Addl

# Identifier Ord Type Set Stat Params

------------ --- ---- ------ ---- ------

sharefs1 10 ma sharefs1 on shared

/dev/dsk/c2t50020F23000065EEd0s6 11 mm sharefs1 on

/dev/dsk/c3t50020F2300005D22d0s6 12 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c3t50020F2300006099d0s6 13 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c3t50020F230000651Cd0s6 14 mr sharefs1 on

高可用ファイルシステムの構成例
Oracle Solaris Clusterソフトウェアは、ノード障害が発生した場合に、高可用性
ファイルシステムを障害が発生したノードから動作しているノードに移動します。

このファイルシステムをホストできるOracle Solaris Cluster環境内の各ノードに
は、mcfファイルが必要です。ファイルシステム構成プロセス中に、mcfファイルの
各行を、メタデータサーバーの mcfファイルからOracle Solaris Cluster環境内のほかの
ノードにコピーします。
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▼ 高可用性ファイルシステムの mcfファイルを作成
する方法

ファイルシステムのための maエントリを追加します。

qfs1ファイルシステムのメタデータを構成するパーティションをリストした mmエン
トリを追加します。

qfs1ファイルシステムのファイルデータを構成するパーティションをリストした一
連の mr、gXXX、または mdエントリを追加します。

scdidadmコマンドを使用して、使用するパーティションを決定できます。

次のコード例は、rawデバイスを使用する高可用性ファイルシステムのための mcf

ファイルエントリを示しています。
#Equipment Eq Eq Family Additional

#Identifier Ord Type Set Parameters

#-------------------- --- ---- ------ ----------

qfs1 1 ma qfs1 on

/dev/global/dsk/d4s0 11 mm qfs1

/dev/global/dsk/d5s0 12 mr qfs1

/dev/global/dsk/d6s0 13 mr qfs1

/dev/global/dsk/d7s0 14 mr qfs1

次のコード例は、Solarisボリュームマネージャーのメタデバイスを使用する高可用
性ファイルシステムのための mcfファイルエントリを示しています。この例で
は、使用される Solarisボリュームマネージャーのメタセットの名前が redであると
仮定しています。

#Equipment Eq Eq Family Additional

#Identifier Ord Type Set Parameters

#-------------------- --- ---- ------ ----------

qfs1 1 ma qfs1 on

/dev/md/red/dsk/d0s0 11 mm qfs1

/dev/md/red/dsk/d1s0 12 mr qfs1

次のコード例は、VxVmデバイスを使用する高可用性ファイルシステムのための mcf

ファイルエントリを示しています。

#Equipment Eq Eq Family Additional

#Identifier Ord Type Set Parameters

#-------------------- --- ---- ------ ----------

qfs1 1 ma qfs1 on

/dev/vx/dsk/oradg/m1 11 mm qfs1

/dev/vx/dsk/oradg/m2 12 mr qfs1
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Oracle Solaris Clusterプラットフォーム上での共有ファイ
ルシステムの構成例

この例では、ashと elmはOracle Solaris Cluster環境内のノードです。ホスト ash

は、メタデータサーバーです。この例の mcfファイルにあるキーワード shared

は、これが共有ファイルシステムであることをシステムに示します。。

▼ Oracle Solaris Cluster環境で共有ファイルシステム
の mcfファイルを作成する方法
メタデータサーバーとして指定するノード上に mcfファイルを作成する必要があり
ます。

scdidadm -Lコマンドを使用して、Oracle Solaris Cluster環境に含まれているデバイスに
関する情報を取得します。

scdidadmコマンドは、DID (デバイス識別名)デバイスを管理します。-Lオプション
を指定すると、Oracle Solaris Cluster環境内のすべてのノード上のものを含むすべて
のDIDデバイスのパスが一覧表示されます。

次のコード例では、RAID-5構成内の StorageTek T3アレイを使用しています。この出
力は、デバイス 4 - 9を使用して共有ファイルシステムのディスクキャッシュを構成
できることを示しています。

ash# scdidadm -L

1 ash:/dev/rdsk/c0t6d0 /dev/did/rdsk/d1

2 ash:/dev/rdsk/c1t1d0 /dev/did/rdsk/d2

3 ash:/dev/rdsk/c1t0d0 /dev/did/rdsk/d3

4 elm:/dev/rdsk/c6t50020F2300004921d1 /dev/did/rdsk/d4

4 ash:/dev/rdsk/c5t50020F2300004921d1 /dev/did/rdsk/d4

5 elm:/dev/rdsk/c6t50020F2300004921d0 /dev/did/rdsk/d5

5 ash:/dev/rdsk/c5t50020F2300004921d0 /dev/did/rdsk/d5

6 elm:/dev/rdsk/c6t50020F23000049CBd1 /dev/did/rdsk/d6

6 ash:/dev/rdsk/c5t50020F23000049CBd1 /dev/did/rdsk/d6

7 elm:/dev/rdsk/c6t50020F23000049CBd0 /dev/did/rdsk/d7

7 ash:/dev/rdsk/c5t50020F23000049CBd0 /dev/did/rdsk/d7

8 elm:/dev/rdsk/c6t50020F23000055A8d0 /dev/did/rdsk/d8

8 ash:/dev/rdsk/c5t50020F23000055A8d0 /dev/did/rdsk/d8

9 elm:/dev/rdsk/c6t50020F23000078F1d0 /dev/did/rdsk/d9

9 ash:/dev/rdsk/c5t50020F23000078F1d0 /dev/did/rdsk/d9

10 elm:/dev/rdsk/c0t6d0 /dev/did/rdsk/d10

11 elm:/dev/rdsk/c1t1d0 /dev/did/rdsk/d11

12 elm:/dev/rdsk/c1t0d0 /dev/did/rdsk/d12
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scdidadm - Lコマンドからの出力を使用し、formatコマンドを使用して Oracle Solaris
Cluster環境内のデバイスの情報を表示します。
次のコード例は、すべての /dev/didデバイスからの formatコマンドの出力を示して
います。この情報は、mcfファイルを構築するときに必要になります。
ash# format /dev/did/rdsk/d4s2

selecting /dev/did/rdsk/d4s2

Primary label contents:

Volume name = < >

ascii name = <SUN-T300-0118 cyl 34530 alt 2 hd 64 sec 32>

pcyl = 34532

ncyl = 34530

acyl = 2

nhead = 64

nsect = 32

Part Tag Flag Cylinders Size Blocks

0 usr wm 0 - 17264 16.86GB (17265/0/0) 35358720

1 usr wm 17265 - 34529 16.86GB (17265/0/0) 35358720

2 backup wu 0 - 34529 33.72GB (34530/0/0) 70717440

3 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

4 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

5 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

6 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

7 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

ash# format /dev/did/rdsk/d5s2

selecting /dev/did/rdsk/d5s2

Volume name = < >

ascii name = <SUN-T300-0118 cyl 34530 alt 2 hd 192 sec 64>

pcyl = 34532

ncyl = 34530

acyl = 2

nhead = 192

nsect = 64

Part Tag Flag Cylinders Size Blocks

0 usr wm 0 - 17264 101.16GB (17265/0/0) 212152320

1 usr wm 17265 - 34529 101.16GB (17265/0/0) 212152320

2 backup wu 0 - 34529 202.32GB (34530/0/0) 424304640

3 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

4 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

5 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

6 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

7 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

ash# format /dev/did/rdsk/d6s2

selecting /dev/did/rdsk/d6s2

Volume name = < >

ascii name = <SUN-T300-0118 cyl 34530 alt 2 hd 64 sec 32>

pcyl = 34532

ncyl = 34530

acyl = 2

nhead = 64

nsect = 32

Part Tag Flag Cylinders Size Blocks

2
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0 usr wm 0 - 17264 16.86GB (17265/0/0) 35358720

1 usr wm 17265 - 34529 16.86GB (17265/0/0) 35358720

2 backup wu 0 - 34529 33.72GB (34530/0/0) 70717440

3 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

4 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

5 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

6 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

7 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

ash# format /dev/did/rdsk/d7s2

selecting /dev/did/rdsk/d7s2

Volume name = < >

ascii name = <SUN-T300-0118 cyl 34530 alt 2 hd 192 sec 64>

pcyl = 34532

ncyl = 34530

acyl = 2

nhead = 192

nsect = 64

Part Tag Flag Cylinders Size Blocks

0 usr wm 0 - 17264 101.16GB (17265/0/0) 212152320

1 usr wm 17265 - 34529 101.16GB (17265/0/0) 212152320

2 backup wu 0 - 34529 202.32GB (34530/0/0) 424304640

3 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

4 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

5 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

6 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

7 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

ash# format /dev/did/rdsk/d8s2

selecting /dev/did/rdsk/d8s2

Volume name = < >

ascii name = <SUN-T300-0118 cyl 34530 alt 2 hd 128 sec 128>

pcyl = 34532

ncyl = 34530

acyl = 2

nhead = 128

nsect = 128

Part Tag Flag Cylinders Size Blocks

0 usr wm 0 - 17264 134.88GB (17265/0/0) 282869760

1 usr wm 17265 - 34529 134.88GB (17265/0/0) 282869760

2 backup wm 0 - 34529 269.77GB (34530/0/0) 565739520

3 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

4 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

5 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

6 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

7 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

ash# format /dev/did/rdsk/d9s2

selecting /dev/did/rdsk/d9s2

Volume name = < >

ascii name = <SUN-T300-0118 cyl 34530 alt 2 hd 128 sec 128>

pcyl = 34532

ncyl = 34530

acyl = 2
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nhead = 128

nsect = 128

Part Tag Flag Cylinders Size Blocks

0 usr wm 0 - 17264 134.88GB (17265/0/0) 282869760

1 usr wm 17265 - 34529 134.88GB (17265/0/0) 282869760

2 backup wu 0 - 34529 269.77GB (34530/0/0) 565739520

3 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

4 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

5 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

6 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

7 unassigned wu 0 0 (0/0/0) 0

formatコマンドではデバイス上の空きスペースが表示されますが、ディスクがミ
ラー化またはストライプ化されているかどうかは示されません。このコード例の
formatコマンドの出力では、次のコード例に示されている mcfファイルの作成中に
使用される次の情報が明らかにされます:
■ デバイス d4s0および d6s0についての出力は、それぞれ 16.86Gバイトを示してい
ます。これらのデバイスには、mcfファイル内で、それぞれ装置番号 501および
502が割り当てられています。これらは、メタデータスライスに使用するのに適
したサイズです。

■ デバイス d8s0および d9s0についての出力は、それぞれ 134.88Gバイトを示してい
ます。これらのデバイスには、mcfファイル内で、それぞれ装置番号 503および
504が割り当てられています。これらは、データの格納に使用されるのに適した
サイズです。

ファイルシステムのための maエントリを追加します。
「Additional Parameters」フィールド内に sharedキーワードを含めます。

qfs1ファイルシステムのメタデータを構成するパーティションをリストした mmエン
トリを追加します。
ファイルシステムの mmデバイスをミラー化された (RAID-1)ディスク上に配置しま
す。mm装置は、ファイルシステム全体に割り当てられている容量の約 10%を占める
必要があります。

qfs1ファイルシステムのファイルデータを構成するパーティションをリストした一
連の mrエントリを追加します。
次のコード例は、結果として得られる mcfファイルを示しています。
#Equipment Eq Eq Family Additional

#Identifier Ord Type Set Parameters

#-------------------- --- ---- ------ ----------

#

# Family Set sqfs1 (shared FS for SunCluster)

#

sqfs1 500 ma sqfs1 shared

sqfs1 500 ma sqfs1 shared

/dev/did/dsk/d4s0 501 mm sqfs1 -

/dev/did/dsk/d6s0 502 mm sqfs1 -

/dev/did/dsk/d8s0 503 mr sqfs1 -

/dev/did/dsk/d9s0 504 mr sqfs1 -

3

4

5
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ファイルシステムの構成

この章では、アーカイブファイルシステムまたはスタンドアロンファイルシステム
の構成について説明します。共有ファイルシステムの構成については、第 5章「共
有ファイルシステムの構成」を参照してください。

mcfファイルの機能
/etc/opt/SUNWsamfs/mcfにあるマスター構成ファイル (mcf)には、Sun QFSソフト
ウェアや SAM-QFSソフトウェアによって制御または使用されるすべてのデバイスが
記述されています。システム構成時にこのASCIIファイルを作成するときに、各デ
バイスの属性を宣言し、各ファイルシステム内のデバイスをファミリセットにグ
ループ化します。

mcfファイルには、ファイルシステムがRAIDやディスクデバイスを識別してファイ
ルシステムに構成するために必要な情報が含まれています。また、ファイルシステ
ムに組み込まれる各自動ライブラリまたは装置のエントリも含まれます。mcfファイ
ルのサンプルは、/opt/SUNWsamfs/examples/mcfにあります。

mcfファイルの詳細は、第 2章「マスター構成ファイルについて」および mcf(4)のマ
ニュアルページを参照してください。

ファイルシステムの初期化
新しいファイルシステムを作成するか、または古いファイルシステムや破損した
ファイルシステムを置き換えるには、sammkfs(1M)コマンドを使用してファイルシス
テムを初期化します。sammkfsコマンドは、ファイルシステムを構築して初期化しま
す。
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注 – Sun QFS 5.0から、sammkfsコマンドでは、新機能を備えているが、以前のリ
リースとは互換性のないバージョン 2Aのファイルシステムが作成されます。以前の
リリースと下位互換性があるバージョン 2のファイルシステムを作成するに
は、sammkfs - Pの形式を使用してください。DAU設定を指定するには、sammkfs - a

allocation-unitオプションを使用します。

次の samfsinfoコマンドの出力は、samfs1ファイルシステムでバージョン 2の
スーパーブロックが使用されていることを示しています。

# samfsinfo samfs1

name: samfs1 version: 2

time: Wed Feb 21 13:32:18 1996

count: 1

capacity: 001240a0 DAU: 16

space: 000d8ea0

ord eq capacity space device

0 10 001240a0 000d8ea0 /dev/dsk/c1t1d0s0

次の例は、引数としてファイルシステム名のみが指定された、もっとも単純な形式
の sammkfsコマンドを示しています。このコマンドは、スタンドアロンの Sun QFSま
たは SAM-QFSファイルシステムのためのバージョン 2Aのスーパーブロックを構築
します。

# sammkfs samqfs1

sammkfsコマンド、そのオプション、およびバージョン 2と 2Aのスーパーブロック
の影響の詳細は、sammkfs(1M)のマニュアルページを参照してください。sammkfsコ
マンドを使用した共有 Sun QFSファイルシステムの初期化については、第 5章「共有
ファイルシステムの構成」を参照してください。

構成例
このセクションでは構成例を示し、サーバー上での mcfファイルの設定に関連する
さまざまな手順および判断について説明します。

すべての構成例で、自動ライブラリだけでなく、その他のリムーバブルメディアデ
バイスも定義されているために、実質的にファイルシステムがディスク
キャッシュのサイズを超えて拡張されている可能性があることに注意してくださ
い。リムーバブルメディア装置の構成は、1つの例だけに示しています。リムーバブ
ルメディアデバイスの構成については、『Sun Storage Archive Manager 5.3構成および
管理ガイド』の第 2章「アーカイブ用のストレージデバイスの構成」を参照してく
ださい。

構成サンプルでは、ファイルシステムがシステムに読み込まれていることと、すべ
てのファイルシステムがマウントを解除されていることが前提になっています。

構成例
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▼ ラウンドロビン式ディスク構成を作成する方法
この構成例は、メタデータを低遅延ディスクに分離する Sun QFSファイルシステム
を示しています。ラウンドロビン式割り当てが 4つのパーティションで使用されま
す。各ディスクは別のコントローラにあります。

この手順では、次のように仮定しています。

■ メタデータデバイスは、コントローラ 5上で使用される 1つのパーティション
(s6)であり、このデバイスの論理ユニット番号 (LUN) 0は装置番号 11として指定
されます。

■ データ装置は、4つのコントローラに接続された 4つのディスクで構成されま
す。

次のコード例に示すように、mcfファイルを作成します。
# Sun QFS disk cache configuration

# Round-robin mcf example

# Equipment Eq Eq Fam. Dev Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- -- ------ ------ ------------------

qfs1 1 ma qfs1

/dev/dsk/c5t0d0s6 11 mm qfs1 on

/dev/dsk/c1t1d0s6 12 mr qfs1 on

/dev/dsk/c2t1d0s6 13 mr qfs1 on

/dev/dsk/c3t1d0s6 14 mr qfs1 on

/dev/dsk/c4t1d0s6 15 mr qfs1 on

/qfs1ファイルシステムの /qfsマウントポイントを作成します。
# mkdir /qfs

sammkfsコマンドを使用してファイルシステムを初期化します。

次の例では、デフォルトの 64KバイトDAUを使用しています。
# sammkfs qfs1

/etc/vfstabファイルを変更します。

mrデータデバイスを含む Sun QFSファイルシステムでは、デフォルトとしてストラ
イプ化割り当てが使用されるため、ラウンドロビン式割り当てには stripe=0を設定
する必要があります。ファイルシステムに対してラウンドロビンを明示的に設定す
るには、次のように stripe=0と設定します。

qfs1 - /qfs samfs - yes stripe=0

ファイルシステムをマウントします。
# mount /qfs

1
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▼ ストライプ化ディスク構成を作成する方法
この構成例では、デフォルトでファイルデータが 4つのデータパーティションにス
トライプ化されています。

この手順では、次のように仮定しています。

■ メタデータ装置は、コントローラ 0 (LUN 1)で使用される単一パーティション (s6)
である。メタデータは、装置番号 11にのみ書き込まれます。

■ データ装置は、4つのコントローラに接続された 4つのディスクで構成されま
す。各ディスクは別のコントローラにあります。

次のコード例に示すように、mcfファイルを作成します。
# Sun QFS disk cache configuration

# Striped Disk mcf example

# Equipment Eq Eq Fam. Dev. Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

#----------- --- -- ------ ------ ------------------

qfs1 10 ma qfs1

/dev/dsk/c0t1d0s6 11 mm qfs1 on

/dev/dsk/c1t1d0s6 12 mr qfs1 on

/dev/dsk/c2t1d0s6 13 mr qfs1 on

/dev/dsk/c3t1d0s6 14 mr qfs1 on

/dev/dsk/c4t1d0s6 15 mr qfs1 on

/qfs1ファイルシステムの /qfsマウントポイントを作成します。
# mkdir /qfs

sammkfsコマンドを使用してファイルシステムを初期化します。

デフォルトのDAUは 64Kバイトですが、次の例ではDAUのサイズを 128Kバイトに
設定しています。

# sammkfs -a 128 qfs1

この構成では、このファイルシステムに書き込まれるすべてのファイルは、128Kバ
イトとしてすべての装置上にストライプ化されます。

/etc/vfstabファイルを変更します。

Sun QFSファイルシステムでは、デフォルトでストライプ化割り当てが使用されま
す。この例では、デフォルトの stripe=1をストライプ幅に設定しています。次の設
定では、4つのすべての mr装置すべてに、1 DAUのストライプ幅でデータがストラ
イプ化されます。

qfs1 - /qfs samfs - yes stripe=1

ファイルシステムをマウントします。
# mount /qfs
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▼ ストライプ化グループ構成を作成する方法
ストライプ化グループを使用すると、大容量ファイルに対応できるようにRAID装置
をグループ化できます。DAUは、ビットマップ内の 1ビットで表されます。ストラ
イプ化グループに n台のデバイスが存在する場合は、nにDAUを掛けた値が最小の
割り当てになります。n × DAUを表すために、ビットマップ内の 1ビットのみが使用
されます。

ストライプ化グループで割り当てられる最小ディスク容量は、次のとおりです。

割り当てられる最小ディスクスペース = DAU ×グループ内のディスクの数

注 –データの 1バイトの書き込みは、ストライプ化グループに割り当てられた最小
ディスク容量全体を満たします。ストライプ化グループの使用は、特定のアプリ
ケーションに限られます。ファイルシステムでストライプ化グループを使用する場
合は、その影響を理解していることが重要です。

ストライプ幅の合計に装置数を乗じた値よりも小さなファイル (この例では 128Kバ
イト x 4ディスク = 512Kバイト未満のサイズのファイル)でも、512Kバイトのディス
ク領域が使用されます。512Kバイトを超えるファイルには、必要に応じて合計 512K
バイト単位で領域が割り当てられます。

ストライプ化グループの装置は、同じサイズである必要があります。デバイスを追
加してストライプ化グループのサイズを増やすことはできません。ただ
し、samgrowfsコマンドを使用して、ストライプ化グループを追加することは可能で
す。詳細は、samgrowfs(1M)のマニュアルページを参照してください。

この構成例は、メタデータを低遅延ディスクに分離する Sun QFSファイルシステム
を示しています。2つのストライプ化グループが 4つのドライブに設定されていま
す。

この手順では、次のように仮定しています。

■ メタデータ装置は、コントローラ 0 (LUN 1)で使用される単一パーティション (s6)
である。

■ データ装置は、4つのコントローラに接続している 4つのディスク (2つの同じ
ディスクから構成される 2つのグループ)で構成されます。各ディスクは、別の
LUNにあります。パーティション 6がディスク全体を占有する仮定され、ディス
ク全体がデータ格納のために使用されます。

次のコード例に示すように、mcfファイルを作成します。
# Sun QFS disk cache configuration

# Striped Groups mcf example

# Equipment Eq Eq Fam. Dev. Additional

# Identifier Ord Type Set State Parameters

1
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#----------- --- -- ------ ------ ------------------

qfs1 10 ma qfs1

/dev/dsk/c0t1d0s6 11 mm qfs1 on

/dev/dsk/c1t1d0s6 12 g0 qfs1 on

/dev/dsk/c2t1d0s6 13 g0 qfs1 on

/dev/dsk/c3t1d0s6 14 g1 qfs1 on

/dev/dsk/c4t1d0s6 15 g1 qfs1 on

/qfs1ファイルシステムの /qfsマウントポイントを作成します。
# mkdir /qfs

sammkfsコマンドを使用してファイルシステムを初期化します。

次の例では、DAUサイズを 128Kバイトに設定しています。
# sammkfs -a 128 qfs1

/etc/vfstabファイルを変更します。

次の例では、stripe=0のデフォルト設定を使用しています。これによって実質的
に、ストライプ化グループ g0からストライプ化グループ g1までのラウンドロビン式
割り当てが指定されます。
qfs1 - /qfs samfs - yes stripe=0

この /etc/vfstabファイルでは、stripe=オプションを使用してストライプ幅が設定
されます。この例には、g0と g1の 2つのストライプ化グループがありま
す。stripe=0と指定されているので、ファイルは 2つのストライプ化グループにラ
ウンドロビン方式で書き込まれます。

注 –ストライプ化グループが作成されたあとにその構成を変更するには、別の
sammkfsコマンドを発行する必要があります。

ファイルシステムをマウントします。
# mount /qfs
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共有ファイルシステムの構成

この章では、共有される Sun QFSファイルシステムの構成について説明します。

Oracle Solaris Cluster環境での共有ファイルシステムの構成については、『Using Sun
QFS and Sun Storage Archive Manager with Oracle Solaris Cluster』の第 4章「Configuring
Sun QFS Shared File Systems With Oracle Solaris Cluster」を参照してください。

NFSでの共有QFSの使用

注 – NFS v4を使用している場合は、共有QFSを使用する前に、委任を無効にする必要
があります。

Oracle Solaris 10上の SAM-QFS 5.0からは、ブート時のファイルシステムのマウントを
管理するためにサービス管理機能 (SMF)が使用されます。ファイルシステムでNFS
が使用されている場合は、NFSと共有QFSを構成するときの正確な順序が重要で
す。次の手順に従わないと、共有QFSマウントまたはNFS共有のどちらかが成功
し、もう一方は失敗します。

▼ 共有される Sun QFSをNFSとともに構成する方法
既存のNFS構成をファイルにエクスポートします。

次の例では、この構成をファイル /var/tmp/server.xmlにエクスポートしています。

# svccfg export /network/nfs/server > /var/tmp/server.xml
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エクスポートされたファイルで、ローカルファイルシステムの依存関係のあと
に、QFSファイルシステムをNFS共有の前にマウントするための依存関係を追加しま
す。
次に例を示します。
<!--

Must have QFS filesystems mounted before sharing them

-->

<dependency name=’qfs’

grouping=’require_all’

restart_on=’error’

type=’service’>

<service_fmri value=’svc:/network/qfs/shared-mount:default’/>

</dependency>

ファイルに加えた変更を検証します。
# svccfg validate /var/tmp/server.xml

NFSを無効にします。
# svcadm disable nfs/server

既存のNFSサーバー構成を削除します。
# svccfg delete nfs/server

編集したファイルを SMFにインポートします。
# svccfg import /var/tmp/server.xml

NFSを有効にします。
NFSは、更新されたファイルを使用し、Sun QFSの依存関係情報を読み取ります。
# svcadm enable nfs/server

依存関係が適用されていることを確認します。
# svcs -d svc:/network/nfs/server:default

共有ファイルシステムのマウントとマウント解除
共有ファイルシステムをマウントまたはマウント解除するときは、メタデータ
サーバーとクライアントをマウントまたはマウント解除する順序が重要です。

フェイルオーバーを行うため、メタデータサーバーとすべての潜在的なメタデータ
サーバーでマウントオプションは同じにしておく必要があります。たとえば、マウ
ントオプションを含む samfs.cmdファイルを作成し、そのファイルをすべてのホスト
にコピーすることができます。

共有ファイルシステムのマウントの詳細は、第 12章「共有ファイルシステムでのマ
ウントオプション」および mount_samfs(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。
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▼ 共有ファイルシステムをマウントする方法

メタデータサーバーおよびすべてのクライアントホストで、スーパーユーザーにな
ります。

メタデータサーバーをマウントします。

ファイルシステムをいずれかのクライアントホスト上にマウントする前に、その
ファイルシステムをメタデータサーバー上にマウントします。次に例を示します。
# mount -F samfs qfs1 /qfs -o shared

ヒント – /etc/vfstabにマウント情報が含まれている場合は、次のより簡単なコマン
ドを使用できます:

# mount qfs1

/etc/vfstabファイルおよびその他のマウントオプションについては、『Sun QFSお
よび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』の第 8章「マウントパラ
メータの設定とファイルシステム環境の初期化」を参照してください。

クライアントホストをマウントします。

クライアントホストには、任意の順序でファイルシステムをマウントできます。詳
細は、mount(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ 共有ファイルシステムのマウントを解除する方法

注 –ファイルシステムがNFSまたは SAMBAで共有されている場合は、マウントを解
除する前に、そのファイルシステムの共有を解除します。

参加しているすべてのクライアントホスト上でファイルシステムのマウントを解除
します。

次に例を示します。
client# umount /samqfs

必要に応じて、umountコマンドの -fオプションを使用して、ファイルシステムを強
制的にマウント解除します。

注 –メタデータサーバー上にファイルシステムがマウントされていない場合は、共有
クライアントの強制的なマウント解除が完了しないことがあります。
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マウント解除手順の詳細は、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インス
トールガイド』の「ファイルシステムのマウント解除」および umount(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

また、umountコマンドの -o await_clients#フラグを使用して、クライアントがマウ
ント解除するまでマウント解除プロセスで指定秒数 (#)待つようにすることもできま
す。待機期間が終わると、またはすべてのクライアントがマウント解除を完了する
と同時に、マウント解除が進行します。この引数を非共有ファイルシステムに指定
した場合、またはホストが共有ファイルシステムのメタデータサーバーでない場
合、オプションは無視されます。

このフラグは、-fオプションと一緒に使用することもできます。その場合、ソフト
ウェアはマウント解除を強制する前に、指定された時間だけ待機します。

メタデータサーバー上でファイルシステムのマウントを解除します。
metaserver# umount /samqfs

マウント解除時、umountコマンドの 2回目の発行が必要になるいくつかの条件が
ファイルシステムに存在することがあります。

注 –それでもファイルシステムがマウント解除されない場合は、unshare、fuser、ま
たは別のコマンドを umountコマンドと組み合わせて使用してください。

マウント解除手順の詳細は、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インス
トールガイド』の「ファイルシステムのマウント解除」および umount(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

クライアントホストの追加または削除
このセクションでは、クライアントホストシステムを共有ファイルシステムに追加
したり、削除したりするための手順について説明します。

▼ クライアントホストを共有ファイルシステムに追
加する方法
すべての参加ホストでファイルシステムの構成とマウントが終了すると、共有
ファイルシステムにクライアントホストを追加できます。

メタデータサーバーでスーパーユーザーになります。

samsharefsコマンドを使用して現在の共有ファイルシステム情報を取得し、それを
編集可能なファイルに書き込みます。
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■ 共有ファイルシステムがマウントされている場合は、現在のメタデータ
サーバー上で samsharefsコマンドを発行します。次に例を示します。

# samsharefs sharefs1 > /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

■ 共有ファイルシステムがマウントされていない場合は、メタデータサーバーまた
はいずれかの潜在的なメタデータサーバーから、-Rオプションを指定して
samsharefsコマンドを発行します。次に例を示します。

# samsharefs -R sharefs1 > /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

samsharefsコマンドは、アクティブなメタデータサーバーか、または潜在的なメ
タデータサーバーとして構成されたクライアントホスト上でのみ発行できま
す。詳細は、samsharefs(1M)のマニュアルページを参照してください。

共有ファイルシステム情報のファイルを開きます。

次に例を示します。

# vi /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# File /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# Host Host IP Server Not Server

# Name Addresses Priority Used Host

# ---- -------------------------------- -------- ---- -----

titan 172.16.0.129 1 - server

tethys 172.16.0.130 2 -

mimas mimas - -

dione dione - -

新しいクライアントホストのための行を追加します。

次のコード例は、heleneという名前のホストのための行が最終行として追加された
あとのファイルを示しています。

# File /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# Host Host IP Server Not Server

# Name Addresses Priority Used Host

# ---- --------------- -------- ---- -----

titan 172.16.0.129 1 - server

tethys 172.16.0.130 2 -

mimas mimas - -

dione dione - -

helene helene - -

samsharefsコマンドを使用して、バイナリファイル内の現在の情報を更新します。

このコマンドで使用するオプションや、このコマンドが発行されるシステムは、Sun
QFS共有ファイルシステムがマウントされているかどうかによって次のように異な
ります:

■ ファイルシステムがマウントされている場合は、現在のメタデータサーバーから
samsharefs -uコマンドを発行します。次に例を示します。

# samsharefs -u sharefs1
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■ ファイルシステムがマウントされていない場合は、アクティブなメタデータ
サーバーまたはいずれかの潜在的なメタデータサーバーから samsharefs -R -uコ
マンドを発行します。次に例を示します。

# samsharefs -R -u sharefs1

クライアントホスト heleneが認識されるようになりました。

スーパーユーザーで、追加するクライアントホストにログインします。

formatコマンドを使用して、クライアントホストディスクの存在を確認します。

クライアントホスト上の mcfファイルを更新します。

ホストシステムから共有ファイルシステムへのアクセス、または共有ファイルシス
テムのマウントを実行できるようにするには、前もってその共有ファイルシステム
を mcfファイルの中で定義してください。mcfファイルを、共有ファイルシステム内
のすべてのクライアントホストに一致するように更新する必要があります。ファイ
ルシステムとディスクの宣言情報の「Family Set Name」、「Equipment Number」、お
よび「Equipment Type」フィールドには、メタデータサーバー上の構成と同じデータ
が含まれている必要があります。クライアントホスト上の mcfファイルにも shared
キーワードを組み込んでください。ただし、コントローラの割り当てがホストごと
に異なることがあるため、装置名を変更できます。

詳細は、82ページの「共有ファイルシステム環境での mcfファイルの更新」を参照
してください。

メタデータサーバーホスト上で samd configコマンドを発行することに
よって、sam-fsdデーモンに構成の変更を通知します。
# samd config

(省略可能)新しいクライアントホストにローカルホスト構成ファイルを作成します。

Sun QFS共有ホストシステムに複数のホストインタフェースがある場合は、この手順
を実行するとよいでしょう。ローカルホストの構成ファイルでは、ファイルシステ
ムのアクセス時にメタデータサーバーとクライアントホストで使用できるホストイ
ンタフェースを定義します。このファイルを使用して、環境内の共有ネットワーク
とプライベートネットワークにおけるファイルシステムのトラフィックを指定しま
す。

ローカルホストファイルの作成については、84ページの「ローカルホストの構成
ファイルの作成」を参照してください。

このファイルを作成した場合は、クライアントホスト上で samd configコマンドを使
用して、sam-fsdデーモンに構成の変更を通知します。

# samd config

6

7

8

9

10

クライアントホストの追加または削除

Sun QFS File System 5.3構成および管理ガイド • 2012年 6月78



このファイルシステムで、sam-sharefsdデーモンが動作していることを確認しま
す。

次のコード例に示すように、psおよび grepコマンドを使用します。

# ps -ef | grep sam-sharefsd

root 26167 26158 0 18:35:20 ? 0:00 sam-sharefsd sharefs1

root 27808 27018 0 10:48:46 pts/21 0:00 grep sam-sharefsd

上のコード例は、sam-sharefsdデーモンが sharefs1ファイルシステムに対してアク
ティブであることを示しています。

新しい Sun QFS共有ファイルシステムにまだマウントポイントが存在しない場合
は、マウントポイントのためのディレクトリを作成します。

次に例を示します。

# mkdir /sharefs1

マウントポイントに 755のアクセス権セットを与えます。

次に例を示します。

# chmod 755 /sharefs1

これらのアクセス権は、すべての参加ホスト上で同じである必要があります。マウ
ントされたあとのファイルシステムを使用するには、ユーザーがマウントポイント
に対する実行権を持っている必要があるため、初期のアクセス権セットとして 755

が推奨されます。ファイルシステムをマウントしたあと、rootディレクトリのアク
セス権によってこの設定がオーバーライドされます。

/etc/vfstabファイルを変更します。

/etc/vfstabファイル内に Sun QFS共有ファイルシステムのエントリが存在する必要
があります。「Mount Parameters」フィールドに sharedを指定します。さらに、次の
いずれかを実行します。

■ 起動時にこのシステムがマウントされないようにする場合は、Mt@bootフィール
ドに noと入力します。

■ ブート時に Sun QFS共有ファイルシステムが自動的にマウントされるようにする
場合は、次の手順を実行します:

a. Mt@bootフィールドに yesと入力する。

b. Mt paramsフィールドに bgマウントオプションを追加する。

bgマウントオプションを使用すると、メタデータサーバーが応答しない場合
に、ファイルシステムがバックグラウンドでマウントされます。
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次のコード例は、「Mt params」フィールド内の sharedおよび bgエントリを示してい
ます。

# File /etc/vfstab

# FS name FS to fsck Mnt pt FS type fsck Mt@boot Mt params

# pass

sharefs1 - /sharefs1 samfs - yes shared,bg

メタデータサーバー上にファイルシステムがマウントされていることを確認しま
す。
# df -k

ファイルシステムが、表示されたリストに含まれているはずです。

クライアントホストから、Sun QFS共有ファイルシステムをマウントします。

次に例を示します。

# mount /sharefs1

Sun QFS共有ファイルシステムのマウントの詳細は、第 12章「共有ファイルシステ
ムでのマウントオプション」を参照するか、または mount_samfs(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

▼ 共有ファイルシステムからクライアントホストを
削除する方法

メタデータサーバーおよびすべてのクライアントホストで、スーパーユーザーにな
ります。

注 – samsharefsコマンドを使用すると、メタデータサーバーまたはクライアントホス
トにログインしていることを確認できます。

共有ファイルシステムがマウントされている各クライアントホスト上で共有ファイ
ルシステムのマウントを解除します。

次に例を示します。

client# umount sharefs1

メタデータサーバー上で共有ファイルシステムのマウントを解除します。

次に例を示します。

metaserver# umount sharefs1
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samsharefsコマンドを使用して、現在の構成情報を取得します。

次のコマンド例では、現在の構成情報をファイル
/etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1に書き込みます。

# samsharefs -R sharefs1 > /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

共有ファイルシステム情報のファイルを開きます。

次のコード例は、クライアントホストが削除される前のファイルを示しています。

# vi /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# File /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# Host Host IP Server Not Server

# Name Addresses Priority Used Host

# ---- ------------ -------- ---- -----

titan 172.16.0.129 1 - server

tethys 172.16.0.130 2 -

mimas mimas - -

dione dione - -

helene helene - -

ファイルで、サポートされなくなった (1つまたは複数の)クライアントホストを削除
します。

次のコード例は、heleneのための行が削除されたあとのファイルを示しています。

# File /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# Host Host IP Server Not Server

# Name Addresses Priority Used Host

# ---- -------------- -------- ---- -----

titan 172.16.0.129 1 - server

tethys 172.16.0.130 2 -

mimas mimas - -

dione dione - -

samsharefs -R - uコマンドを使用して、現在のホスト情報を更新します。

次に例を示します。

# samsharefs -R -u sharefs1

ホスト heleneが削除されました。

samsharefs -Rコマンドを使用して、現在の構成を表示します。

次に例を示します。

# samsharefs -R sharefs1

共有ファイルシステムを、最初にメタデータサーバー上に、次にファイルシステム
内の各クライアントホスト上にマウントします。

詳細は、mount_samfs(1M)のマニュアルページを参照してください。
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共有ファイルシステム環境でのmcfファイルの更
新
samfsconfigコマンドは、共有ファイルシステムに含まれているデバイスを識別する
のに役立つ構成情報を生成します。そのあと、この情報を使用して各クライアント
ホストの mcfファイルを更新できます。

各クライアントホスト上で個別の samfsconfigコマンドを発行します。コントローラ
の番号は各クライアントホストによって割り当てられるため、メタデータ
サーバーと異なるコントローラの番号になる場合があることに注意してください。

注 – Sun QFS共有ファイルシステムがマウントされたあとにメタデータサーバーの
mcfファイルを更新する場合は、その共有ファイルシステムにアクセスできるすべて
のホスト上の mcfファイルを必ず更新してください。

例 5–1 tethysに対する samfsconfigコマンドの例

次の例は、クライアント tethys上のファミリセット sharefs1のデバイス情報を取得
するために使用されている samfsconfigコマンドを示しています。tethysは潜在的な
メタデータサーバーのため、共有ファイルシステム内のもう 1つのメタデータ
サーバーである titanと同じメタデータディスクに接続されています。

tethys# samfsconfig /dev/dsk/*

#

# Family Set &rdquo;sharefs1&rsquo; Created Wed Jun 27 19:33:50 2003

#

sharefs1 10 ma sharefs1 on shared

/dev/dsk/c2t50020F23000065EEd0s6 11 mm sharefs1 on

/dev/dsk/c7t50020F2300005D22d0s6 12 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c7t50020F2300006099d0s6 13 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c7t50020F230000651Cd0s6 14 mr sharefs1 on

samfsconfigコマンドからの出力の最後の 5行をクライアントホスト tethys上の mcf

ファイルにコピーします。次を確認します:

■ 各Device Stateフィールドが onに設定されていること。
■ sharedキーワードが、ファイルシステム名のAdditional Parametersフィールドに
指定されていること。

次の例は、結果として得られる mcfファイルを示しています。

例 5–2 sharefs1のクライアントホスト tethysの mcfファイル

# Equipment Eq Eq Family Dev Add

# Identifier Ord Type Set State Params

# ---------- --- ---- ------ ----- ------

sharefs1 10 ma sharefs1 on shared

/dev/dsk/c2t50020F23000065EEd0s6 11 mm sharefs1 on
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例 5–2 sharefs1のクライアントホスト tethysの mcfファイル (続き)

/dev/dsk/c7t50020F2300005D22d0s6 12 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c7t50020F2300006099d0s6 13 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c7t50020F230000651Cd0s6 14 mr sharefs1 on

例 5–3 mimasに対する samfsconfigコマンドの例

次の例は、クライアントホスト mimas上のファミリセット sharefs1のデバイス情報
を取得するために使用されている samfsconfigコマンドを示しています。この例で
は、mimasはメタデータサーバーになることがないため、メタデータディスクに接続
されていません。

mimas# samfsconfig /dev/dsk/*

#

# Family Set "sharefs1" Created Wed Jun 27 19:33:50 2001

#

# Missing slices

# Ordinal 0

# /dev/dsk/c1t50020F2300005D22d0s6 12 mr sharefs1 on

# /dev/dsk/c1t50020F2300006099d0s6 13 mr sharefs1 on

# /dev/dsk/c1t50020F230000651Cd0s6 14 mr sharefs1 on

mimasに対する samfsconfigコマンドからの出力で、Ordinal 0 (メタデータディスク)
が存在しないことに注意してください。存在しないデバイスに対して、samfsconfig

プロセスはファイルシステムの要素をコメントアウトし、ファイルシステムの
ファミリセット宣言行を省略します。mcfファイルに対して次の編集を行います:

■ クライアントホスト mimasの mcfファイル内に、sharefs1で始まるファイルシス
テムのファミリセット宣言行を作成します。ファイルシステムの「Family Set」宣
言行の「Additional Parameters」フィールド内に sharedキーワードを入力します。

■ 存在しない装置番号エントリごとに、1つまたは複数の nodev行を作成しま
す。これらの行では、アクセスできない装置の「Equipment Identifier」フィール
ドに nodevキーワードを指定する必要があります。

■ 各「Device State」フィールドが onに設定されていることを確認します。
■ デバイス行のコメントを解除する

次の例は、結果として得られる mimasの mcfファイルを示しています。

例 5–4 クライアントホストmimasの mcfファイル

# The mcf File For mimas

# Equipment Eq Eq Family Device Addl

# Identifier Ord Type Set State Params

------------ --- ---- --- ----- ------

sharefs1 10 ma sharefs1 on shared

nodev 11 mm sharefs1 on

/dev/dsk/c1t50020F2300005D22d0s6 12 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c1t50020F2300006099d0s6 13 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c1t50020F230000651Cd0s6 14 mr sharefs1 on
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ローカルホストの構成ファイルの作成
ローカルホストの構成ファイルは次の場所に常駐する必要があります。

/etc/opt/SUNWsamfs/hosts._family-set-name_.local

コメント行は、ハッシュ文字 (#)で始まる必要があります。ハッシュ文字の右側にあ
る文字は無視されます。

次の表は、ローカルホスト構成ファイル内のフィールドを示しています。

表 5–1 ローカルホストの構成ファイルのフィールド

フィールド 内容

Host Name このフィールドには、Sun QFS共有ファイルシステムの一部であるメタ
データサーバーまたは潜在的なメタデータサーバーの英数字の名前が含ま
れている必要があります。

Host Interfaces このフィールドには、ホストインタフェースアドレスをコンマで区切って
指定します。ifconfig -aコマンドからの出力を使用します。次のどれか
の方法で個々のインタフェースを指定できます。
■ ドット付き 10進数 (dotted-decimal)の IPアドレス形式

■ IP version 6の 16進数のアドレス形式

■ ローカルのドメイン名サービス (DNS)が特定のホストインタフェース
に対してに解決処理するシンボリック名

各ホストは、ホストが指定のホストインタフェースに接続をしようとする
かどうかを、このフィールドを使用して決定します。システムはアドレス
を左から右の順に評価し、リスト内の最初に応答したアドレスを使用して
接続されます (このアドレスは共有ホストファイルにも含まれます)。

共有ファイルシステムでは、各クライアントホストは、メタデータサーバーの IPア
ドレスのリストをメタデータサーバーホストから取得します。

注 –「ネットワーククライアント」などで使用される「クライアント」は、クライア
ントホストとメタデータサーバーホストの両方を指すために使用されます。

メタデータサーバーとクライアントホストは、メタデータサーバー上の
/etc/opt/SUNWsamfs/hosts.fsnameファイルと各クライアントホスト上の
hosts.fsname.localファイル (存在する場合)の両方を使用して、ファイルシステム
にアクセスするときに使用するホストインタフェースを決定します。このプロセス
は、次のとおりです。

1. クライアントは、メタデータサーバーホストの IPインタフェースのリストを
ファイルシステムのディスク上のホストファイルから取得します。
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このファイルを検査するには、メタデータサーバーまたは潜在的なメタデータ
サーバーから samsharefsコマンドを発行します。

2. クライアントは、自身のファイルから hosts.fsname.localファイルを検索しま
す。

検索結果によって、次のどれかの処理を実行します。

■ hosts.fsname.localファイルが存在しない場合、クライアントは、システムホス
ト構成ファイル内の各アドレスに、成功するまで次々に接続しようとします。

■ hosts.fsname.localファイルが存在する場合、クライアントは次の処理を実行し
ます:
1. メタデータサーバー上の /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.fsnameファイルと

hosts.fsname.localファイルの両方からのメタデータサーバーのアドレスのリ
ストを比較します。

2. この両方の場所に存在するアドレスのリストを構築したあと、これらの各アド
レスに、成功するまで次々に接続しようとします。これらのファイル内のアド
レスの順序が異なる場合、クライアントは、hosts.fsname.localファイルの順
序を使用します。

次の例は、4つのホストで構成される共有ファイルシステムの詳細なシナリオを示し
ています。

例 5–5 Sun QFS共有ファイルシステムのホストファイルの例
次の例は、4つのホストを一覧表示するホストファイルを示しています。

# File /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# Host Host IP Server Not Server

# Name Addresses Priority Used Host

# ---- ----------------- -------- ---- -----

titan 172.16.0.129 1 - server

tethys 172.16.0.130 2 -

mimas mimas - -

dione dione - -

システム titanおよび tethysは、インタフェース 172.16.0.129および 172.16.0.130

でプライベートネットワーク接続を共有します。titanと tethysが、常にそれぞれ
のプライベートネットワーク接続を経由して通信できるようにするために、システ
ム管理者は、各システム上に /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1.localの同一コ
ピーを作成しています。

次の例は、titanと tethys上の hosts.sharefs1.localファイル内の情報を示してい
ます。

# This is file /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1.local

# Host Name Host Interfaces

# --------- ---------------

titan 172.16.0.129

tethys 172.16.0.130
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例 5–5 Sun QFS共有ファイルシステムのホストファイルの例 (続き)

システム mimasおよび dioneは、プライベートネットワーク上にはありません。これ
らのシステムが、常に titanと tethysのパブリックインタフェースを経由して titan

と tethysに接続できるようにするために、システム管理者は、mimasと dione上に
/etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1.localの同一コピーを作成しています。

次の例は、mimasと dione上の hosts.sharefs1.localファイル内の情報を示していま
す。

# This is file /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1.local

# Host Name Host Interfaces

# ---------- --------------

titan titan

tethys tethys

メタデータサーバーの変更

共有ファイルシステム環境でのメタデータ
サーバーの変更
このセクションの手順では、ソフトウェアパッケージの自動Membership Services機
能を使用せずに、共有ファイルシステムでメタデータサーバーとして機能している
ホストを変更する方法について説明します。

メタデータサーバーシステムは、次の状況のときに手動で変更できます。

■ メタデータサーバーが使用不可になった。
■ メタデータサーバーまたは潜在的なメタデータサーバーを変更したい。

メタデータサーバーを正常に変更するには、既存のメタデータサーバーのマウント
ポイントと、すべての潜在的なメタデータサーバーが等しい必要があります。

共有ファイルシステムのメタデータサーバーに障害が発生した場合、メタデータ
サーバーの変更は、必ずメタデータサーバーを再起動したあとで行う方が安全で
す。そうでない場合は、再起動前にサーバーが入出力が発生し得ないことを確認し
ます。次の方法はいずれも、サーバーを停止する目的では使用しないでくださ
い。ファイルシステムが破壊される可能性があります。

■ L1-Aキーシーケンスの実行
■ 別のホストへの強制的なフェイルオーバー
■ それまでのメタデータサーバーへの go (続行)コマンドの実行、ダンプファイルの
要求、または syncコマンドの実行
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同様に、メタデータサーバーがパニックを起こしてカーネルの adbコマンドにド
ロップした場合も、メタデータサーバーを変更してからサーバー上で a :c (続行)
コマンドを発行することはしないでください。この手順を行うと、それまでのメ
タデータサーバーが無効なバッファーを、新しいアクティブなファイルシステム
に書き込んでしまいます。

▼ メタデータサーバーが使用可能なときにメタデータサーバーを変
更する方法

既存のメタデータサーバー上で、samsharefs -sコマンドを発行して、新しいメタ
データサーバーを宣言します。
次に例を示します。
titan# samsharefs -s tethys sharefs1

注 –アーカイブ環境では、このコマンドを発行する前に、メタデータサーバー上のす
べてのアーカイブ操作を停止するようにしてください。

▼ メタデータサーバーが使用不可のときにメタデータサーバーを変
更する方法

再起動しないと既存のメタデータサーバーが起動できないことを確認します。
特に、サーバーの電源が切断されている、再起動されている、停止されている、あ
るいはメタデータディスクから切断されていることを確認します。ここでの目標
は、古いメタデータサーバーを停止し、すべてのバッファーをフラッシュまたは破
棄するか、あるいはそれ以外の方法でこれらのバッファーを確実に書き換え不可能
にすることです。

kadbプロンプトから、次のキーシーケンスを使用します:
kadb[1]: sync # Forces a dump

kadb[1]: $q # Exits the debugger for prom

PROMプロンプトから、次のキーシーケンスを使用します:

{0} > sync # Forces the buffers out

{0} > boot _args_ # Discards buffers

argsには、bootコマンドの引数 (-rオプションや -vオプションなど)を指定しま
す。詳細は、boot(1M)のマニュアルページを参照してください。

新しい (潜在的な)メタデータサーバーから、少なくとも最大リース時間の期間だけ
待ってから、samsharefsコマンドを発行します。

次に例を示します。
# samsharefs -R -s tethys sharefs1

●

1

2
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この待機によって、samsharefsコマンドを発行する前にすべてのクライアント
リースが期限切れになることが保証されます。リース時間が期限切れになったかど
うかわからない場合は、samu(1M) Nの表示を起動します。samuコマンドについて
は、第 13章「samuオペレータユーティリティーの使用」を参照してくださ
い。リースとその期間については、180ページの「Sun QFS共有ファイルシステムで
のリースの使用: (rdlease、wrlease、および apleaseオプション)」を参照してくださ
い。

注意 –マウントされたファイルシステム上で samsharefsコマンドの -Rオプションを
使用してメタデータサーバーホストを変更する場合は、まずアクティブなメタ
データサーバーを停止し、無効にしてから、切り離す必要があります。このように
しないと、ファイルシステムが破壊されることがあります。

(省略可能)ファイルシステムをマウント解除します。
この手順は、ファイルシステムの検査を実行する場合にのみ実行します。

『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』の「ファイル
システムのマウント解除」の手順を使用します。

(オプション) samfsckコマンドを発行して、ファイルシステムチェックを実行しま
す。

Sun QFS共有ファイルシステムのメタデータサーバーに障害が発生した場合
は、samfsckコマンドを実行する前に、サーバーをリブートし、すべてのクライアン
ト上でファイルシステムをマウント解除するようにしてください。サーバーとクラ
イアントは、ファイルの長さが変化する前にブロックを事前割り当てしま
す。samfsckコマンドでは、追加のブロックが割り当てられたファイルがクリーン
アップされますが、これらの追加のブロックにデータが含まれている可能性があり
ます。この種類のクリーンアップされたファイルがクライアントからのサイズ更新
を待っている場合は、クライアントが続行すると、そのファイルはこれらのブ
ロックを失います。その結果、ファイルからデータが失われ、失われたデータはゼ
ロとして読み込まれます。

アーカイブ環境でのメタデータサーバーの変更
このセクションの手順では、ソフトウェアパッケージの自動Membership Services機
能を使用せずに、アーカイブ共有ファイルシステムでメタデータサーバーとして機
能しているホストを変更する方法について説明します。

メタデータサーバーシステムは、次の状況のときに手動で変更できます。

■ メタデータサーバーが使用不可になった。
■ メタデータサーバーまたは潜在的なメタデータサーバーを変更したい。
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メタデータサーバーを正常に変更するには、既存のメタデータサーバーのマウント
ポイントと、すべての潜在的なメタデータサーバーが等しい必要があります。

▼ アーカイブ環境でメタデータサーバーを変更する方法
アーカイブ機能は、一度に 1つのホスト上でのみ実行できます。この手順では、転
送の時点で両方のシステムが実行されていることを前提にしています。この例で
は、アーカイブ機能をホストAからホスト Bに移動します。

この手順を実行する前に、ホスト BからホストAのロボットカタログにアクセスで
きることを確認してください。archiver.cmdファイル、mcfファイル、stager.cmd

ファイル、およびその他の構成ファイルが、ホストA上のこれらのファイルと同一
である必要があります。

ホストA上のアーカイブプロセスをアイドル状態にします。

a. samcmd aridleおよび samcmd stidleコマンドを実行して、ホスト A上のアーカイ
ブと書き込みを停止します。

これらのコマンドは、現在のアーカイブと書き込みを完了できるようにします
が、新しい作業は開始しません。

b. ホストAのすべてのテープドライブをアイドル状態にします。
samcmd eq idleを使用します。ここで、eqはドライブの装置番号です。このコマン
ドは、現在の入出力がすべて完了したあと、ドライブをオフの状態にします。

c. アーカイバとステージャーがアイドル状態になり、テープドライブがすべてオフ
の状態になったら、samd stopコマンドを実行して、ロボットとテープに関連する
すべてのデーモンを停止します。

d. リサイクラを実行する cronジョブがある場合は、cronタブからこの記述を削除し
て、リサイクラが現在実行中でないことを確認します。

この時点で、アーカイブプロセスは停止されているため、ホスト Bへのファイル
システムのフェイルオーバーを実行できます。

ホスト B上で samd configコマンドを実行することによって、ホスト B上のアーカイ
ブプロセスを開始します。

このコマンドによって、sam-fsdとそのサブプロセス (アーカイバやステージャーな
ど)は再構成され、構成ファイルを再読み込みします。また、sam-amldとテープライ
ブラリ関連のデーモンも起動します。この時点で、書き込みを待っているすべての
Sun QFS共有クライアントアプリケーションは、書き込みリクエストを再発行する必
要があります。

これで、ホスト Bは、すべてのファイルシステムのアーカイブプロセスサーバーお
よびメタデータサーバーとして完全に機能するようになっているはずです。

1

2

メタデータサーバーの変更

第 5章 • 共有ファイルシステムの構成 89



非共有ファイルシステムから共有ファイルシステムへの
変換

共有ファイルシステムの初期インストールおよび構成を実行するには、『Sun QFSお
よび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』の第 5章「Sun QFSと
SAM-QFSのインストール」の手順に従ってください。このセクション内の多くの例
では、そのドキュメントで導入されたホスト名や構成情報を使用しています。

非共有ファイルシステムから共有ファイルシステムへの変換は、次の 2つのタスク
から成ります:

■ メタデータサーバーの変換。

■ メタデータサーバーへの各クライアントの追加。ここでは、この手順について説
明します。

▼ 非共有メタデータサーバーを共有メタデータ
サーバーに変換する方法
この手順を実行するためには rootの権限が必要です。

主メタデータサーバーとして使用するシステムに、スーパーユーザーでログインし
ます。

(オプション)サイトでカスタマイズされたすべてのシステムファイルと構成ファイル
をバックアップします。

使用しているソフトウェアに応じて、これらのファイルには
mcf、archiver.cmd、defaults.conf、samfs.cmd、または inquiry.confファイルが含
まれることがあります。すべてのファイルシステムのこれらのファイルのバック
アップを取ります。また、/etc/opt/SUNWsamfsディレクトリおよび
/var/opt/SUNWsamfsディレクトリ内のファイルのコピーをバックアップしているこ
とも確認してください。

変更する各ファイルシステムのバックアップを取ったことを確認します。

ファイルシステムは、サイトのポリシーに従って定期的にバックアップするように
してください。ファイルシステムのためにすでに存在するバックアップファイルに
問題がない場合は、ここで再度バックアップする必要はありません。

ファイルシステムをマウント解除します。

手順については、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイ
ド』の「ファイルシステムのマウント解除」を参照してください。
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samfsck -S -F family-set-nameコマンドを使用して、ファイルシステムを Sun QFS共有
ファイルシステムに変換します。

family-set-nameには、新しい共有ファイルシステムに変換しているファイルシステム
のファミリセット名を指定します。次に例を示します。
# samfsck -S -F sharefs1

/etc/opt/SUNWsamfs/mcfファイルで、ファイルシステムの「Additional
Parameters」フィールドに sharedキーワードを追加します。

次に例を示します。
# Equipment Eq Eq Family Dev Add

# Identifier Ord Type Set State Params

# ---------- --- ---- ------ ----- ------

sharefs1 10 ma sharefs1 on shared

/dev/dsk/c2t50020F23000065EEd0s6 11 mm sharefs1 on

/dev/dsk/c7t50020F2300005D22d0s6 12 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c7t50020F2300006099d0s6 13 mr sharefs1 on

/dev/dsk/c7t50020F230000651Cd0s6 14 mr sharefs1 on

/etc/vfstabファイルで、ファイルシステムの「Mount Parameters」フィールドに
sharedキーワードを追加します。

次に例を示します。
# File /etc/vfstab

# FS name FS to fsck Mnt pt FS type fsck pass Mt@boot Mt params

sharefs1 - /sharefs1 samfs - no shared

/etc/opt/SUNWsamfs/hosts.fsnameホスト構成ファイルを作成します。

次に例を示します。
# File /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# Host Host IP Server Not Server

# Name Addresses Priority Used Host

# ---- ------------------------------ -------- ---- -----

titan titan-ge 0 1 - server

tethys tethys-ge 0 2 - server

ホスト構成ファイルの作成の詳細は、『Using Sun QFS and Sun Storage Archive Manager
with Oracle Solaris Cluster』の「Creating the Shared Hosts File on the Metadata Server」を
参照してください。

samsharefs -u -R family-set-nameコマンドを実行して、ファイルシステムとホスト構
成を初期化します。

次に例を示します。
# samsharefs -u -R sharefs1

注 –このコマンドからエラーメッセージが表示された場合、おそらくそのメッセージ
は無視できます。

5

6

7

8

9

非共有ファイルシステムから共有ファイルシステムへの変換

第 5章 • 共有ファイルシステムの構成 91

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=SAMQLglbku
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=SAMQLglbku


samd configコマンドを発行することによって、sam-fsdデーモンに構成の変更を通
知します。
# samd config

ファイルシステムをマウントします。

▼ クライアントをメタデータサーバーに追加する方
法

ファイルシステムのマウントポイントを作成します。

次に例を示します。
# mkdir /sharefs1

(オプション) /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.file-system-name .localローカルホスト構成
ファイルを作成します。

Sun QFS共有ホストシステムに複数のホストインタフェースがある場合は、この手順
を実行するとよいでしょう。ローカルホストの構成ファイルでは、ファイルシステ
ムのアクセス時にメタデータサーバーとクライアントホストで使用できるホストイ
ンタフェースを定義します。このファイルを使用して、環境内の共有ネットワーク
とプライベートネットワークにおけるファイルシステムのトラフィックを指定しま
す。

次のコード例は、ローカルホスト構成ファイルの例を示しています。
# This is file /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1.local

# Host Name Host Interfaces

# --------- ---------------

titan 172.16.0.129

tethys 172.16.0.130

ローカルホストファイルの作成の詳細は、84ページの「ローカルホストの構成
ファイルの作成」を参照してください。

既存の Sun QFSファイルシステムから新しい Sun QFS共有ファイルシステムにファイ
ルを移動する場合は、変更される各ファイルシステムがバックアップされているこ
とを確認します。

ファイルシステムは、サイトのポリシーに従って定期的にバックアップするように
してください。ファイルシステムのためにすでに存在するバックアップファイルに
問題がない場合は、ここで再度バックアップする必要はありません。

ファイルシステムをマウント解除します。

手順については、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイ
ド』の「ファイルシステムのマウント解除」を参照してください。
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/etc/vfstabファイルで、ファイルシステムの「Mount Parameters」フィールドに
sharedキーワードを追加します。

次に例を示します。
# File /etc/vfstab

# FS name FS to fsck Mnt pt FS type fsck pass Mt@boot Mt params

sharefs1 - /sharefs1 samfs - no *shared*

/etc/opt/SUNWsamfs/hosts.fsnameホスト構成ファイルを作成します。

次のコード例は、サンプルファイルを示しています。
# File /etc/opt/SUNWsamfs/hosts.sharefs1

# Host Host IP Server Not Server

# Name Addresses Priority Used Host

# ---- --------- -------- ---- -----

titan titan-ge0 1 - server

tethys tethys-ge0 2 - server

ホスト構成ファイルの作成の詳細は、『Using Sun QFS and Sun Storage Archive Manager
with Oracle Solaris Cluster』の「Creating the Shared Hosts File on the Metadata Server」を
参照してください。

共有ファイルシステムから非共有ファイルシステムへの
変換

Sun QFS共有ファイルシステムから共有されない Sun QFSファイルシステムへの変換
には、次の 2つのタスクが必要です:

■ 共有クライアントの削除。
■ メタデータサーバーの変換。

ここでは、この手順について説明します。

▼ 共有ファイルシステムからクライアントを削除す
る方法

ファイルシステムをマウント解除します。

手順については、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイ
ド』の「ファイルシステムのマウント解除」を参照してください。

/etc/opt/SUNWsamfs/mcfファイルからファイルシステムのエントリを削除します。

/etc/vfstabファイルからファイルシステムのエントリを削除します。
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samd configコマンドを発行することによって、sam-fsdデーモンに構成の変更を通
知します。
# samd config

ファイルシステムのマウントポイントを削除します。

▼ 共有メタデータサーバーを共有されないシステム
に変換する方法

スーパーユーザーとして、メタデータサーバーシステムにログインします。

サイトでカスタマイズしたすべてのシステムファイルと構成ファイルのバック
アップを取ります。

使用しているソフトウェアに応じて、これらのファイルには
mcf、archiver.cmd、defaults.conf、samfs.cmd、および inquiry.confファイルが含
まれることがあります。すべてのファイルシステムのこれらのファイルのバック
アップを取ります。また、/etc/opt/SUNWsamfsディレクトリのファイ
ル、/var/opt/SUNWsamfsディレクトリのファイルのバックアップコピーがあること
を確認してください。

既存の Sun QFS共有ファイルシステムから新しい Sun QFSファイルシステムにファイ
ルを移動する場合は、変更される各ファイルシステムがバックアップされているこ
とを確認します。

ファイルシステムは、サイトのポリシーに従って定期的にバックアップするように
してください。これについては、インストール手順の最後の操作で説明していま
す。ファイルシステムのためにすでに存在するバックアップファイルに問題がない
場合は、ここで再度バックアップする必要はありません。

ファイルシステムをマウント解除します。

手順については、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイ
ド』の「ファイルシステムのマウント解除」を参照してください。

samfsck -F -U file-system-nameコマンドを実行して、Sun QFS共有ファイルシステム
を非共有ファイルシステムに変換します。

file-system-nameには、新しい非共有ファイルシステムに変換している Sun QFS共有
ファイルシステムの名前を指定します。次に例を示します。

# samfsck -F -U samfs1
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/etc/opt/SUNWsamfs/mcfファイルで、ファイルシステムの「Additional
Parameters」フィールドから sharedキーワードを削除します。

次に例を示します。
# Equipment Eq Eq Family Dev Add

# Identifier Ord Type Set State Params

# ---------- --- ---- ------ ----- ------

samfs1 10 ma samfs1 on

/dev/dsk/c2t50020F23000065EEd0s6 11 mm samfs1 on

/dev/dsk/c7t50020F2300005D22d0s6 12 mr samfs1 on

/dev/dsk/c7t50020F2300006099d0s6 13 mr samfs1 on

/dev/dsk/c7t50020F230000651Cd0s6 14 mr samfs1 on

/etc/vfstabファイルで、ファイルシステムの「Mount Parameters」フィールドから
sharedキーワードを削除します。

次に例を示します。
# File /etc/vfstab

# FS name FS to fsck Mnt pt FS type fsck pass Mt@boot Mt params

samfs1 - /samfs1 samfs - no

/etc/opt/SUNWsamfs/hosts.file-system-name構成ファイルを削除します。

samd configコマンドを発行することによって、sam-fsdデーモンに構成の変更を通
知します。
# samd config

mountコマンドを発行して、ファイルシステムをマウントします。

共有ファイルシステムでのクライアントサーバー通信
共有ファイルシステムの動作は、割り込み可能なハード接続の動作です。メタ
データサーバーが使用できない場合でも、各クライアントはサーバーとの通信を繰
り返し試行します。メタデータサーバーが応答しない場合、ユーザーはCtrl-Cを押
すことによって、ブロックされた保留中の任意の入出力転送を終了できます。入出
力の試行が中断された場合、クライアントは、入出力が完了するまで継続されま
す。

システムによって、状態を説明する次のメッセージが生成されます。

SAM-FS: Shared server is not responding.

このメッセージはまた、クライアントの sam-sharefsdデーモンがアクティブでない
場合や、サーバーの sam-sharefsdデーモンがアクティブでない場合にも生成されま
す。サーバーが応答するときに、次のメッセージが生成されます。

SAM-FS: Shared server is responding.
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ファイルシステムがメタデータサーバー上にはマウントされていないが、クライア
ント上にマウントされている場合は、システムによって次のメッセージが生成され
ます:

SAM-FS: Shared server is not mounted.

共有ファイルシステムがサーバー上にマウントされると、次のメッセージが生成さ
れます:

SAM-FS: Shared server is mounted.

メタデータサーバーがすべてのクライアントの代わりにファイル名を検索するた
め、メタデータサーバー上のOracle Solarisディレクトリ名参照キャッシュ (DNLC)の
デフォルトのサイズでは、パフォーマンスが低下する場合があります。クライアン
トが多数のファイルを頻繁に開く場合にパフォーマンスを向上するには、この
キャッシュをデフォルトの 2倍または 3倍にします。

この手順は、『Oracle Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュア
ル』で説明されています。ディレクトリ名参照キャッシュのサイズを制御するパラ
メータは ncsizeです。

ファイルシステムへのディスクキャッシュの追加
ファイルシステムのディスクキャッシュを増やすには、ディスクパーティションま
たはディスクドライブを追加してから mcfファイルを更新し、samgrowfsコマンドを
使用してファイルシステムを拡張します。ファイルシステムを再初期化または復元
する必要はありません。

mcfファイルを変更する場合は、次の点に注意してください:

■ 1ファイルシステムには最大 252個のディスクパーティションを構成できます。
■ Sun QFSファイルシステムのサイズを増やすには、少なくとも 1つの新しいメタ
データパーティションを追加する必要があります。メタデータパーティションで
は、装置タイプ値 mmが必要です。

■ メタデータまたはデータのための新しいパーティションを追加する場合は、それ
らのパーティションを mcfファイル内の既存のディスクパーティションのあとに
追加します。

■ mcfファイル内の「Equipment Identifier」の名前は変更しないでください。mcf

ファイル内の名前がスーパーブロック内の名前と一致しないと、ファイルシステ
ムをマウントできなくなります。代わりに、次のメッセージが /var/adm/messages

内に記録されます:

WARNING SAM-FS superblock equipment identifier <id>

on eq <eq> does not match <id> in mcf

ファイルシステムへのディスクキャッシュの追加
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▼ ディスクキャッシュをファイルシステムに追加す
る方法

拡張するファイルシステムのマウントを解除します。ファイルシステムが共有され
ている場合は、すべてのクライアントホストでファイルシステムをマウント解除し
てから、メタデータサーバーでファイルシステムをマウント解除します。

次に、メタデータサーバーで、この手順の残りの操作を実行できます。ファイルシ
ステムのマウント解除の詳細については、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive
Manager 5.3インストールガイド』の「ファイルシステムのマウント解除」を参照し
てください。

この手順中にファイルシステムの名前を変更する場合は、-Rおよび -Fオプションを
指定して samfsckコマンドを使用します。

詳細は、samfsck(1M)のマニュアルページを参照してください。

/etc/opt/SUNWsamfs/mcfファイルで、ディスクキャッシュを追加します。

mcfファイル内のエラーをチェックします。
# sam-fsd

このコマンドの出力にエラーがある場合は、次の操作に進む前にエラーを修正しま
す。

mcfファイルの変更をシステムに伝達します:
# samd config

詳細は、samd(1M)のマニュアルページを参照してください。

拡張されているファイルシステム上で samgrowfsコマンドを発行します。

たとえば、次のコマンドを入力して、ファイルシステム samfs1を拡張します。

ファイルシステムをマウントします。

Sun QFSファイルシステムのマウントについては、mount_samfs(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

ファイルシステムが Sun QFS共有ファイルシステムである場合は、参加している各ク
ライアントホスト上の mcfファイルを、メタデータサーバーの mcfファイルに一致す
るように編集します。
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ファイルシステムの再作成
次のいずれかのタスクを実行するには、ファイルシステムを再作成する必要があり
ます:
■ ディスクまたはパーティションの変更
■ ディスクまたはパーティションの追加
■ ディスクまたはパーティションの削除

▼ ファイルシステムをバックアップして再作成する
方法

サイトでカスタマイズしたすべてのシステムファイルと構成ファイルのバック
アップを取ります。
使用しているソフトウェアに応じて、これらのファイルには
mcf、archiver.cmd、defaults.conf、samfs.cmd、または inquiry.confファイルが含
まれることがあります。Sun QFS環境内のすべてのファイルシステムについて、これ
らのファイルをバックアップします。また、/etc/opt/SUNWsamfsディレクトリ内の
ファイル、/var/opt/SUNWsamfsディレクトリ内のファイル、および共有ホスト
ファイルのコピーをバックアップしていることも確認してください。

変更する各ファイルシステムのバックアップを取ったことを確認します。
ファイルシステムは、サイトのポリシーに従って定期的にバックアップするように
してください。ファイルシステムのためにすでに存在するバックアップファイルに
問題がない場合は、ここで再度バックアップする必要はありません。ただし、最新
のダンプファイルの作成後に作成された情報を保持するためにファイルシステムの
バックアップを取る必要がある場合は、ここでバックアップを取ってくださ
い。qfsdumpを使用してダンプファイルを作成する方法については、『Sun QFSおよ
び Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』の第 9章「SAM-QFSのデータ
とファイルのバックアップ」を参照してください。

ファイルシステムをマウント解除します。
手順については、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイ
ド』の「ファイルシステムのマウント解除」を参照してください。

この手順中にファイルシステムの名前を変更する場合は、-Rおよび -Fオプションを
指定して samfsckコマンドを使用します。

/etc/opt/SUNWsamfs/mcfファイルで、パーティションを追加、変更、または削除しま
す。
詳細は、96ページの「ファイルシステムへのディスクキャッシュの追加」を参照し
てください。
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mcfファイル内のエラーをチェックします。
# sam-fsd

このコマンドからの出力で mcfファイル内のエラーが示されている場合は、次の手
順に進む前に修正してください。

mcfファイルの変更をシステムに伝達します。
# samd config

詳細は、samd(1M)のマニュアルページを参照してください。

sammkfsコマンドを発行して、ファイルシステムを再作成します。

たとえば、次のコマンドでは samfs10が作成されます:
# sammkfs samfs10

ファイルシステムをマウントします。

Sun QFSファイルシステムのマウントについては、mount_samfs(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

ファイルシステムのマウントポイントに変更します。

qfsrestoreコマンドまたは SAM-QFS Managerを使用して、各ファイルを復元します。
既存のダンプファイル、または手順 1で作成されたダンプファイルから復元しま
す。詳細は、qfsdump(1M)のマニュアルページまたは SAM-QFS Managerのオンライ
ンヘルプを参照してください。
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ファイルシステム割り当ての管理

この章では、ファイルシステム割り当てと、Sun QFSファイルシステムで割り当てを
管理する方法について説明します。

ファイルシステム割り当てについて
ファイルシステム割り当ては、特定のユーザー、ユーザーグループ、または管理
セットと呼ばれるサイトで決められたユーザーグループが使用できるオンラインお
よび総ディスク領域の容量を制御します。

割り当ては、各ユーザーが使用できる領域の容量や iノード数を制限すること
で、ファイルシステムのサイズを制御するときに役立ちます。割り当てが特に有効
なのは、ユーザーのホームディレクトリを含むファイルシステムの場合です。割り
当てを有効にしてから、利用状況を監視して、ニーズの変化に応じて調整できま
す。

ファイルシステムは、データのブロックとファイルの iノードをユーザーに提供しま
す。各ファイルは 1つの iノードを使用し、ファイルデータはディスク割り当て単位
(DAU)で格納されます。DAUのサイズは、ファイルシステムの作成時に決まりま
す。割り当ては、512バイトの倍数でディスクに設定します。

割り当てのタイプ、割り当てファイル、割り当て
レコード
割り当ては、ユーザー ID、グループ ID、または管理者のサイト固有のグループに
従って設定できます。このサイト固有のグループ化は、「管理セット ID」と呼ばれ
ます。たとえば、管理セット IDを使用して、ファイルシステムの割り当てを適用す
るプロジェクトに関わるユーザーの集合を識別できます。
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quotaマウントオプションが有効で、ファイルシステムのルートディレクトリに 1つ
または複数の割り当てファイルがあることが検出された場合に、割り当ては有効に
なります。quotaマウントオプションはデフォルトで有効です。noquotaを有効にし
てファイルシステムをマウントした場合、割り当ては無効になります。マウントオ
プションの詳細は、mount_samfs(1M)のマニュアルページを参照してください。

各割り当てファイルには一連のレコードが含まれます。レコード 0は、システム管
理者の割り当ておよびリソース使用率のためのレコードです。システム管理者の割
り当てが適用されることはありませんが、割り当てファイルの後続レコードのテン
プレートとして、システム管理者のレコードを含む任意のレコードを使用できま
す。この方法の詳細については、110ページの「既存の割り当てファイルを使用して
ユーザー、グループ、または管理セットの制限値を有効化または変更する方法」を
参照してください。

レコード 1は、割り当てファイルのタイプによって異なりますが、ユーザー 1、グ
ループ 1、または管理セット ID 1のための割り当てファイル内のレコードです。さま
ざまなユーザーのさまざまな割り当てを設定するために、レコード 1およびそれ以
降のすべてのレコードを編集することができます。次の表で、割り当てファイル名
と、それらが /rootで有効にする割り当てを示します。

表 6–1 割り当てファイル名

割り当てファイル名 割り当てタイプ

.quota_u UID (システムユーザー ID)

.quota_g GID (システムグループ ID)

.quota_a AID (システム管理セット ID)

割り当てファイルのレコード 0を編集し、それらをほかのすべてのユーザーの初期
割り当てとして使用することで、ユーザーに対してデフォルトの割り当て制限値を
設定できます。デフォルトでは、ユーザー割り当てが特に設定されない場合は、レ
コード 0の値が使用されます。

割り当てファイルには、1つあたり 128バイトの容量が必要です。初期の 0割り当て
ファイルに必要なサイズを計算するには、次の式を使用してください。

(*highest-ID* + 1) x 128 = xx / 4096 = 0割り当てファイルのサイズ

弱い制限値と強い制限値
弱い制限値と強い制限値を両方設定できます。強い制限値では、使用可能なシステ
ムリソースの容量を設定します。ユーザーはこの制限値を超えることはできませ
ん。弱い制限値では、一時的に強い制限値まで超過できるシステムリソース使用量
のレベルを設定します。弱い制限値は、強い制限値よりも高く設定しないでくださ
い。
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ユーザーが強い制限値を超えてリソースを割り当てようとすると、操作は失敗
し、EDQUOTエラーが発生します。

ユーザーが弱い制限値を超えると、タイマーが開始され、猶予期間に入ります。タ
イマーが作動している間、ユーザーは弱い制限値を超えて操作できます。弱い制限
値を下回ると、タイマーはリセットされます。猶予期間が終了し、ユーザーが弱い
制限値を下回ることなくタイマーが停止すると、弱い制限値が強い制限値として適
用されます。

たとえば、ユーザーの弱い制限値が 10,000ブロックで、強い制限値が 12,000ブ
ロックであると仮定します。ユーザーのブロック使用量が 10,000ブロックを超え
て、タイマーが猶予期間を過ぎると、このユーザーは、使用量が 10,000ブロックの
弱い制限値を下回るまでは、そのファイルシステム上にそれ以上のディスクブ
ロックを割り当てられなくなります。

管理者は、samquotaコマンドを使用してタイマー値を設定できます。squotaコマン
ドは、ユーザーバージョンの samquotaコマンドです。squotaユーザーコマンドに
は、ユーザーが自分の割り当てに関する情報を得るために指定できるオプションが
あります。

ディスクブロックとファイル制限値
ユーザーは、すべての空のファイルを作成することで、ブロックを使用しなくても i
ノード割り当てを超過する可能性があります。また、ユーザーは、ユーザーの割り
当てのすべてのデータブロックを使用するのに十分な大きさのファイルを作成する
ことで、1つの iノードしか使用しなくてもブロック割り当てを超過する可能性があ
ります。

ファイルシステム割り当ては、ユーザーが割り当てることのできる 512バイトのブ
ロックの数で表されます。ただし、ディスク領域は、DAUの数でユーザーファイル
に割り当てられます。DAU設定は、sammkfsコマンドの -a allocation-unitオプション
によって指定されます。ブロック割り当ては、ファイルシステムのDAUの倍数にな
るように設定することをお勧めします。そうしないと、ユーザーが割り当てる最大
ブロック数は、もっとも近いDAU数に切り捨てられます。ブロック割り当ての設定
方法については、109ページの「デフォルトの割り当て値を有効にする」を参照して
ください。
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割り当ての有効化
ファイルシステムの編集、割り当てファイルの作成、さまざまな割り当てコマンド
の入力などの処理を通じて、割り当てを有効にできます。

割り当て設定のガイドライン
割り当てを有効にする前に、各ユーザーに割り当てるディスク領域の容量と iノード
数を決める必要があります。ファイルシステムの合計領域を超過しないようにする
場合は、合計サイズをユーザー数で分割します。たとえば、3ユーザーが 100Mバイ
トのスライスを共有し、ディスク領域のニーズが同等の場合は、各ユーザーに 33M
バイトを割り当てることができます。すべてのユーザーが割り当てに達する可能性
の低い環境では、加算したときにファイルシステムの合計サイズを上回るように個
別の割り当てを設定することもできます。たとえば、3ユーザーが 100Mバイトのス
ライスを共有する場合は、各ユーザーに 40Mバイトを割り当てることができます。

次の書式で割り当てコマンドを使用して、割り当て情報を表示できます。

■ squotaコマンドは、エンドユーザーが、自分の割り当て情報をユーザー、グ
ループ、または管理セットごとに取得できるようにします。

■ samquotaコマンドは、システム管理者が割り当て情報を取得したり、割り当てを
設定したりできるようにします。

■ ユーザーには、-Uオプションを使用します。次に例を示します。

# samquota -U janet /mount-point
■ グループには、-Gオプションを使用します。次に例を示します。

# samquota -G pubs /mount-point
■ 管理には、-Aオプションを使用します。次に例を示します。

# samquota -A 99 /mount-point

▼ 割り当てを使用するための新しいファイルシステ
ムを構成する方法
これから新しいファイルシステムを作成し、現在はファイルシステムにファイルが
常駐していない場合は、この手順を使用します。割り当てを使用するために既存の
ファイルシステムを構成するには、106ページの「割り当てを使用するための既存
ファイルシステムを構成する方法」を参照してください。

この手順を始める前に、samfs.cmdファイルまたは /etc/vfstabファイルで noquota

マウントオプションを指定していないことを確認してください。

スーパーユーザーになります。1
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ファイルシステムを作成します。

mcfファイルの作成、マウントポイントの作成、ファイルシステムの初期化などを行
うには、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』に記
載されている手順に従うか、第 3章「mcfファイルの例」の例を使用してください。

ファイルシステムをマウントします。

次に例を示します。

# mount /qfs1

ddコマンドを使用して、割り当てファイルを作成します。

このコマンドの引数は、次に示すように作成する割り当てのタイプによって異なり
ます。

■ 管理セットの割り当てを作成するには:

# dd if=/dev/zero of=/qfs1/.quota_a bs=4096 count=1

■ グループの割り当てを作成するには:

# dd if=/dev/zero of=/qfs1/.quota_g bs=4096 count=1

■ ユーザーの割り当てを作成するには:

# dd if=/dev/zero of=/qfs1/.quota_u bs=4096 count=1

詳細は、dd(1M)のマニュアルページを参照してください。

割り当てファイルを作成したファイルシステムのマウントを解除します。

次に例を示します。

# umount /qfs1

ファイルシステムは、マウント解除する必要があります。これにより、ファイルシ
ステムを再マウントして、マウント時に割り当てファイルを読み込ませることがで
きます。

ファイルシステムチェックを実行します。

次の例で、-Fオプションは割り当てファイルで使用中の値をリセットします。

# samfsck -F qfs1

ファイルシステムを再マウントします。

割り当ては、/rootディレクトリに 1つまたは複数の割り当てファイルが検出された
場合に有効になります。

2

3

4

5

6

7
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注 – /etc/vfstabファイルまたは samfs.cmdファイルに quotaマウントオプションを指
定する必要はありません。quotaマウントオプションはデフォルトでは mountコマン
ドで有効になっていて、割り当ては、割り当てファイルがあることが検出されたと
きに自動的に有効になります。

mountコマンドの詳細については、mount_samfs(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

samquotaコマンドを使用して、ユーザー、グループ、または管理セットの割り当て
を設定します。

この章のこのあとの項目では、この作業の手順と例を示します。samquotaコマンド
については、samquota(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ 割り当てを使用するための既存ファイルシステム
を構成する方法
この手順は、すでにファイルが存在するファイルシステムに対して割り当てを作成
する場合に使用します。割り当てを使用するために新しいファイルシステムを構成
する場合は、104ページの「割り当てを使用するための新しいファイルシステムを構
成する方法」を参照してください。

この手順を始める前に、samfs.cmdファイルまたは /etc/vfstabファイルで noquota
マウントオプションを指定していないことを確認してください。

スーパーユーザーになります。

mountコマンドを使用して /etc/mnttabファイルを調べ、ファイルシステムがマウン
トされていることを確認します。
# mount

表示されたマウントリストにファイルシステムがあることを確認します。

割り当てを有効にするファイルシステムのルートディレクトリに移動します。

次に例を示します。
# cd /oldfs1

ls -aコマンドを使用してこのディレクトリ内のファイルのリストを表示し、この
ファイルシステムに割り当てがまだ存在していないことを確認します。

.quota_u、.quota_g,、.quota_aのいずれかのファイルが存在する場合は、この
ファイルシステムの割り当てが有効になっています。

8
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ファイルシステムでいずれかの割り当てタイプが設定されている場合は、ほかの割
り当てタイプをあとから設定できます。新しいファイルを追加するときに、既存の
割り当てファイルを変更しないように注意してください。

適用するタイプの割り当て用の割り当てファイルが存在しない場合は、ddコマンド
を使用して割り当てファイルを作成します。

適用する割り当てのタイプのうち、既存のもっとも高い ID番号を確認します。初期
のゼロ割り当てファイルは、これらの IDのレコードを保持するのに十分な大きさに
してください (各割り当てファイルレコードには 128バイトが必要です)。

たとえば、管理セットの割り当てを有効にするときに、ファイルシステムを使用し
ているもっとも大きな管理セット IDが 1024である場合は、次のように計算します。

(1024 + 1) x 128 = 131200

131200/4096 = 32.031...

次のコマンドを使用します。

# dd if=/dev/zero of=/oldfs1/.quota_a bs=4096 count=33

ddコマンドについては、dd(1M)のマニュアルページを参照してください。

割り当てファイルを作成したファイルシステムのマウントを解除します。

次に例を示します。

# umount /oldfs1

ファイルシステムは、マウント解除する必要があります。これにより、ファイルシ
ステムを再マウントして、マウント時に割り当てファイルを読み込ませることがで
きます。ファイルシステムのマウント解除の詳細については、『Sun QFSおよび Sun
Storage Archive Manager 5.3インストールガイド』の「ファイルシステムのマウント解
除」を参照してください。

ファイルシステムチェックを実行します。

このコマンドは、次のように、現在の使用量情報を持つ割り当てファイルに割り当
てられたレコードを更新します。

# samfsck -F /oldfs1

割り当てファイルを作成したファイルシステムを再マウントします。

割り当ては、/rootディレクトリに 1つまたは複数の割り当てファイルが検出された
場合に有効になります。

/etc/vfstabファイルまたは samfs.cmdファイルに quotaマウントオプションを指定
する必要はありません。quotaマウントオプションはデフォルトでは mountコマンド
で有効になっていて、割り当ては、割り当てファイルがあることが検出されたとき
に自動的に有効になります。
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注 –割り当てファイルが存在し、割り当てを有効にしてファイルシステムがマウント
されている場合、ブロックまたはファイルの割り当てや解放が行われると、割り当
てレコードが実際の使用量と一致しなくなります。割り当ての設定されたファイル
システムがマウントされ、割り当てが無効の状態で動作している場合は、samfsck -F

コマンドを実行して、割り当てファイルの使用量カウントを更新してから、割り当
てを有効にしてファイルシステムを再マウントしてください。

mountコマンドの詳細については、mount_samfs(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

samquotaコマンドを使用して、ユーザー、グループ、または管理セットの割り当て
を設定します。
この章のこのあとの項目では、この作業の手順と例を示します。samquotaコマンド
については、samquota(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ ディレクトリとファイルへの管理セット IDを割り
当てる方法

スーパーユーザーになります。

管理 IDを設定します。
次のように、samchaidコマンドを使用して、ディレクトリまたはファイルの管理
セット IDを変更します。
■ ファイルまたはディレクトリの IDを設定するには、ディレクトリ名またはパス
を指定します。次に例を示します。

# samchaid 100 admin.dir

■ ディレクトリツリーの IDを設定するには、-Rオプションと、必要であれば、-h

オプションを使用します。-Rオプションは再帰的な操作を指定し、-hオプション
はターゲットではなくリンクを変更します。次に例を示します。

# samchaid -R -h 22 /qfs1/joe /qfs1/nancee

詳細は、samchaid(1M)のマニュアルページを参照してください。

無限割り当ての設定
無限割り当てと設定されているユーザーは、使用可能なすべてのファイルシステム
リソースへのアクセスが常に許可されます。無限割り当ての値は、ユーザー、グ
ループ、または管理セット IDの割り当てファイルのレコード 0に設定できます。そ
のあと、このレコードを、新しいユーザー、グループ、または管理セット IDのデ
フォルト値として使用できます。

9

1

2

割り当ての有効化

Sun QFS File System 5.3構成および管理ガイド • 2012年 6月108



samquotaコマンドを使用して、割り当て制限値を 0に設定できます。

次に例を示します。

# samquota -U fred -b 0:h -f 0:h /qfs1

強い制限値と弱い制限値をすべて 0に設定することで、特定のユーザー、グ
ループ、または管理セット IDの無限割り当てを設定できます。次の例では、無限割
り当てを設定する方法を示します。

# samquota -G sam -b 0:s,h -f 0:s,h /sam6

# samquota -G sam /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files group 101 339 0 0 339 0 0

Blocks group 101 248 0 0 2614 0 0

Grace period 0s 0s

---> Infinite quotas in effect.

デフォルトの割り当て値を有効にする
samquotaコマンドを使用して、ユーザー、グループ、または管理セットのデフォル
トの制限値を 0に設定することで、ユーザー、グループ、または管理セットのデ
フォルトの割り当て値を有効にすることができます。たとえば、次のコマンド
は、すべての管理セット IDのデフォルト割り当てを設定します。

# samquota -A 0 -b 12000:s -b 15000:h -b 12G:s:t -b 15G:h:t \

-f 1000:s -f 1200:h -t 1w /qfs1

このコマンドは、すべてのユーザーの初期化されていない管理セットの割り当て制
限値を次のように設定します。

■ オンラインブロックの弱い制限値 (-b limit:s)は、12,000ブロックに設定されま
す。

■ オンラインブロックの強い制限値 (-b limit:h)は、15,000ブロックに設定されま
す。

■ 総ブロックの弱い制限値 (-b limit:s:t)は、12ギガブロックに設定されます。
■ 総ブロックの強い制限値 (-b limit:h:t)は、15ギガブロックに設定されます。
■ ファイルの弱い制限値 (-f limit :s)は、1000ファイルに設定されます。
■ ファイルの強い制限値 (-f limit :h)は、1200ファイルに設定されます。
■ 猶予期間 (-t limit)は 1週間に設定されます。
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注 –割り当てレコードがすでに存在する場合は、既存の値が引き続き有効になりま
す。この状況は、管理グループにすでにブロックが割り当てられている場合などに
発生することがあります。

同様に、ユーザーまたはグループのデフォルト割り当ては、それぞれ -A 0の代わり
に -U 0または -G 0を指定することで設定できます。

制限値の有効化
samquotaコマンドを使用して、特定のユーザー、グループ、または管理セットの制
限値の組み合わせを有効にすることができます。たとえば、次のコマンド
は、ユーザー、グループ、および管理セットの制限値をそれぞれ有効にします。

# samquota -U joe -b 15000:s -b 20000:h -b 12G:s:t -b 15G:h:t \

-f 500:s -f 750:h -t 3d /qfs1

# samquota -G proj -b 15000:s -b 20000:h -b 12G:s:t -b 15G:h:t \

-f 500:s -f 750:h -t 3d /qfs1

# samquota -A 7 -b 15000:s -b 20000:h -b 12G:s:t -b 15G:h:t \

-f 500:s -f 750:h -t 3d /qfs1

詳細は、samquota(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ 既存の割り当てファイルを使用してユーザー、グ
ループ、または管理セットの制限値を有効化また
は変更する方法
割り当てを設定したあとで、既存の割り当てファイルをテンプレートとして使用し
て、別のユーザー、グループ、または管理セットに対する制限値を作成できま
す。この手順を使用して、任意の割り当て設定を変更することもできます。

割り当てファイルを検索し、出力を一時ファイルに送信します。

-eオプション、および -U user-ID、-G group-ID、または -A adminset-IDオプションの 1
つまたは複数を指定して、samquotaコマンドを使用します。

次の例は、quota.group ファイルを取得してテンプレートとして使用する方法を示し
ています。

注 –グループ割り当てエントリをテンプレートとして使用し、ユーザー割り当てエン
トリを作成できます。

1
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# samquota -G sam -e /sam6 > /tmp/quota.group

# cat /tmp/quota.group

# Type ID

# Online Limits Total Limits

# soft hard soft hard

# Files

# Blocks

# Grace Periods

#

# samquota -G 102 \

-f 200:s:o -f 300:h:o -f 200:s:t -f 300:h:t \

-b 40000:s:o -b 60000:h:o -b 40000000:s:t -b 60000000:h:t \

-t 1d:o -t 1d:t /sam6

ファイルを保存して、エディタを終了します。

変更を適用するには、シェルを使用してファイルを実行します。

次に例を示します。
# sh -x /tmp/quota.group

-xオプションは、実行するコマンドのエコーをシェルに指示します。必要に応じ
て、-xオプションは省略できます。

割り当ての検査
ディスクおよび iノード割り当てを有効にしたあとで、各割り当てを検査できま
す。samquotaコマンドは、個々のユーザー、グループ、または管理セットについて
の割り当てレポートを生成する管理者コマンドです。squotaコマンド
は、ユーザーが自分の個々の割り当てを検査するためのユーザーコマンドで
す。samquotaコマンドを使用するには、スーパーユーザーになる必要があります。

file引数は、指定したユーザー、グループ、または管理セットに対して、ファイルシ
ステムを指定します。file引数には、ファイルシステム内の任意のファイル名も指定
できます。通常、fileはファイルシステムのルートディレクトリの名前です。

■ 次のコマンドを使用して、マウントされているファイルシステムに対して有効な
ユーザーの割り当てを表示するには:

# samquota -U user-ID [ file ]

userIDには、割り当てを調べるアカウントのユーザー ID (数値)またはユーザー名
を指定します。

fileには、指定したユーザー、グループ、または管理セットのファイルシステムを
指定します。file引数には、ファイルシステム内の任意のファイル名も指定できま
す。通常、fileはファイルシステムのルートディレクトリの名前です。

2
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次の例では、サーバー上の sam6ファイルシステムのユーザー hm1259の割り当て
統計が取り出され、このユーザーが割り当てを超過していないことを示す出力が
表示されます。

# samquota -U hm1259 /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files user 130959 13 100 200 13 100 200

Blocks user 130959 152 200 3000 272 1000 3000

Grace period 0s 0s

次の例では、すべてのマウントされた Sun QFSファイルシステムのユーザー
memilの割り当て統計が取り出され、このユーザーが割り当てを超過しているこ
とを示す出力が表示されます。

コマンドの出力形式は、ユーザー、グループ、および管理セットで同じです。出
力の Blocks行の正符号 (+)に注意してください。弱い制限値も超過する場合
は、Files行に正符号も表示されます。

# samquota -U memil

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files user 130967 4 500 750 4 500 750

Blocks user 130967 41016+ 40000 50000 41016 50000 50000

Grace period 1w 0s

---> Warning: online soft limits to be enforced in 6d23h36m45s

/sam7

Files user 130967 4 500 750 4 500 750

Blocks user 130967 4106 40000 50000 4106 50000 50000

Grace period 1w 0s

強い制限値を超過している場合、または弱い制限値を超過して猶予期間が過ぎた
場合は、In Useフィールドにアスタリスク文字 (*)がマークされます。割り当て
レコードの制限値に一貫性がない場合 (たとえば、弱い制限値が強い制限値より
も大きい場合)、感嘆符によってフィールドがマークされ、すべての割り当て操作
が禁止されます。

■ グループ割り当てを表示するには、次のコマンドを使用します。

# samquota -G group-ID [ file ]

groupIDには、割り当てを確認するユーザーグループのグループ ID (数値)または
グループ名を指定します。

たとえば、次のコマンドでは、qfs3ファイルシステムのグループ turtlesの
ユーザー割り当てが取り出されます。

# samquota -G turtles /qfs3

■ グループ割り当てを表示するには、次のコマンドを使用します。

# samquota -G group-ID [ file ]

割り当ての検査

Sun QFS File System 5.3構成および管理ガイド • 2012年 6月112



groupIDには、割り当てを確認するユーザーグループのグループ ID (数値)または
グループ名を指定します。fileには、指定したグループのファイルシステムを指定
します。file引数には、ファイルシステム内の任意のファイル名も指定できま
す。通常は、fileにはファイルシステムのルートディレクトリ名を指定します。

たとえば、次のコマンドでは、qfs3ファイルシステムのグループ turtlesの
ユーザー割り当てが取り出されます。

# samquota -G turtles /qfs3

■ 次のコマンドを使用して、管理セットの割り当てを表示します。

# samquota -A adminsetID [ file ]

adminsetIDには、割り当てを調べる管理者セットの管理セット ID (数値)を指定し
ます。

たとえば、次のコマンドでは、すべてのマウントされたファイルシステムの管理
セット 457のユーザー割り当て統計が取り出されます。

# samquota -A 457

割り当ての変更と削除
割り当てを変更して、ユーザーに割り当てるディスク領域の容量や iノード数を調整
できます。また、ユーザーやファイルシステム全体から割り当てを削除することも
できます。

▼ 猶予期間を変更する方法
ユーザー、グループ、または管理セットの割り当て統計を取得します。
方法については、110ページの「既存の割り当てファイルを使用してユーザー、グ
ループ、または管理セットの制限値を有効化または変更する方法」を参照してくだ
さい。

次の例は、グループ samに関する情報を取得し、このグループが弱い制限値を超過
していることを示しています。
# samquota -G sam /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files group 101 32 2000 2000 32 2000 2000

Blocks group 101 41888* 40000 60000000 43208 60000000 60000000

Grace period 1w 1w

---> Online soft limits under enforcement (since 30s ago)

出力を調べて、新しい制限値を決定します。
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弱い制限値の猶予期間を変更します。次の例は、使用する samquotaコマンドオプ
ションを示しています。
# samquota -U user-ID -t interval file
# samquota -G group-ID -t interval file
# samquota -A admin-ID -t interval file

これらのコマンドの引数は次のとおりです。

■ user-IDは、割り当てを変更するユーザーのユーザー ID (数値)またはユーザー名
です。

■ group-IDは、割り当てを変更するユーザーグループのグループ ID (数値)またはグ
ループ名です。

■ adminIDは、割り当てを変更する管理者セットの管理セット ID (数値)です。
■ intervalは猶予期間です。数量を示す整数を指定し、必要に応じて時間単位を指定
します。デフォルトの単位は sで、秒数を表します。w (週)、d (日)、h (時間)、ま
たは m (分)を指定できます。

■ fileは、指定したユーザー、グループ、または管理セットのファイルシステムで
す。file引数には、ファイルシステム内の任意のファイル名も指定できます。通
常、fileはファイルシステムのルートディレクトリの名前です。

猶予期間を変更する

1. ユーザー memilの猶予期間を変更するには、最初に割り当てを確認します。

# samquota -U memil /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files user 130967 4 500 750 4 500 750

Blocks user 130967 41016+ 40000 50000 41016 50000 50000

Grace period 3d 0s

---> Warning: online soft limits to be enforced in 2d23h59m7s

2. 猶予期間を短縮します。

# samquota -U memil -t 1d /sam6

3. 新しい割り当てを確認します。

# samquota -U memil /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files user 130967 4 500 750 4 500 750

Blocks user 130967 41016+ 40000 50000 41016 50000 50000

Grace period 1d 0s

---> Warning: online soft limits to be enforced in 23h58m31s

3
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猶予期間の期限を変更する
ユーザーが弱い制限値を超過した場合は、猶予期間そのものを変更しても、すでに
開始した猶予期間の有効期限タイマーは変更されません。猶予期間がすでに始
まっている場合は、samquotaコマンドを使用して、次のいずれかの方法で猶予期間
を変更できます。

■ 猶予期間タイマーをクリアします。ユーザーが弱い制限値を超えたまま、次に
ファイルまたはブロックを割り当てたときに、猶予期間タイマーがリセットされ
て猶予期間が再開します。

次の例は、タイマーをクリアし、グループ samのユーザーが次に /sam6でブ
ロックまたはファイルを割り当てようとしたときにカウントが始まるようにする
ために使用するコマンドを示しています。

# samquota -G sam -x clear /sam6

Setting Grace Timer: continue? y

# samquota -G sam /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files group 101 32 2000 2000 32 2000 2000

Blocks group 101 41888+ 40000 60000000 43208 60000000 60000000

Grace period 1w 1w

---> Warning: online soft limits to be enforced in 6d23h59m56s

■ 猶予期間タイマーをリセットします。猶予期間がリセットされると、タイマーが
リセットされ、猶予期間が再開します。次の例は、猶予期間をリセットしていま
す。

# samquota -G sam -x reset /sam6

Setting Grace Timer: continue? y

# samquota -G sam /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files group 101 32 2000 2000 32 2000 2000

Blocks group 101 41888 40000 60000000 43208 60000000 60000000

Grace period 1w 1w

---> Warning: online soft limits to be enforced in 6d23h59m52s

■ 猶予期間に値を設定します。値にタイマーが設定され、すぐにその値からカウン
トが始まります。この値に制限はありません。猶予期間を超える値も指定できる
次の例では、非常に長い有効期限を設定します。

# samquota -G sam -x 52w /sam6

Setting Grace Timer: continue? y

# samquota -G sam /sam6
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Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files group 101 32 2000 2000 32 2000 2000

Blocks group 101 41888+ 40000 60000000 43208 60000000 60000000

Grace period 1w 1w

---> Warning: online soft limits to be enforced in 51w6d23h59m54s

■ 猶予期間タイマーを終了します。タイマーがすぐに終了するように設定しま
す。次の例は、猶予期間を終了しています。

# samquota -G sam -x expire /sam6

Setting Grace Timer: continue? y

# samquota -G sam /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files group 101 32 2000 2000 32 2000 2000

Blocks group 101 41888 40000 60000000 43208 60000000 60000000

Grace period 1w 1w

---> Online soft limits under enforcement (since 6s ago)

追加のファイルシステムリソースの割り当ての禁
止
ファイルシステムは、ユーザー、グループ、または管理セットに対して割り当て値
が矛盾していることを検出した場合に、そのユーザー、グループ、または管理
セットに追加のシステムリソースの使用を禁止します。矛盾する割り当て値を作成
して、ファイルシステムリソースの割り当てを禁止できます。たとえば、ブロック
またはファイルの強い制限値がブロックまたはファイルの弱い制限値よりも小さい
場合や、ユーザーの弱い制限値がユーザーの強い制限値よりも大きい場合に、追加
の割り当てを禁止できます。

ファイルシステムは、矛盾した割り当ての設定を特別な割り当てとして処理しま
す。矛盾した割り当ての値は、ユーザー、グループ、または管理セット IDの割り当
てファイルのレコード 0に設定できます。これらはそのあと、新しいユーザー、グ
ループ、または管理セット IDのデフォルト値にすることができます。
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▼ 追加のファイルシステムリソースの割り当てを禁
止する方法

スーパーユーザーになります。

現在の割り当て情報を取得して、保存して確認します。

次の例は、グループ samの現在のグループ割り当て情報を取得し、それをバック
アップファイルに書き込む方法を示しています。
# samquota -G sam -e /sam6 | & tee restore.quota.sam

# Type ID

# Online Limits Total Limits

# soft hard soft hard

# Files

# Blocks

# Grace Periods

# samquota -G 101 \

-f 2000:s:o -f 2000:h:o -f 2000:s:t -f 2000:h:t \

-b 40000:s:o -b 60000000:h:o -b 60000000:s:t -b 60000000:h:t \

-t 1w:o -t 1w:t \

-x 51w6d23h59m:o -x clear /sam6

ユーザーの割り当てについての割り当て情報を取得するには、-Gオプションの代わ
りに -U user-IDオプションを指定します。管理セットの割り当てについての割り当て
情報を取得するには、-Gオプションの代わりに -A admin-IDオプションを指定しま
す。

samquotaコマンドを使用して、弱い割り当てをゼロ以外の割り当てに設定し、強い
割り当てをゼロ割り当てに設定します。

次のコマンドは、グループ samの割り当てが矛盾するように設定します。
# samquota -G sam -f 1:s -f 0:h -b 1:s -b 0:h /sam6

ユーザーまたは管理セットの割り当てを矛盾させるには、-Gオプションの代わり
に、-U userIDオプションまたは -A adminIDオプションを指定します。

次の例のように、変更を確認します。
# samquota -G sam /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files group 101 32! 1 0 32! 1 0

Blocks group 101 41888! 1 0 43208! 1 0

Grace period 1w 1w

---> Quota values inconsistent; zero quotas in effect.

この出力では、0割り当てが有効になっています。感嘆符 (!)は、出力での割り当て
の超過状態を示しています。
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ファイルまたはブロックの割り当てが禁止されていた以前の状態にグループの割り
当てを戻してから、変更された割り当てを確認します。

次の例は、これらのコマンドを示しています。

# sh restore.quota.sam

Setting Grace Timer: continue? y

Setting Grace Timer: continue? y

# samquota -G sam /sam6

Online Limits Total Limits

Type ID In Use Soft Hard In Use Soft Hard

/sam6

Files group 101 32 2000 2000 32 2000 2000

Blocks group 101 41888+ 40000 60000000 43208 60000000 60000000

Grace period 1w 1w

---> Warning: online soft limits to be enforced in 6d23h59m54s

ユーザー割り当てについてこの操作を実行するには、-Gオプションの代わりに -U

user-IDオプションを指定します。管理セットの割り当てについてこの操作を実行す
るには、-Gオプションの代わりに -A admin-IDオプションを指定します。

▼ ファイルシステムの割り当てを削除する方法
ファイルシステム割り当てを削除または無効にするには、マウントプロセスで割り
当てを無効にします。

スーパーユーザーになります。

(オプション) noquotaマウントオプションを /etc/vfstabまたは samfs.cmdファイルに
追加します。

または、mountコマンドを実行するときに noquotaをオプションとして指定できま
す。手順 4を参照してください。

ファイルシステムがマウントされている場合は、umountコマンドを使用してファイ
ルシステムのマウントを解除します。次に例を示します。
# umount /myfs

詳細は、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive Manager 5.3インストールガイ
ド』の「ファイルシステムのマウント解除」を参照してください。

ファイルシステムを再マウントします。

手順 2を実行しなかった場合は、mountコマンドに noquotaオプションを付けま
す。次に例を示します。

# mount -o noquota /myfs

次のいずれかを実行して、割り当てファイルを管理します。
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■ あとで割り当て機能を元に戻す予定があるため、割り当てファイルを破棄しない
場合は、ファイルシステムのマウントを解除し、ファイルシステムで -Fオプ
ションを指定して samfsckコマンドを実行し、noquotaオプションなしで再度
ファイルシステムをマウントします。

■ 割り当て機能を元に戻さない場合、または割り当てファイルに使用されている領
域を再利用する場合は、rmコマンドを使用して、.quota_u、.quota_g、および
.quota_aファイルを削除します。次に例を示します。

# rm /myfs/.quota_[agu]

▼ 割り当てを修正する方法
スーパーユーザーになります。

ファイルシステムがマウントされている場合は、ファイルシステムのマウントを解
除します。

次に例を示します。
# umount /myfs

ファイルシステムのマウント解除に問題がある場合は、『Sun QFSおよび Sun Storage
Archive Manager 5.3インストールガイド』の「ファイルシステムのマウント解除」を
参照してください。

ファイルシステムチェックを実行します。

samfsckコマンドは、現在の正しい使用量情報を含む割り当てファイルに指定された
レコードを更新します。次に例を示します。
# samfsck -F myfs

ファイルシステムを再マウントします。

次に例を示します。
# mount /myfs
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高度なファイルシステム機能

この章では、システムの基本的な管理や使用に含まれない高度な機能について説明
します。

デーモン、プロセス、およびトレースの使用
システムのデーモンやプロセスについて理解していると、デバッグを行うときに役
立ちます。このセクションでは、Sun SAMと Sun QFSのデーモンとプロセスについ
て説明します。また、デーモンのトレースについても説明します。

デーモンとプロセス
すべてのデーモンには、sam-daemon_namedという形式で名前が付けられていま
す。プロセスも同様の名前が付けられていますが、最後が小文字の dでないことだ
けが異なります。

次の表は、システムで実行可能なデーモンおよびプロセスの一部を示していま
す。そのほか、システムのアクティビティーによっては sam-genericdや
sam-catserverdなどが実行されている場合もあります。

表 7–1 デーモンとプロセス

プロセス 説明

sam-amld sam-catserverd、sam-scannerd、および sam-robotsdの Sun SAM自
動ライブラリデーモンを初期化します。

sam-archiverd Sun SAMファイルを自動的にアーカイブします。このプロセス
は、Sun SAMファイルシステムがマウントされている間ずっと実
行されます。
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表 7–1 デーモンとプロセス (続き)
プロセス 説明

sam-catserverd Sun SAMおよび SAM-QFSライブラリカタログでメディアを追跡し
ます。

sam-fsd マスターデーモン。

sam-rftd 複数の Sun SAMホストシステム間でデータを転送します。

sam-robotsd 自動ライブラリメディアチェンジャー制御デーモンを開始して監
視します。

sam-scannerd 手動でマウントされたすべてのリムーバブルメディア装置を監視
します。アーカイブメディアのカートリッジが挿入されていない
か、スキャナが定期的に各装置を検査します。

sam-sharefsd Sun QFS共有ファイルシステムデーモンを呼び出します。

sam-releaser 低位境界値に達するまで、Sun SAMファイルシステムで以前に
アーカイブしたファイルが占有していたディスク領域の解放を試
みます。リリーサは、ディスクキャッシュが高位境界値に到達し
たときに自動的に開始し、ファイルの解放が終了すると停止しま
す。これはプロセスであり、デーモンではありません。

sam-stagealld Sun SAMファイルの結合書き込みを制御します。

sam-stagerd Sun SAMファイルの書き込みを制御します。

sam-rpcd リモート手続き呼び出し (RPC)のアプリケーションプログラミン
グインタフェース (API)サーバープロセスを制御します。

ソフトウェアを実行すると、SMFが sam-fsdデーモンを起動します。これは障害発
生時に自動的に再起動します。

共有ファイルシステムでは、sam-fsdデーモンが常にアクティブになっています。ま
た、それぞれのマウントされた共有ファイルシステムでは、1つの sam-sharefsd

デーモンがアクティブになっています。

共有ファイルシステムがマウントされると、ソフトウェアは共有ファイルシステム
デーモン (sam-sharefsd)を起動します。サーバーホストとクライアントホストの通
信にはTCPソケットが使用されます。メタデータサーバーに接続するすべてのクラ
イアントは、ホストファイルに対して妥当性検査が行われています。ホストファイ
ルの詳細については、hosts.fs(4)のマニュアルページを参照してください。

メタデータサーバーの sam-sharedfsdデーモンは、sam-qfsという名前の監視ソ
ケットを開きます。Sun QFSのインストールプロセス時、/etc/servicesファイルに
sam-qfsエントリが自動的に追加されます。このエントリは削除しないでくださ
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い。また、共有ファイルシステムのポートは、/etc/inet/servicesファイルに
ポート番号 7105として定義されます。このポートが別のサービスと競合しないこと
を確認してください。

メタデータ操作、ブロック割り当ておよび割り当て解除、およびレコードロック
は、すべてメタデータサーバーファイルシステムで実行されます。sam-sharefsd

デーモンには情報が保持されません。このため、このデーモンの停止や再起動に
よって、ファイルシステムの整合性の問題が発生することはありません。

トレースファイル
いくつかのプロセスは、トレースファイルにメッセージを書き出すことができま
す。メッセージには、これらのデーモンが実行する処理の状態と進捗に関する情報
が含まれています。メッセージは、主にOracleサポートスタッフがパフォーマンス
の改善や問題の診断のために使用します。メッセージの内容と書式は、リリースに
よって変更する可能性があります。

トレースファイルはデバッグ時に使用できます。デフォルトでは、トレースファイ
ルが有効になりません。defaults.confファイルを編集することで、トレースファイ
ルを有効にすることができます。すべてのプロセスのトレースを有効にする
か、個々のプロセスのトレースを有効にすることができます。トレースできるプロ
セスの詳細については、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「defaults.conf(4)」を参照してください。

デフォルトでは、トレースファイルは /var/opt/SUNWsamfs/traceディレクトリに書
き込まれます。そのディレクトリ内のトレースファイルには、プロセスの名前が付
けられます (archiver、catserver、fsd、ftpd、recycler、sharefsd、および
stager)。トレースファイルの名前は、defaults.conf構成ファイルに指示を指定する
ことで変更できます。また、トレースファイルのサイズに制限を設けたり、ト
レースログを切り替えたりすることもできます。トレースの制御の詳細について
は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「defaults.conf(4)」を参照してください。

トレースファイルの内容
トレースファイルメッセージには、メッセージの時刻と発信元が含まれま
す。メッセージは、プロセスのイベントによって生成されます。イベント
は、defaults.confファイルで指示を使用して選択します。

デフォルトのイベントは次のとおりです。

■ カスタマー通知 syslogまたは notifyファイルメッセージ
■ 致命的でないプログラムエラー
■ 致命的な syslogメッセージ
■ プロセスの開始と終了
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■ そのほかのイベント

また、次のイベントもトレースできます。

■ メモリー割り当て
■ プロセス間通信
■ ファイルの処理
■ オペレータメッセージ
■ キューの内容の変更
■ そのほかのイベント

デフォルトのメッセージの要素 (プログラム名、プロセス ID (PID)、および時刻)
は、必ず含まれます。除外することはできません。オプションとして、次の要素を
メッセージに含めることができます。

■ 日付。(時間は常に含まれます。)
■ ソースファイルの名前と行番号。
■ イベントの種類。

トレースファイルのローテーション
トレースファイルが無制限に大きくならないように、sam-fsdデーモンはトレース
ファイルのサイズを監視し、定期的に次のコマンドを実行します。

/opt/SUNWsamfs/sbin/trace_rotate

このスクリプトによって、トレースファイルは、順次番号の付いたコピーファイル
に移動されます。スクリプトは、システムでの操作に合わせて変更できます。ま
た、この機能は、cronやそのほかの機能を使用して提供することもできます。

トレース対象プロセスの判別
現在トレースされているプロセスを判別するには、コマンド行に sam-fsdコマンドを
入力します。次の例は、このコマンドからの出力を示しています。

例 7–1 sam-fsdコマンド出力

# sam-fsd

Trace file controls:

sam-amld /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-amld

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-archiverd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-archiverd

cust err fatal ipc misc proc queue date module

size 10M age 0

sam-catserverd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-catserverd

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-dbupd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-dbupd

cust err fatal misc proc date
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例 7–1 sam-fsdコマンド出力 (続き)

size 10M age 0

sam-fsalogd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-fsalogd

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-fsd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-fsd

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-rftd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-rftd

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-recycler /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-recycler

cust err fatal ipc misc proc date module type

size 10M age 0

sam-nrecycler /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-nrecycler

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-sharefsd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-sharefsd

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-stagerd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-stagerd

cust err fatal ipc misc proc date module

size 10M age 0

sam-serverd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-serverd

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-clientd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-clientd

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

fsmgmt /var/opt/SUNWsamfs/trace/fsmgmt

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

sam-shrink /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-shrink

cust err fatal misc proc date

size 10M age 0

Would start sam-archiverd()

Would start sam-stagealld()

Would start sam-stagerd()

Would start sam-amld()

#

トレースファイルの有効化の詳細については、『Sun QFS and Sun Storage Archive
Manager 5.3 Reference Manual』の「defaults.conf(4)」および『Sun QFS and Sun Storage
Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「sam-fsd(1M)」を参照してください。

ファイル属性を設定するための setfaコマンドの使用
Sun QFSファイルシステムでは、エンドユーザーがファイルやディレクトリのパ
フォーマンス属性を設定できます。これらのパフォーマンス属性は、アプリ
ケーションでファイルごと、またはディレクトリごとに有効にできます。これらの
機能は次のように使用できます。

■ ファイルやディレクトリのファイル属性を選択するには
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■ ファイルの割り当て方法を指定するには
■ ファイル領域の事前割り当てを行うには
■ ディスクのストライプ幅を指定するには

これらの機能の実装の詳細については、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3
Reference Manual』の「setfa(1)」を参照してください。

ファイルやディレクトリのファイル属性の選択
setfaコマンドは、新規ファイルまたは既存ファイルの属性を設定します。ファイル
がまだ存在していない場合は作成されます。

属性は、ファイルと同じくディレクトリにも設定できます。ディレクトリに対して
setfaを使用すると、そのディレクトリ内に作成されるファイルとディレクトリ
は、元のディレクトリに設定された属性セットを継承します。ファイルまたは
ディレクトリの属性をデフォルトにリセットするには、-d (デフォルト)オプション
を使用します。-dオプションを使用すると、属性がまずデフォルトにリセットさ
れ、そのあとでほかの属性が処理されます。

ファイル領域の事前割り当て
一般ユーザーがファイルの領域を事前に割り当てることができます。この領域は
ファイルに関連付けられるため、ファイルシステム内のほかのファイルは、その
ファイルに割り当てられたディスクアドレスを使用できなくなります。事前割り当
てにより、そのファイルの領域が必ずあることが保証され、ファイルシステムが満
杯になってしまう状態を避けることができます。事前割り当ては、データが実際に
ディスクに書き込まれるときではなく、要求時に行われます。

ファイルの事前割り当てを行うと、領域が無駄になる可能性があることに注意して
ください。ファイルサイズが割り当て容量よりも小さい場合は、現在のファイルサ
イズから割り当て容量までについては、カーネルがファイルに領域を割り当てま
す。ファイルが閉じたときに、割り当て領域未満の領域は解放されません。

setfaコマンドに -Lまたは -l (小文字の L)オプションを付けて使用すること
で、ファイル領域の事前割り当てを行うことができます。どちらのオプションで
も、引数にファイルの長さを指定できます。空でも、データが格納されていて
も、既存のファイルには -Lオプションを使用します。データが入っていないファイ
ルには -lオプションを使います。-lオプションを使うと、ファイルは事前割り当て
された領域を超えて大きくなることができません。

たとえば、/qfs/file_allocという名前の 1Gバイトのファイルを事前割り当てする
には、次のように入力します。

# setfa -l 1g /qfs/file_alloc

ファイル属性を設定するための setfaコマンドの使用

Sun QFS File System 5.3構成および管理ガイド • 2012年 6月126

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=QFSRMglagw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=QFSRMglagw


ファイルの領域が事前割り当てされたあとで、ファイルのサイズを 0に切り捨てる
か、ファイルを削除すると、ファイルに割り当てた領域がすべて戻されま
す。ファイルの事前割り当て領域を一部だけファイルシステムに戻す方法はありま
せん。また、-lオプションでファイルを事前割り当てすると、あとから事前割り当
てサイズを超えてファイルを拡張する方法はありません。

ファイル割り当て方式とストライプ幅の選択
デフォルトでは、ファイルはマウント時に指定された割り当て方式とストライプ幅
を使用します。『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「mount_samfs(1M)」を参照してください。ただし、エンドユーザーが
ファイルまたはディレクトリで異なる割り当て方式を使用することがありま
す。ユーザーは -s (ストライプ)オプションを指定して setfaコマンドを使用するこ
とで、これを実行できます。

割り当て方式にはラウンドロビン式とストライプ化があります。次の表に示すよう
に、-sオプションは割り当て方法とストライプ幅を指定します。

表 7–2 ファイル割り当てとストライプ幅

-sオプション 割り当て方式 ストライプ幅 説明

0 ラウンドロビン式 なし 装置の領域がなくなるまで、1つの装置
にファイルが割り当てられます。

1–255 ストライプ化 1–255のDAU ファイルは、1ディスクあたり指定の
DAU数ずつ、すべてのディスク装置に
ストライプ化されます。

次の例は、ラウンドロビン割り当て方式を指定することによりファイルを明示的に
作成する方法を示します。

# setfa -s 0 /qfs/100MB.rrobin

次の例は、64 DAUのストライプ幅でストライプ割り当て方式を指定して、ファイル
を明示的に作成する方法を示しています (事前割り当ては行いません)。

# setfa -s 64 /qfs/file.stripe

ストライプ化グループ装置の選択
ユーザーは、特定のストライプ化グループからファイルの割り当てを開始するよう
に指定できます。ファイル割り当て方式がラウンドロビン式の場合は、指定のスト
ライプ化グループにファイルが割り当てられます。
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次の例は、file1と file2を 2つの異なるストライプ化グループにそれぞれ分散する
ことを指定する setfaコマンドを示しています。

例 7–2 ファイルをストライプ化グループに分散させる setfaコマンド

# setfa -g0 -s0 file1

# setfa -g1 -s0 file2

この機能は、raw装置の速度と同等のパフォーマンスレベルを実現する必要のあるア
プリケーションで特に重要です。詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive
Manager 5.3 Reference Manual』の「setfa(1)」を参照してください。

大容量ファイルの格納
非常に大きなファイルを操作するときは、システムで使用可能なディスク
キャッシュのサイズに特に注意してください。ディスクキャッシュよりも大きな
ファイルを書き込もうとした場合は、使用しているファイルシステムの種類に
よって次のように動作が異なります。

■ 非アーカイブファイルシステムを使用している場合は、システムが ENOSPCエ
ラーを返します。

■ アーカイブファイルシステムを使用している場合は、利用可能なディスク領域が
リクエストを処理するためには不十分であるため、プログラムがブロックさ
れ、存在しない領域を待機します。

アーカイブ環境で操作していて、アプリケーションがディスクキャッシュよりも大
きなファイルを書き込む必要がある場合は、segmentコマンドを使用してファイルを
セグメント化できます。segmentコマンドの詳細については、『Sun QFS and Sun
Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「segment(1)」を参照するか、『Sun
Storage Archive Manager 5.3構成および管理ガイド』の「セグメント化ファイルの使
用」を参照してください。

複数読み取りファイルシステムの構成
複数読み取りファイルシステムは、単一の書き込みホストと複数の読み取りホスト
から構成されます。複数読み取りファイルシステムを有効にする writerおよび
readerマウントオプションは、Sun QFSファイルシステムとのみ互換性がありま
す。これらのマウントオプションについては、このセクションおよび
mount_samfs(1M)のマニュアルページで説明しています。

複数読み取りファイルシステムは、mountコマンドで -o writerオプションを指定す
ることにより単一の書き込みホストにマウントできます。writerマウントオプ
ションを指定されたホストシステムだけが、そのファイルシステムに書き込みを許
可されるホストです。writerホストシステムによって、ファイルシステムが更新さ
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れます。複数読み取りファイルシステム内の 1つのホストだけが、writerマウント
オプションを有効にしてファイルシステムをマウントします。-o writerを指定する
と、ディレクトリは変更されるたびにディスクに書き込まれ、ファイルは閉じられ
たときにディスクに書き込まれます。

注意 –複数の書き込みホストに複数読み取りファイルシステムを同時にマウントする
と、ファイルシステムが破壊されることがあります。サイト管理者の責任で、この
ような状況が発生しないようにしてください。

複数読み取りファイルシステムは、mountコマンドで -o readerオプションを指定す
ることにより 1つまたは複数の読み取りホストにマウントできます。複数読み取り
ファイルシステムを読み取り側としてマウントできるホストシステムの数に制限は
ありません。

複数読み取りファイルシステムと Sun QFS共有ファイルシステムの主な相違点
は、複数読み取りホストはディスクからメタデータを読み取り、Sun QFS共有ファイ
ルシステムのクライアントホストはネットワークを介してメタデータを読み取るこ
とです。Sun QFS共有ファイルシステムは、複数読み取りホストをサポートしていま
す。この構成では、複数の共有ホストがデータを追加する一方で、複数の読み取り
ホストがデータを配布することができます。

注 –ファイルシステムを Sun QFS共有ファイルシステムとしてマウントする場合
は、どのホストに対しても writerオプションを指定することはできません。ただ
し、readerオプションを指定できます。Sun QFS共有ファイルシステムを読み取り専
用のホストにする場合は、readerマウントオプションを指定してそのホストに Sun
QFS共有ファイルシステムをマウントします。さらに、Sun QFS共有ファイルシステ
ムで readerオプションを使用する場合は、sync_metaマウントオプションを 1に設定
します。Sun QFS共有ファイルシステムの詳細については、第 5章「共有ファイルシ
ステムの構成」を参照してください。マウントオプションの詳細については、『Sun
QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「mount_samfs(1M)」を参
照してください。

複数読み取りファイルシステムのすべての読み取り側が、ma装置を記述するデバイ
ス定義にアクセスできることを確認してください。主メタデータサーバーのホスト
に常駐する mcfファイルの行を、代替メタデータサーバーの mcfファイルにコピーし
ます。構成によっては、ディスクパーティションがすべてのホストで共通の現れ方
をするとは限らないため、行をコピーしたあとにディスクコントローラの情報を更
新する必要が生じる場合があります。

複数読み取りファイルシステム環境では、Sun QFSソフトウェアが、同一ファイルシ
ステムにアクセスするすべてのサーバーは常に現在の環境にアクセスできることを
保証します。書き込み側がファイルを閉じると、Sun QFSファイルシステムはその

複数読み取りファイルシステムの構成

第 7章 • 高度なファイルシステム機能 129

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=QFSRMglakh
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=QFSRMglakh


ファイルのすべての情報をディスクにすぐに書き込みます。ファイルが書き込み側
によって閉じられると、readerホストがファイルにアクセスできま
す。refresh_at_eofマウントオプションを指定すると、複数読み取りファイルシス
テムのすべてのホストシステムがファイルシステムと同期されるようになります。

デフォルトでは、readerホスト上のファイルのメタデータ情報はファイルがアクセ
スされるたびに無効になり、更新されます。変更されたデータは無効になりま
す。このポリシーには、cat、ls、touch、open、またはそのほかの方法による、すべ
てのタイプのアクセスが含まれます。このように即時に更新が行われると、更新時
のデータの正確さは保証されますが、パフォーマンスに影響してしまう可能性があ
ります。サイトの必要に応じて、mountコマンドの -o invalid= nオプションを
使って 0秒から 60秒までの更新間隔を設定できます。更新間隔に小さな値を設定す
ると、Sun QFSファイルシステムは、最後の更新から n秒後にディレクトリやほかの
メタデータ情報を読み取ります。更新の数が多いとシステムのオーバーヘッドは増
加しますが、nが 0以外の数値であると無効な情報が存在する可能性が出てきます。

注意 – readerホストで読み取りのためにファイルを開いているとき、そのファイルを
書き込み側によって削除したり切り捨てたりすることはできません。読み取り側が
誤って書き込み操作を行うことを防ぐには、アプリケーションロックなどの別のメ
カニズムを使用します。

入出力タイプについて
このセクションでは、ページ入出力、直接入出力、および入出力の切り替えについ
て説明します。

ページ入出力
ページ入出力を使用する場合、ユーザーデータは仮想メモリーページに
キャッシュされ、カーネルがデータをディスクに書き込みます。標準Oracle Solaris
OSインタフェースが、ページ入出力を管理します。デフォルトではページ入出力
(バッファーまたはキャッシュ入出力とも呼ばれます)が選択されます。

直接入出力
直接入出力は、データがユーザーのバッファーとディスクとの間で直接転送される
プロセスです。つまり、システムでかかる時間が非常に短くなります。パフォーマ
ンスのために、直接入出力は、ブロックが境界割り当てされた大容量の逐次入出力
の場合にだけ指定してください。

入出力タイプについて
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setfaコマンドと sam_setfaライブラリルーチンには、どちらにも、ファイルや
ディレクトリの直接入出力属性を設定する -Dオプションがあります。ディレクトリ
に設定する場合、そのディレクトリ内に作成されたファイルおよびディレクトリは
直接入出力属性を継承します。-Dオプションを設定すると、ファイルは直接入出力
を使用します。

また、Oracle Solaris OSの directio関数呼び出しを使用して、ファイルに直接入出力
を選択することもできます。関数呼び出しを使用して直接入出力を有効にする場
合、設定が有効なのはファイルがアクティブな間だけです。

ファイルシステム単位で直接入出力を有効にするには、次のいずれかを行います。

■ -o forcedirectioオプションを指定して mountコマンドを指定します。
■ forcedirectioキーワードを /etc/vfstabファイルのマウントオプション列に挿入
するか、samfs.cmdファイル内に指示として使用します。

詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の
setfa(1)、sam_setfa(3)、samfs.cmd(4)、directio(3C)、および mount_samfs(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

入出力切り換え
デフォルトではページ入出力が実行され、入出力切り換えは無効になっていま
す。ただし、Sun QFSファイルシステムは自動入出力切り換えをサポートし、このプ
ロセスでは、サイトで定義された量のページ入出力が行われると、システムが自動
的に直接入出力に切り替わります。

入出力切り換えは、入出力動作が頻繁に行われる場合に、ページキャッシュの使用
量を減らすはずです。入出力切り換えを有効にするには、samu(1M)を使用する
か、dio_wr_consecパラメータと dio_rd_consecパラメータを samfs.cmdファイルで指
示として使用するか、mountコマンドでオプションとして使用します。

これらのオプションの詳細については、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3
Reference Manual』の「mount_samfs(1M)」または『Sun QFS and Sun Storage Archive
Manager 5.3 Reference Manual』の「samfs.cmd(4)」を参照してください。
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SAM-QFSでの SMBサービス

この章では、Sun QFSおよび SAM-QFSソフトウェアでOracle Solaris Server Message
Block (SMB)サービスをサポートするプロパティーについて説明します。この機能に
より、Oracle SolarisとWindowsシステム間でファイルを共有することができます。

次の新しい SAM-QFSプロパティーは、Oracle Solaris SMBサービスを使用することで
これらのシステム間で簡単にファイルを共有できるようにします。

■ 大文字と小文字を区別しないサポート
■ DOS属性のサポート
■ Sun QFS NFSv4 ACLのサポート

SAM-QFSで SMBサービスをサポートするための、次の基本的な要件に注意してくだ
さい。

■ Oracle Solaris 11 OS
■ ファイルシステムはNFSv4 ACLをサポートする必要があります。NFSv4 ACLでの
ファイルシステムの作成、または既存の POSIX ACLのNFSv4への変換の詳細につ
いては、137ページの「ACLを使用した Sun QFSおよび SAM-QFSファイルの保
護」を参照してください。

注 – Oracle Solaris OSは、サーバーメッセージブロック (SMB)プロトコルのサーバーお
よびクライアント実装を提供し、これには、NT LM 0.12や共通インタフェース
ファイルシステム (CIFS)などの多数の SMBダイアレクトのサポートが含まれま
す。CIFSと SMBという用語は、どちらも同じ意味で使用できます。

既存のWindows環境へのOracle Solaris SMBサーバーの統合とOracle Solarisシステム
への SMB共有のマウントの詳細については、『Oracle Solaris Administration: SMB and
Windows Interoperability』を参照してください。
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Oracle Solaris SMBサービスの使用を始める
Oracle Solaris SMBサービスは、ドメインとワークグループという 2つのモードで動作
できます。これらのモードは相互に排他的です。環境と認証のニーズに基づい
て、いずれか一方を選択します。

■ Active Directory (AD)ドメインがあり、ドメインユーザーがOracle Solaris SMB
サービスにアクセスできるようにする場合は、そのドメインに参加することに
よってドメインモードを選択します。

■ ADドメインがない場合、またはドメインユーザーをサポートする必要がなく
ローカルOracle Solarisユーザーを使用して SMBサービスにアクセスする場合
は、ワークグループに参加することによってワークグループモードを選択しま
す。

ワークグループまたはADドメインに正常に参加したあと、SMB共有を作成してア
クセスすることができます。

Oracle Solaris SMBサーバーの構成の詳細については、『Oracle Solaris Administration:
SMB and Windows Interoperability』の「Configuring the SMB Server Operation Mode (Task
Map)」を参照してください。

shareコマンド
shareコマンドは、さまざまなファイルシステムタイプで SMB共有を管理できるよ
うにします。詳細は、 share(1M)のマニュアルページを参照してください。

SAM-QFSファイルシステム上で SMB共有を有効にするには、次の構文を使用しま
す。

# share -F smb /sqfs1

大文字と小文字を区別しないサポート
従来のUNIXおよび POSIXファイルシステムのファイル名では大文字と小文字が区
別されます。SAM-QFSファイルシステムはすでに大文字と小文字を区別する動作を
サポートしています。SMBサービスには大文字と小文字を区別しない動作が必要で
す。SAM-QFSで SMBサービスをサポートするために、混在モードの動作が実装され
ています。混在モードの動作は、ファイルシステムが大文字と小文字を区別する照
合動作と区別しない照合動作の両方に対するリクエストをサポートできることを示
します。

大文字と小文字を区別しない照合リクエストが大文字と小文字の区別が混在する
ファイルシステムで作られている場合、動作は通常、大文字と小文字をまったく区
別しないファイルシステムで期待される動作と同じです。違いは、大文字と小文字
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の区別が混在するファイルシステムには、大文字と小文字を区別するという観点か
ら見ると一意であっても、大文字と小文字を区別しないという観点から見ると一意
ではない重複する名前を持つファイルやディレクトリが含まれる場合があることで
す。

たとえば、ディレクトリにはファイル foo、Foo、および FOOが含まれる場合があり
ます。可能性のある fooの形式 (たとえば、foo、FOO、FoO、fOoなど)のいずれかの
大文字と小文字を区別しない照合がリクエストされると、照合アルゴリズムにより
一致として 3つの既存のファイルのいずれかが選択されます。アルゴリズムが一致
として選択するファイルは保証されませんが、同じファイルが fooのいずれかの形式
に対する一致として選択されます。foo、FOO、foO、Fooなどの大文字と小文字を区
別しない照合として選択されるファイルは、ディレクトリが変更されるまでは常に
同じです。

DOS属性のサポート
SMBサービスを完全にサポートするためには、Sun QFSが特定のファイル属性をサ
ポートしている必要があります。これらの属性は、ファイルの所有者、または
write_attributes ACE権限を使用して権限が許可されているユーザーまたはグ
ループが設定およびクリアできます。

次の表で、Sun OFSファイルシステムでサポートされているファイル属性の一覧を示
します。

表 8–1 Sun QFSファイルシステムでサポートされているファイル属性

属性 説明

appendonly 追加のみ可能になるようにファイルにマークします。

archive アーカイブ用としてファイルにマークします。これはファイルが
作成または変更されるときに設定されます。この属性は現在
SAM-QFSでは使用されていません。

createtime ファイルの作成時のタイムスタンプ。ファイルの所有者、または
write_attributes権限を持つユーザーは、この値を任意の時間に
変更できます。

hidden ファイルを隠しファイルとしてマークします。Windowsシステム
でファイルは透過で表示されます。
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表 8–1 Sun QFSファイルシステムでサポートされているファイル属性 (続き)
属性 説明

immutable ファイルの内容の変更または削除を禁止します。また、アクセス
時間の更新を除くすべてのメタデータの変更も禁止します。この
属性がディレクトリに設定されている場合は、ファイルとディレ
クトリの削除と作成が禁止されます。immutableとマークされた
ファイルやディレクトリの内容を変更する試みはすべて、エ
ラーで失敗します。immutableとマークされたファイルの属性 (ア
クセス時間を除く)を変更する試みはすべて、エラーで失敗しま
す。

nodump Oracle Solarisシステムではこの属性に特別なセマンティクスはあ
りません。

nounlink ファイルが削除されないようにします。ディレクトリでは、この
属性はディレクトリの内容に対する変更も禁止します。つま
り、ディレクトリ内のファイルの削除または名前の変更はできま
せん。nounlinkとマークされたファイルとディレクトリをリンク
解除または名前変更する試みはすべて、エラーを返します。

offline ファイルがオフラインかどうかを示します。ファイルが SAM-QFS
ファイルシステムでリリースされると、offline属性が設定されま
す。Windowsシステムは、この属性が設定されたファイルのプレ
ビューを試みません。

readonly ファイルを読み取り専用としてマークします。ファイルが読み取
り専用とマークされると、ファイルの内容データは変更できなく
なります。ファイルのそのほかのメタデータは引き続き変更可能
です。この属性はディレクトリに設定できますが、これにセマン
ティクス上の意味はありません。ファイルの内容を変更する試み
はすべては、エラーを返します。

sparse ユーザーとアプリケーションが、ファイルをスパースと解釈でき
ることを示すために使用できます。これはファイルが実際にス
パースであるかどうかを示さず、Oracle Solaris OSでは特別なセマ
ンティクスはありません。ファイルの長さがゼロに切り詰められ
ると、sparse属性はクリアされます。

system Windowsシステムの特別なファイルのマーカー。

例 8–1 lsコマンドを使用したシステム属性の表示

lsコマンドを使用して、SAM-QFSファイルの属性を表示できます。次に例を示しま
す。

# ls -/v file1

-rw-r--r-- 1 root root 40560 Jun 28 11:54 file1

{archive,nohidden,noreadonly,nosystem,noappendonly,

nonodump,noimmutable,nonounlink,nooffline,sparse}

lsコマンドの詳細については、ls(1)のマニュアルページを参照してください。
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例 8–2 chmodコマンドを使用したシステム属性の変更

chmodコマンドを使用して、SAM-QFSファイルのシステム属性を変更できます。た
とえば、ファイルを読み取り専用に変更するには:

# chmod S+vreadonly file2

# ls -/v file2

-rw-r--r-- 1 root root 12 Jun 28 11:56 file2

{noarchive,nohidden,readonly,nosystem,noappendonly,

nonodump,noimmutable,nonounlink,offline,nosparse}

chmodコマンドの詳細については、chmod(1)のマニュアルページを参照してくださ
い。

ACLを使用した Sun QFSおよび SAM-QFSファイルの保護
以前のバージョンのOracle Solarisは、主に POSIXドラフトACL仕様に基づくACL実
装をサポートしていました。POSIXドラフトに基づくACLは、UFSファイルを保護
するために使用され、NFSv4より前のバージョンのNFSによって変換されます。

NFSv4の導入により、新しいOracle Solaris ACLモデルは、NFSv4が提供するUNIXク
ライアントとUNIX以外のクライアントとの間の相互運用性を完全にサポートして
います。NFSv4仕様で定義されている新しいACL実装は、NT方式のACLに基づく
より豊かなセマンティクスを提供します。

新しいACLモデルの主な相違点は、次のとおりです。

■ NFSv4仕様に基づいており、NT方式のACLに似ています。
■ より詳細なアクセス権限のセットを提供します。詳細は、表 8–3を参照してくだ
さい。

■ setfaclおよび getfaclコマンドではなく、chmodおよび lsコマンドを使って設定
および表示します。

■ アクセス権限がどのように適用されるかを設計するための、より豊富な継承セマ
ンティクスを提供します。詳細は、142ページの「ACL継承」を参照してくださ
い。

どちらのACLモデルも、標準のファイルアクセス許可よりも詳細なアクセス制御が
可能です。POSIXドラフトのACLと同様に、新しいACLは複数のアクセス制御エン
トリ (ACE)で構成されます。

POSIXドラフトスタイルのACLは、単一のエントリを使用して、許可する権限と拒
否する権限を定義します。新しいACLモデルには、アクセスチェックに影響する
ALLOWとDENYという 2種類のACEがあります。このため、権限を定義する 1つの
ACEから、そのACEに定義されていない権限が許可されているか拒否されているか
を推論することはできません。
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新しいOracle Solaris ACLモデルの詳細については、『Oracle Solaris Administration:
ZFS File Systems』の「New Solaris ACL Model」を参照してください。

SAM-QFSでのユーザーおよびグループアイデン
ティティーのマッピング
現在のところ、SAM-QFSは短期的 IDまたは SIDをサポートしていません。した
がって、すべてのWindowsアイデンティティーは、idmapサービスを使用して明示
的に定義するか、Active Directoryサービスから提供する必要があります。明示的
マッピングが定義されていない、SMBサーバーで出現するアイデン
ティティーは、自動的にデフォルトの nobodyアイデンティティーに設定されます。

アイデンティティーマッピング管理の詳細については、『Oracle Solaris
Administration: SMB and Windows Interoperability』の第 2章「Identity Mapping
Administration (Tasks)」を参照してください。

NFSv4 ACLをサポートするためのファイルシステ
ムの作成と変換
POSIX ACLは、SAM-QFSファイルシステムに存在するデフォルトのACLです。SMB
サービスをサポートするためには、SAM-QFSファイルシステムがNFSv4 ACLもサ
ポートする必要があります。

■ sammkfs -Aコマンドを使用して、NFSv4 ACLでファイルシステムを作成しま
す。たとえば、ファイルシステム sqfs1をNFSv4 ACLで作成するには:

# sammkfs -A -S sqfs1

sammkfsコマンドの -Aオプションの詳細については、『Sun QFS and Sun Storage
Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「sammkfs(1M)」を参照してください。

■ samfsck -Aコマンドを使用して、既存の POSIX ACLをNFSv4 ACLに変換しま
す。たとえば、既存のファイルシステム sqfs2上で POSIX ACLからNFSv4 ACLに
変換するには:

# samfsck -F -A sqfs2

注 – POSIX ACLSからNFSv4への変換は予約できません。変換はファイルシステム
のバージョンV2またはV2Aだけに適用されます。

samfsckコマンドの -Aオプションの詳細については、『Sun QFS and Sun Storage
Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「samfsck(1M)」を参照してください。
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ACLを設定する構文の説明
次のように、2つの基本的なACLの形式が用意されています。

簡易ACLを設定する構文

chmod [options] A[index]{+|=}owner@ |group@ |everyone@:

access-permissions/...[:inheritance-flags]: deny | allow file

chmod [options] A-owner@, group@, everyone@: access-permissions/...[:inheritance-flags]:
deny | allow file ...

chmod [options] A[index]- file

非簡易ACLを設定する構文

chmod [options] A[index]{+|=}user|group:name: access-permissions/...[:inheritance-flags]
:deny | allow file

chmod [options] A-user|group:name:access-permissions /...[:inheritance-flags]:deny |

allow file ...

chmod [options] A[index]- file

owner@、group@、everyone@
簡易ACL構文のACL-entry-typeを指定します。ACL-entry-typesについては、表 8–2
を参照してください。

userまたは group:ACL-entry-ID=usernameまたは groupname
明示的なACL構文のACL-entry-typeを指定します。ユーザーとグループの
ACL-entry-typeには、ACL-entry-ID、username、または groupnameも含める必要があ
ります。ACL-entry-typesについては、表 8–2を参照してください。

access-permissions/.../
許可または拒否するアクセス権を指定します。ACLアクセス権限について
は、表 8–3を参照してください。

inheritance-flags
ACL継承フラグのオプションリストを指定します。ACL継承フラグについて
は、表 8–4を参照してください。

deny | allow
アクセス権を許可するか拒否するかを指定します。

次の例では、ACL-entry-IDの値は関係ありません。

group@:write_data/append_data/execute:deny

特定のユーザー (ACL-entry-type)をACLに含めるため、次の例にはACL-entry-IDが含
まれています。
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0:user:gozer:list_directory/read_data/execute:allow

ACLエントリが表示されるときは、次のようになります。

2:group@:write_data/append_data/execute:deny

この例の 2または index-ID指定は、所有者、特定のUID、グループ、および全員用の
複数のエントリを含む可能性のある大きなACL内のACLエントリを識別しま
す。chmodコマンドで index-IDを指定して、ACLのどの部分を変更するかを指定でき
ます。たとえば、次のように、chmodコマンドに A3としてインデックス ID 3を指定
できます。

chmod A3=user:venkman:read_acl:allow filename

所有者、グループ、およびその他のACL表現であるACLエントリタイプについ
て、次の表で説明します。

表 8–2 ACLエントリタイプ

ACLエントリタイプ 説明

owner@ オブジェクトの所有者に許可するアクセス権を指定します。

group@ オブジェクトの所有グループに許可するアクセス権を指定します。

everyone@ ほかのどのACLエントリにも一致しないすべてのユーザーまたはグ
ループに許可するアクセス権を指定します。

user ユーザー名を使って、オブジェクトの追加ユーザーに許可するアク
セス権を指定します。ACL-entry-IDを含める必要があり、これには
usernameまたは user-IDが含まれます。値が有効な数値UIDまたは
usernameでない場合、ACLエントリタイプは無効です。

group グループ名を使って、オブジェクトの追加グループに許可するアク
セス権を指定します。ACL-entry-IDを含める必要があり、これには
groupnameまたは group-IDが含まれます。値が有効な数値GIDまた
は groupnameでない場合、ACLエントリタイプは無効です。

ACLアクセス権限について、次の表で説明します。

表 8–3 ACLアクセス権限

アクセス権限 説明

add_file 新しいファイルをディレクトリに追加するための権限。

add_subdirectory ディレクトリ上でサブディレクトリを作成するための権限。

delete ファイルを削除するための権限。

delete_child ディレクトリ内のファイルまたはディレクトリを削除するための権限。
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表 8–3 ACLアクセス権限 (続き)
アクセス権限 説明

execute ファイルの実行またはディレクトリの内容の検索を行うための権限。

list_directory ディレクトリの内容を一覧表示するための権限。

read_acl ACLを読み取るための権限 (ls)。

read_attributes ファイルの基本属性 (ACL以外)を読み取るための権限。(基本属性は stat
レベルの属性と考えてください)。このアクセスマスクビットを許可する
ことは、エンティティーが ls(1)および stat(2)を実行できることを意味
します。

read_data ファイルの内容を読み取るための権限。

read_xattr ファイルの拡張属性を読み取るための権限、またはファイルの拡張属性
ディレクトリの検索を実行するための権限。

write_xattr 拡張属性を作成するための権限、または拡張属性ディレクトリに書き込
むための権限。

この権限をユーザーに許可することは、ユーザーがファイルの拡張属性
ディレクトリを作成できることを意味します。属性ファイルの権限
は、属性へのユーザーのアクセスを制御します。

write_data ファイルの内容を変更または置き換えるための権限。

write_attributes ファイルまたはディレクトリに関連付けられた時間を任意の値に変更す
る権限。

write_acl ACLを書き込むための権限、または chmodコマンドを使ってACLを変更
するための権限。

write_owner ファイルの所有者またはグループを変更するための権限、つま
り、ファイルに対して chownまたは chgrpコマンドを実行できる権限。

ファイルの所有権を取得するための権限、または、ファイルのグループ
所有権をユーザーがメンバーであるグループに変更するための権
限。ファイルまたはグループの所有権を任意のユーザーまたはグループ
に変更する場合は、PRIV_FILE_CHOWN権限が必要です。

例 8–3 SAM-QFSファイルの簡易ACLの変更

次の例では、簡易ACLが file.1に存在します。

# ls -v file.1

-rw-r--r-- 1 root root 206674 Jun 14 10:54 file.1

0:owner@:read_data/write_data/append_data/read_xattr/write_xattr

/read_attributes/write_attributes/read_acl/write_acl/write_owner

/synchronize:allow

1:group@:read_data/read_xattr/read_attributes/read_acl/synchronize:allow

2:everyone@:read_data/read_xattr/read_attributes/read_acl/synchronize

:allow
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ACL継承
ACL継承を使用する目的は、親ディレクトリの既存の権限ビットを無視することな
く、新しく作成したファイルまたはディレクトリが適切なACLを継承できるように
することです。

デフォルトでは、ACLは伝達されません。ディレクトリに非簡易ACLを設定した場
合、これはそれ以降のディレクトリには継承されません。ファイルまたはディレク
トリにACLの継承を指定する必要があります。

オプションの継承フラグについて、次の表で説明します。

表 8–4 ACL継承フラグ

継承フラグ 説明

file_inherit ACLの継承を親ディレクトリからそのディレクトリのファイルだけに
します。

dir_inherit ACLの継承を親ディレクトリからそのディレクトリのサブディレクト
リだけにします。

inherit_only 親ディレクタからACLを継承します。このオプションは、新しく作成
したファイルまたはサブディレクトリだけに適用され、ディレクトリ
自体には適用されません。何を継承するかを指定するために、このフ
ラグには file_inheritフラグ、dir_inheritフラグ、またはその両方
が必要です。

no_propagate ACLを、親ディレクトリから、そのディレクトリの第 1レベルの内容
にのみ継承し、第 2レベル以降の内容には継承しません。何を継承す
るかを指定するために、このフラグには file_inheritフラ
グ、dir_inheritフラグ、またはその両方が必要です。

デフォルトでは、ACLはディレクトリ構造を通じて伝達されません。

例 8–4 デフォルトACL継承の許可

次の例では、test.dirのユーザー gozerに対し、read_data/write_data/executeの非
簡易ACEが適用されます。

# chmod A+user:gozer:read_data/write_data/execute:allow test.dir

# ls -dv test.dir

drwxr-xr-x+ 2 root root 2 Jun 15 10:40 test.dir

0:user:gozer:list_directory/read_data/add_file/write_data/execute:allow

1:owner@:list_directory/read_data/add_file/write_data/add_subdirectory

/append_data/read_xattr/write_xattr/execute/read_attributes

/write_attributes/read_acl/write_acl/write_owner/synchronize:allow

2:group@:list_directory/read_data/read_xattr/execute/read_attributes

/read_acl/synchronize:allow

3:everyone@:list_directory/read_data/read_xattr/execute/read_attributes

/read_acl/synchronize:allow
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例 8–4 デフォルトACL継承の許可 (続き)

test.dirサブディレクトリが作成された場合、ユーザー gozerのACEは伝達されま
せん。ユーザー gozerは、sub.dirに対する権限によりファイル所有者、グループメ
ンバー、または everyone@としてのアクセスが許可されている場合は、sub.dirだけ
にアクセスできます。

# mkdir test.dir/sub.dir

# ls -dv test.dir/sub.dir

drwxr-xr-x 2 root root 2 Jun 15 10:41 test.dir/sub.dir

0:owner@:list_directory/read_data/add_file/write_data/add_subdirectory

/append_data/read_xattr/write_xattr/execute/read_attributes

/write_attributes/read_acl/write_acl/write_owner/synchronize:allow

1:group@:list_directory/read_data/read_xattr/execute/read_attributes

/read_acl/synchronize:allow

2:everyone@:list_directory/read_data/read_xattr/execute/read_attributes

/read_acl/synchronize:allow

例 8–5 ディレクトリ内のファイルに対するACL継承の許可

次の例では、ディレクトリ内の新しく作成されたすべてのファイルにいくつかの権
限が適用されますが、それらの権限はディレクトリ自体には適用されませ
ん。file_inheritフラグは権限がファイルに対するものであることを示
し、inherit_onlyフラグは権限が継承に対するものであり、ディレクトリ自体には
適用されないことを示します。

# chmod A+user:bob:read_data/execute:file_inherit/inherit_only:deny mydir

# ls -vd mydir

dr-xr-xr-x+ 2 root root 4096 Jul 5 19:10 mydir

0:user:bob:list_directory/read_data/execute:file_inherit/inherit_only:deny

1:owner@:list_directory/read_data/add_file/write_data/add_subdirectory

/append_data/read_xattr/write_xattr/execute/delete_child

/read_attributes/write_attributes/read_acl/write_acl/write_owner

/synchronize:allow

2:group@:list_directory/read_data/read_xattr/execute/read_attributes

/read_acl/synchronize:allow

3:everyone@:list_directory/read_data/read_xattr/execute/read_attributes

/read_acl/synchronize:allow

myfileファイルが mydirディレクトリ内に作成された場合、myfileファイルは自動
的にすべてのアクセス権を継承します。

# cd mydir

# touch myfile

# ls -v myfile

-r--r--r--+ 1 root root 0 Jul 5 19:11 myfile

0:user:bob:read_data/execute:file_inherit/inherit_only:deny

1:owner@:read_data/write_data/append_data/read_xattr/write_xattr

/read_attributes/write_attributes/read_acl/write_acl/write_owner

/synchronize:allow

2:group@:read_data/read_xattr/read_attributes/read_acl/synchronize:allow

3:everyone@:read_data/read_xattr/read_attributes/read_acl/synchronize:allow
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WORM-FSファイルシステムの構成

この章では、WORMテクノロジと、調整可能なWORM-FSファイルシステムを構成
する方法について説明します。

WORM-FSファイルシステムについて
WORM (Write-Once Read-Many)テクノロジは、データの完全性の理由から、および
このテクノロジを使用している格納済みファイルの法的有効性が認められているた
め、多くのアプリケーションで使用されています。

注 – SUNWsamfswmパッケージは、SUNWqfsおよび SUNWsamfsパッケージにマージされて
います。WORM-FS機能を有効にするために SUNWsamfswmパッケージを個別にインス
トールする必要はありません。

WORM-FS機能を有効にするには、次の一覧からマウントオプションを指定します:

■ worm_capable

■ worm_lite

■ worm_emul

■ emul_lite

マウントオプションの詳細は、146ページの「WORM-FS機能の有効化」を参照して
ください。

WORM-FS機能では、デフォルトおよびカスタマイズされたファイル保存期
間、データおよびパスの不変性、WORM設定のサブディレクトリへの継承が提供さ
れます。

WORM-FSは、2つのモードのいずれかで動作します。

■ Sun標準準拠モード (標準モードと呼ばれます)。これがデフォルトです。

9第 9 章
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■ Sunエミュレーション準拠モード (エミュレーションモードと呼ばれます)。これ
は、StorageTek 5320 NAS (Network Attached Storage)アプライアンスのエ
ミュレーションモードとの互換性を提供するように設計されており、Network
Applianceによって定義されたインタフェースに似ています。

標準モードとエミュレーションモードの違いの 1つは、保存できるファイルの性質
に関する制約です。具体的に言うと、標準モードでは、UNIX実行可能アクセス権を
持つファイルを保存できません。エミュレーションモードには、このような制限は
ありません。標準モードでの制限は、ファイルに setuidモードを設定することを規
定している、NFSおよび FTPのために定義された保持トリガーのために存在しま
す。ファイルが保持されると、クライアントには setuidモードビットが設定されて
表示されます。ただし、実行可能ファイルに対する制限によって、考えられるセ
キュリティーホール (rootユーザーが所有する実行可能ファイルをWORMにするこ
とにより、削除できないようにすることができる)が防止されます。このアプローチ
の利点は、システム上のどのファイルがWORMで保護されたファイルであるか
を、ユーザーまたはアプリケーションがより容易に判定できることにあります。

NFSクライアントでのWORM-FSの使用
NFSクライアントが接続されたOracle Solaris 10以降でWORM-FSを使用している場
合は、NFSクライアントおよびサーバーでNFSバージョン 4が有効になっているこ
とを確認してください。

Oracle Solaris OSの旧バージョン (Oracle Solaris 10より前)やNFSバージョン 3を実行
している場合は、NFSクライアントにWORM-FSファイルが表示されない可能性が
あります。/etc/systemファイルに次の行を追加してから、システムをリブートして
ください:

set nfs:nfs_allow_preepoch_time = 1

WORM-FS機能の有効化
次の表は、WORM-FS機能を有効にするために使用できる 4つのマウントオプション
を示しています。

オプション 簡単な説明 説明

worm_capable 標準WORMモード。 WORMトリガーコマンド chmod

4000 filename/directory-nameを使
用して、ファイルまたはディレ
クトリ上のWORMビットを設
定します。
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オプション 簡単な説明 説明

worm_lite 標準WORMモードの制限の一
部を緩和します。

システム管理者は、ファイルを
保存期間が期限切れになる前に
削除したり、ファイルの保存期
間を短縮したりできま
す。ファイルのデータとパスの
完全性は変わりません。詳細
は、148ページの「WORM lite
オプション」を参照してくださ
い。

worm_emul WORMエミュレーション
モード。これは、StorageTek
5320 NAS (Network Attached
Storage)アプライアンスのエ
ミュレーションモードとの互換
性を提供するように設計されて
います。

標準WORM機能を異なる
WORMトリガーによって提供
します。WORMビット
は、ディレクトリまたはファイ
ルを書き込み可能から読み取り
専用に変更することによって設
定されます。

emul_lite WORMエミュレーション
モード。これは、StorageTek
5320 NAS (Network Attached
Storage)アプライアンス
の「lite」バージョンとの互換
性を提供するように設計されて
います。

標準WORM lite機能を異なる
WORMトリガーによって提供
します。WORMビット
は、ディレクトリまたはファイ
ルを書き込み可能から読み取り
専用に変更することによって設
定されます。worm_liteオプ
ションと同様に、管理者
は、ファイルに対する特殊な操
作を実行できます。詳細は、
148ページの「WORM liteオプ
ション」を参照してください。

これら 4つのマウントオプションには、多少の排他性があります。「lite」から標準
WORMモードへのアップグレードは可能ですが、標準WORMモードからエ
ミュレーションモードに、またはエミュレーションモードから標準モードに変更す
ることはできません。これらのオプションは、ファイルシステムをマウントすると
きにコマンド行で指定するか、/etc/vfstab内に示すか、また
は/opt/SUNWsamfs/samfs.cmd内で指定できます。マウントオプションの優先順位に関
する通常の規則が適用されます。

WORM属性はマウントテーブルに格納され、ファイルシステム内のどのディレクト
リにもWORMファイルを作成できます。

注 – /etc/vfstab内でWORMマウントオプションを設定するには、システム管理者権
限を持たなければなりません。
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次の例は、WORM-FSのマウントオプションを示しています。/samfs1にマウントさ
れたファイルシステム samfs1はWORMに対応しており、ファイルのデフォルトの
保持期間が 60分に設定されています。

例 9–1 WORM-FSのマウントオプションの使用

# cat /etc/vfstab

#device device mount FS fsck mount mount

#to mount to fsck point type pass at boot options

#

fd - /dev/fd fd - no -

/proc - /proc proc - no -

/dev/dsk/c0t0d0s1 - - swap - no -

samfs1 - /samfs1 samfs - yes worm_capable,def_retention=60

swap - /tmp tmpfs - yes -

WORM-FS機能が有効になったあと、ファイルシステム内に少なくとも 1つの
WORMファイルが存在する場合は、ファイルシステムのスーパーブロックが
WORM機能を反映するように更新されます。それ以降に sammkfsでファイルシステ
ムを再構築しようとしても、worm_liteまたは emul_liteマウントオプションを使用
していないかぎり失敗します。

WORM liteオプション
worm_liteおよび emul_liteマウントオプションを指定すると、WORMに対応したボ
リュームや保持されているファイルに対して実行できる操作に関する制限を緩和す
る、変更されたWORM環境が作成されます。WORM liteオプションは、データ保存
の保証は必要だがWORMほど厳しい制約をシステムが受ける必要がない、マニュア
ル管理および保存ポリシーを持つ会社にとってのソリューションとなります。一部
のデータ保存設定を変更し、場合によっては無効にするメカニズムが存在します。

より厳しい標準WORMポリシーにアップグレードする前に、WORM liteオプション
を使用して、WORMシステムおよびアプリケーションのテストと構成を行うことも
できます。

WORM lite環境の動作は、標準WORMモードによく似ています。ファイルのデータ
とパスは変わりませんが、システム管理者は次の特別な操作を実行できます。

■ WORMファイルを保存時間が期限切れになる前に削除する
■ WORMファイルの保持期間を短縮する
■ WORM lite対応ボリュームを削除するか、sammkfsコマンドを使用して再構築する

WORMファイルの作成
WORMマウントオプションを使用すると、ファイルシステムにWORMファイルを
格納できるようになりますが、WORMファイルが自動的に作成されるわけではあり
ません。WORMファイルを作成するには、最初にディレクトリをWORM対応にす
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る必要があります。ディレクトリを作成したあと、WORMトリガーコマンドを使用
して、ディレクトリにWORMビットを設定します。使用するマウントオプションに
応じて、次のWORMトリガーコマンドを使用できます。
■ worm_capableまたは worm_liteマウントオプションを使用している場合は、chmod

4000 directory-nameを使用してWORMビットを設定します。
■ worm_emulまたは emul_liteマウントオプションを使用している場合は、ディレク
トリに対する書き込み権を削除してWORMビットを設定します。

ディレクトリにWORMビットを設定したあと、そのディレクトリ内にファイルを作
成し、適切なWORMトリガーを使用して、保存するファイルにWORMビットを設
定できます。WORMトリガーは、ファイルとディレクトリのどちらでも同じもので
す。

WORMトリガーの適用には注意が必要です。ファイルにWORM機能が適用される
と、ファイルデータとパスを変更できなくなります。この機能をファイルに適用す
ると、元に戻せません。さらに、ファイルにWORMトリガーを適用すると、そのボ
リュームもWORMボリュームになり、変更できなくなります。そのボリュームに対
しては、ボリューム管理またはRAIDインタフェースを使用して廃棄することしかで
きません。その作成にWORM liteオプションのいずれかが使用された場合
は、sammkfsを使用してそのボリュームを再構築することもできます。

次に、システム規模のデフォルトの保持値を使用して、4つのマウントオプションの
それぞれにWORMトリガーを使用した例を示します。

例 9–2 chmod 4000標準WORM機能を使用したWORMトリガー

この例は、標準WORM機能を使用したWORMトリガー chmod 4000の単純な適用を
示しています。

[host1]# grep -i worm /etc/vfstab

samfs1 - /samfs1 samfs - no bg,worm_capable

[host1]# cd /samfs1

[host1]# mkdir WORM

[host1]# chmod 4000 WORM

[host1]# sls -D

WORM:

mode: drwxr-xr-x links: 2 owner: root group: root

length: 4096 admin id: 0 inode: 1025.1

access: Jan 30 15:50 modification: Jan 30 15:50

changed: Jan 30 15:50 attributes: Jan 1 1970

creation: Jan 30 15:50 residence: Jan 30 15:50

worm-capable retention-period: 0y, 30d, 0h, 0m

[host1]# cd WORM

[host1]# touch test

[host1]# chmod 4000 test

[host1]# sls -D
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例 9–2 chmod 4000標準WORM機能を使用したWORMトリガー (続き)

test:

mode: -r-Sr--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1026.3

access: Jan 30 15:51 modification: Jan 30 15:51

changed: Jan 30 15:51 retention-end: Mar 1 15:51 2007

creation: Jan 30 15:51 residence: Jan 30 15:51

retention: active retention-period: 0y, 30d, 0h, 0m

[host1]# rm test

rm: test: override protection 444 (yes/no)? yes

rm: test not removed: Read-only file system

[host1]# ls

test

例 9–3 chmod 4000 WORM Lite機能を使用したWORMトリガー

この例は、標準WORM lite機能を使用したWORMトリガー chmod 4000の単純な適用
を示しています。

[root@ns-east-44]# grep -i worm /etc/vfstab

samfs1 - /samfs1 samfs - no bg,worm_lite

[host1]# mount samfs1

[host1]# cd /samfs1

[host1]# mkdir WORM

[host1]# chmod 4000 WORM

[host1]# sls -D

WORM:

mode: drwxr-xr-x links: 2 owner: root group: root

length: 4096 admin id: 0 inode: 1025.1

access: Jan 30 16:12 modification: Jan 30 16:12

changed: Jan 30 16:12 attributes: Jan 1 1970

creation: Jan 30 16:12 residence: Jan 30 16:12

worm-capable retention-period: 0y, 30d, 0h, 0m

[host1]# cd WORM

[host1]# touch test

[host1]# chmod 4000 test

[host1]# sls -D

test:

mode: -r-Sr--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1026.1

access: Jan 30 16:13 modification: Jan 30 16:13

changed: Jan 30 16:13 retention-end: Mar 1 16:13 2007

creation: Jan 30 16:13 residence: Jan 30 16:13

retention: active retention-period: 0y, 30d, 0h, 0m

[host1]# rm test

rm: test: override protection 444 (yes/no)? yes

[host1]# ls

[host1]#
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例 9–4 chmod -w WORMエミュレーションモードを使用したWORMトリガー

この例は、WORMエミュレーションモードを使用したWORMトリガーの単純な適
用を示しています。

[root@ns-east-44]# grep -i worm /etc/vfstab

samfs1 - /samfs1 samfs - no bg,worm_emul

[host1]# mount samfs1

host1]# cd /samfs1

[host1]# mkdir WORM

[host1]# chmod -w WORM

[host1]# sls -D

WORM:

mode: drwxr-xr-x links: 2 owner: root group: root

length: 4096 admin id: 0 inode: 1025.1

access: Jan 30 16:26 modification: Jan 30 16:26

changed: Jan 30 16:26 attributes: Jan 1 1970

creation: Jan 30 16:26 residence: Jan 30 16:26

worm-capable retention-period: 0y, 30d, 0h, 0m

[host1]# cd WORM

[host1]# touch test

[host1]# chmod -w test

[host1]# sls -D

test:

mode: -r--r--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1026.1

access: Jan 30 16:26 modification: Jan 30 16:26

changed: Jan 30 16:26 retention-end: Mar 1 16:26 2007

creation: Jan 30 16:26 residence: Jan 30 16:26

retention: active retention-period: 0y, 30d, 0h, 0m

[host1]# rm test

rm: test: override protection 444 (yes/no)? yes

rm: test not removed: Read-only file system

[host1]# ls

test

例 9–5 chmod -w WORMエミュレーション Liteモードを使用したWORMトリガー

この例は、WORMエミュレーション liteモードを使用したWORMトリガーの単純な
適用を示しています。

[root@ns-east-44]# grep -i worm /etc/vfstab

samfs1 - /samfs1 samfs - no bg,emul_lite

[host1]# mount samfs1

[host1]# cd /samfs1

[host1]# mkdir WORM

[host1]# chmod -w WORM

[host1]# sls -D

WORM:

mode: drwxr-xr-x links: 2 owner: root group: root
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例 9–5 chmod -w WORMエミュレーション Liteモードを使用したWORMトリガー (続き)

length: 4096 admin id: 0 inode: 1025.1

access: Jan 30 16:36 modification: Jan 30 16:36

changed: Jan 30 16:36 attributes: Jan 1 1970

creation: Jan 30 16:36 residence: Jan 30 16:36

worm-capable retention-period: 0y, 30d, 0h, 0m

[host1]# cd WORM

[host1]# touch test

[host1]# chmod -w test

[host1]# sls -D

test:

mode: -r--r--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1026.1

access: Jan 30 16:36 modification: Jan 30 16:36

changed: Jan 30 16:36 retention-end: Mar 1 16:36 2007

creation: Jan 30 16:36 residence: Jan 30 16:36

retention: active retention-period: 0y, 30d, 0h, 0m

[host1]# rm test

rm: test: override protection 444 (yes/no)? yes

[host1]# ls

[host1]#

保持期間
WORM-FS機能には、カスタマイズ可能なファイル保存期間も用意されていま
す。ファイルに保存期間を割り当てると、指定した期間の間、そのファイルで
WORM機能が維持されます。

注 – Oracle SolarisまたはUNIXユーティリティーを使用して保持期間を最初に割り当
てるか、または延長している場合は、2038年 1月 18日を超えて保持期間を延長でき
ません。これらのユーティリティーは、符号付き 32ビット数値を使用して秒単位の
時間を表します。時間は、1970年 1月 1日の時点から計測されます。この時点からの
2**31秒は、2038年 1月 18日の午後 10時 14分ころまでとなります。ただし、デ
フォルトの保存期間を使用して、この日付を超えることができます。154ページ
の「デフォルト保存期間の設定」を参照してください。

ファイルに保存期間を設定するには、次のいずれかを行います。

■ touchユーティリティーを使用して、または libcのサブルーチン utimes()を使用
したプログラムで、ファイルのアクセス時間を進めます。ファイルの保持期間
は、分単位で格納されます。アクセス時刻を進めてから、適切なWORMトリ
ガーを使用してWORMビットを設定してください。

■ 適切なWORMトリガーを適用することによって、ファイルのデフォルトの保持
期間を使用します。ファイルシステムでは、デフォルトの保持期間が適用されま
す。詳細は、154ページの「デフォルト保存期間の設定」を参照してください。
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次に、WORMに対応したディレクトリ内にファイルを作成し、そのファイルに
(chmod 4000コマンドで) WORMトリガーを使用したあと、slsコマンドを使用して
ファイルのWORM機能を表示する例を示します。この例では、ファイルシステムの
デフォルトの保持期間 (例 9–1で設定された 60分)を使用しています。

例 9–6 WORM対応ディレクトリとWORMファイルの作成

# cd WORM

# echo "This is a test file" >> test

# sls -D

test:

mode: -rw-r--r-- links: 1 owner: root group: other

length: 20 admin id: 0 inode: 1027.1

access: Oct 30 02:50 modification: Oct 30 02:50

changed: Oct 30 02:50 attributes: Oct 30 02:50

creation: Oct 30 02:50 residence: Oct 30 02:50

checksum: gen no_use not_val algo: 0

# chmod 4000 test

# sls -D

test:

mode: -r--r--r-- links: 1 owner: root group: other

length: 20 admin id: 0 inode: 1027.1

access: Oct 30 02:50 modification: Oct 30 02:50

changed: Oct 30 02:50 retention-end: Oct 30 2005 03:50

creation: Oct 30 02:50 residence: Oct 30 02:50

retention: active retention-period: 0y, 0d, 1h, 0m

checksum: gen no_use not_val algo: 0

WORM-FS機能の追加により、Sun QFSファイルシステム内のファイルは次の 3つの
状態のいずれかになります:

■ 通常
■ 保持
■ 期限切れ

通常状態は、Sun QFSファイルシステム内の通常ファイルの状態を表します。ファイ
ルにWORMビットが設定されると、保持 (つまり、アクティブ)状態への移行が発生
します。ファイルの保存期間を超過すると、期限切れ (over)状態になります。

ファイルに保持期間が割り当てられ、そのファイルにWORMトリガーが適用される
と、ファイルのパスとデータが変更禁止になります。保持期間が期限切れになる
と、状態は「期限切れ」に変更されますが、パスとデータは変更禁止のままです。

ファイルが期限切れ状態のときは、次の 2つの操作のみが可能です。

■ 保持期間の延長。(保持期間は、WORM liteオプションを使用していないかぎり
短縮できません。)

■ ファイルの削除。
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保持期間が延長された場合は、ファイルの状態がアクティブに戻され、それに応じ
て新しい終了日と期間が設定されます。

WORM-FS機能と組み合わせて、ファイルへのハードリンクとソフトリンクの両方を
使用できます。ハードリンクは、WORM機能を持つディレクトリ内にあるファイル
に対してのみ作成できます。作成されたハードリンクは、元のファイルと同じ
WORM特性を持ちます。ソフトリンクも作成できますが、ソフトリンクでは
WORM機能を使用できません。WORMファイルへのソフトリンクは、Sun QFS
ファイルシステム内の任意のディレクトリ内に作成できます。

WORM-FS機能のもう 1つの特性はディレクトリ継承です。WORM属性を含んでい
るディレクトリの下に作成された新しいディレクトリは、この属性を親から継承し
ます。ディレクトリにデフォルトの保存期間が設定されている場合、その保存期間
は新しいサブディレクトリにも継承されます。WORMビットは、親ディレクトリが
WORM機能を持つすべてのファイルに設定できます。ユーザーは、自分が所有して
いるか、または通常のUNIXアクセス権を使用してアクセスできるディレクトリと
ファイルに対してWORM機能を設定できます。

注 – WORM機能を持つディレクトリは、そこにWORMファイルが含まれていない場
合にかぎり、削除することができます。

デフォルト保存期間の設定
ファイルシステムのデフォルトの保持期間は、/etc/vfstabファイル内のマウントオ
プションとして設定できます。次に例を示します。

samfs1 - /samfs1 samfs - nobg,worm_emul,def_retention=1y60d

デフォルトの保持期間を設定するための形式は、MyNdOhPmです。ここ
で、M、N、O、および Pは負でない整数であり、y、d、h、および mは、それぞれ
年、日、時、分を表します。これらの単位を任意に組み合わせることができま
す。たとえば、1y5d4h3mは 1年、5日、4時間、3分を、30d8hは 30日と 8時間
を、300mは 300分をそれぞれ示します。この形式は、保存時間を分単位で指定して
いた 4U5より前のソフトウェアバージョンと下位互換性があります。期間の粒度は
分単位ですが、期間の精度は 1日に基づいています。また、日、時、および分を処
理する機能では、保持期間を決定するときにうるう年が考慮に入れられません。

デフォルトの保持期間を使用すると、2038年を超えるファイルまたはディレクトリ
の保持期間を設定することもできます。デフォルトの保持期間を 2038を超える値に
設定し、ファイルシステムをマウントします。そのあと、適切なWORMトリガーを
使用してデフォルトの保存期間を適用します。次の例は、デフォルトの保持期間を
使用して、ディレクトリとファイルに 2038年を超える保持期間を設定する方法を示
しています。
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例 9–7 2038年のあとまでの保存期間の延長

[root@ns-east-44]# grep samfs1 /etc/vfstab

samfs1 - /samfs1 samfs - no

bg,worm_capable,def_retention=34y

[root@ns-east-44]# mount samfs1

[root@ns-east-44]# cd /samfs1

[root@ns-east-44]# mkdir WORM

[root@ns-east-44]# chmod 4000 WORM

[root@ns-east-44]# sls -D

WORM:

mode: drwxr-xr-x links: 2 owner: root group: root

length: 4096 admin id: 0 inode: 1026.1

access: Feb 20 14:24 modification: Feb 20 14:24

changed: Feb 20 14:24 attributes: Jul 26 1970

creation: Feb 20 14:24 residence: Feb 20 14:24

worm-capable retention-period: 34y, 0d, 0h, 0m

[root@ns-east-44]# cd WORM

[root@ns-east-44]# touch test

[root@ns-east-44]# chmod 4000 test

[root@ns-east-44]# sls -D

test:

mode: -r-Sr--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1027.1

access: Feb 20 14:24 modification: Feb 20 14:25

changed: Feb 20 14:25 retention-end: Feb 20 14:25 2041

creation: Feb 20 14:24 residence: Feb 20 14:24

retention: active retention-period: 34y, 0d, 0h, 0m

ディレクトリのデフォルトの保持期間は、次のセクションで説明されているように
touchユーティリティーを使用して設定することもできます。この保存期間はファイ
ルシステムのデフォルト保存期間を上書きし、サブディレクトリがあれば、それに
も継承されます。

touchを使用した保持期間の設定
touchユーティリティーを使用して、ファイルまたはディレクトリの保持期間を設定
または延長することができます。また、touchを使用すると、ディレクトリのデ
フォルトの保持期間を短縮することもできます (ただし、ファイルの保持期間は短縮
できません)。

保持期間を設定するには、まず touchを使用してファイルまたはディレクトリのアク
セス時間を進めたあと、その時点で設定されているWORMモードに応じて、chmod

コマンドを使用するか、または書き込み権を削除することによってWORMトリ
ガーを適用する必要があります。

次に、touchユーティリティーを使用してファイルの保持期間を設定したあ
と、WORMトリガーを適用する例を示します。
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例 9–8 touchと chmodを使用した保持期間の設定

# touch -a -t200508181125 test

# sls -D

test:

mode: -rw-r--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1027.1

access: Aug 18 2005 modification: Aug 18 11:19

changed: Aug 18 11:19 attributes: Aug 18 11:19

creation: Aug 18 11:19 residence: Aug 18 11:19

# chmod 4000 test

# sls -D

test:

mode: -r-Sr--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1027.1

access: Aug 18 2005 modification: Aug 18 11:19

changed: Aug 18 11:19 retention-end: Aug 18 2005 11:25

creation: Aug 18 11:19 residence: Aug 18 11:19

retention: active retention-period: 0y, 0d, 0h, 6m

touchの -aオプションは、ファイルまたはディレクトリのアクセス時間を変更しま
す。-tオプションは、アクセス時間フィールドに使用される時間を指定します。時
刻引数の形式は [[CC]YY]MMDDhhmm[.SS]で、次のようになります。

■ [CC] –年の最初の 2桁。
■ [YY] –年の 2番目の 2桁。
■ MM –月 (01—12)。
■ DD –日 (01—31)。
■ hh –時 (00—23)。
■ mm –分 (00—59)。
■ [SS] –秒 (00—61)。

CC、YY、および SSフィールドは省略可能です。CCおよび YYを指定しなかった場
合、デフォルトは現在の年になります。これらのオプションの詳細は、touch(1)のマ
ニュアルページを参照してください。

保存期間として永続保存を設定するには、アクセス時刻を設定可能な最大値である
203801182214.07に設定します。

次の例は、touchを使用してファイルの保持期間を延長する方法を示しています。

例 9–9 touchを使用したファイルの保持期間の延長

# sls -D test

test:

mode: -r-Sr--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1029.1

access: Aug 18 11:35 modification: Aug 18 11:33

changed: Aug 18 11:33 retention-end: Aug 18 2005 11:35

creation: Aug 18 11:33 residence: Aug 18 11:33

retention: over retention-period: 0y, 0d, 0h, 2m

# touch -a -t200508181159 test
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例 9–9 touchを使用したファイルの保持期間の延長 (続き)

# sls -D

test:

mode: -r-Sr--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 0 admin id: 0 inode: 1029.1

access: Aug 18 11:35 modification: Aug 18 11:33

changed: Aug 18 11:33 retention-end: Aug 18 2005 11:59

creation: Aug 18 11:33 residence: Aug 18 11:33

retention: active retention-period: 0y, 0d, 0h, 26m

この例では、保持期間が 2005年 8月 18日AM 11:59に延長されています。これ
は、WORMトリガーが最初に適用されてから 26分後です。

注 – touchを使用した保存期間の延長は、アクティブなWORMモードとは関係ありま
せん。

slsを使用したWORM-FSファイルの表示
WORMファイル属性を表示するには、slsコマンドを使用します。-Dオプションで
は、ディレクトリにWORM機能があるかどうかが表示されます。このオプションを
ファイルに対して使用すると、コマンド行で指定された保存期間の開始、保存期間
の終了、現在の保存状態、および期間が表示されます。

保持期間の開始時間と期間 (分単位)は、ファイルの iノードに格納されます。

これらの情報に直接アクセスするには、次の例に示すようなプログラムを使用する
必要があります。

例 9–10 保持期間の開始時間と期間に直接アクセスするためのプログラム

#include <stdio.h>

#include <stdlib.h>

#include <string.h>

#include <sys/types.h>

/*

* SAMFS includes in /opt/SUNWsamfs/include

*/

#include "stat.h"
#include "lib.h"

/*

* SAMFS libraries in /opt/SUNWsamfs/lib

*/

int

main(int argc, char **argv)

{

char ibuf[1000];

struct sam_stat buf;
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例 9–10 保持期間の開始時間と期間に直接アクセスするためのプログラム (続き)

if (argc != 2) {

printf("usage: sam_worm_stat filename\n");
exit(-1);

}

if (sam_stat(argv[1], &buf, sizeof(buf)) == 0) {

(void)time_string(buf.rperiod_start_time,

buf.rperiod_start_time, ibuf);

printf("retention period start is %s\n", ibuf);

printf("retent period duration is %ld minutes\n",
buf.rperiod_duration);

} else {

printf("can not sam_worm_stat %s\n", argv[1]);

}

}

次の例は、sls -Dでファイルの保持ステータスがどのように表示されるかを示して
います。

例 9–11 slsを使用したファイルの保持ステータスの検索

# sls -D test

test:

mode: -r-Sr--r-- links: 1 owner: root group: root

length: 5 admin id: 0 inode: 1027.1

access: Aug 18 2008 modification: Aug 18 11:19

changed: Aug 18 11:19 retention-end: Aug 18 2008 11:25

creation: Aug 18 11:19 residence: Aug 18 11:19

retention: active retention-period: 0y, 0d, 0h, 6m

この例で、retention: activeと示されているとおり保存状態は activeで、ファイル
にはWORMビットが設定されています。保持期間は 2008年 8月 18日 11:19に開始さ
れており、2008年 8月 18日 11:25に終了します。保持期間は、0年、0日、0時間、6
分として指定されました。

sfindを使用したWORM-FSファイルの検索
sfindユーティリティーを使用すると、特定の保持期間を持つファイルを検索できま
す。これらのオプションの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3
Reference Manual』の「sfind(1)」を参照してください。次の選択肢があります。

■ -ractive —保持期間がアクティブであるファイルを検索します。
■ -rover —保持期間が期限切れになったファイルを検索します。
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■ -rafter date —指定された日付のあとに保持期間が終了するファイルを検索しま
す。日付は YYYYMMDDHHmmとして指定されます。ここで、YYYYは年、MMは月、DD

は日、HHは時、mmは分です。次の例は、2004年 12月 24日 15:00のあとに保持期
間が期限切れになるファイルを検索するためのコマンドを示しています。

# sfind -rafter 200412241500

■ -rremain time —保持期間が、少なくとも指定された時間残っているファイルを検
索します。時間は MyNdOhPmとして指定されます。ここで、M、N、O、および Pは
任意の負でない整数であり、y、d、h、および mは、それぞれ年、日、時、分の数
を表します。たとえば、次のコマンドは、期限切れになるまでに少なくとも 1
年、10日、5時間、10分残っているファイルを検索します。

# sfind -rremain 1y10d5h10m

■ -rlonger time —保持期間が、指定された時間より長いファイルを検索します。時
間は MyNdOhPmとして指定されます。ここで、M、N、O、および Pは任意の負でな
い整数であり、y、d、h、および mは、それぞれ年、日、時、分の数を表しま
す。たとえば、次のコマンドは、保持期間が 10日より長いファイルを検索しま
す。

# sfind -rlonger 10d

■ -rpermanent —保持期間が永続的であるファイルを検索します。
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調整可能なパラメータ

この章では、ファイルシステムやアーカイブのパフォーマンスを向上させることの
できるさまざまな方法について説明します。

注 –パフォーマンスチューニングの試行は、本稼働環境の外部で行うことをお勧めし
ます。変数を誤って調整すると、システム全体で予期しない影響が発生する場合が
あります。

サイトにOracleとのサポート契約が存在するときに、パフォーマンスチューニング
パラメータを変更した場合はOracleサポート担当者に通知してください。

大容量ファイル転送パフォーマンスの向上
Sun QFSファイルシステムは、混在したファイルサイズを操作できるように調整され
ています。ファイルシステム設定を有効にして、大容量ファイルのディスクファイ
ル転送のパフォーマンスを向上させることができます。

▼ ファイル転送のパフォーマンスを向上させる方法
装置の最大読み取り/書き込み指示を設定します。
Oracle Solarisの /etc/systemファイル内の maxphysパラメータは、デバイスドライバ
が任意の時点で読み取りまたは書き込みを行う最大バイト数を制御します。maxphys

パラメータのデフォルト値は、Oracle Solaris OSのレベルによって異なる場合があり
ますが、通常は 128Kバイト前後です。

次の行を /etc/systemに追加し、maxphysを 1Mバイトに設定します。
set maxphys = 0x100000

10第 1 0 章
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注 – maxphys値は、2の累乗に設定されている必要があります。

SCSIディスクの最大転送パラメータを設定します。

sdドライバは、/kernel/drv/sd.confファイル内の sd_max_xfer_size定義を探すこと
によって、特定のファイルの大容量転送を可能にします。この定義がない場合
は、sdデバイスドライバ定義 sd_max_xfer_sizeに定義されている値 (1024 × 1024バイ
ト)が使用されます。

大容量転送を有効にして促進するには、/kernel/drv/sd.confファイルの最後に次の
行を追加します:
sd_max_xfer_size=0x800000;

ファイバディスクの最大転送パラメータを設定します。

ssdドライバは、/kernel/drv/ssd.confファイル内の ssd_max_xfer_size定義を探す
ことによって、特定のファイルの大容量転送を有効にします。この定義がない場合
は、ssdデバイスドライバ定義 ssd_max_xfer_sizeに定義されている値 (1024 × 1024バ
イト)が使用されます。

/kernel/drv/ssd.confファイルの最後に次の行を追加します:
ssd_max_xfer_size=0x800000;

注 – Oracle Solaris 10 x86プラットフォーム上では、この変更は /kernel/drv/sd.conf

ファイル内で行われます。8Mバイトの最大転送サイズの場合は、次の行が追加され
ます:

sd_max_xfer_size=0x800000

システムをリブートします。

writebehindパラメータを設定します。

この操作はページ入出力だけに影響します。

writebehindパラメータは、Sun QFSファイルシステム上でページ入出力が実行され
ているときにファイルシステムによって後書きされるバイト数を指定しま
す。writebehind値をRAIDの読み取り/変更/書き込み値の倍数に一致させると、パ
フォーマンスを向上させることができます。

このパラメータはキロバイト単位で指定し、8Kバイトの倍数に切り捨てられま
す。このパラメータを設定しても、直接入出力の実行時には無視されます。デ
フォルトの writebehind値は 512Kバイトです。この値は、大容量ブロックの逐次入
出力に適しています。

2

3

4
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writebehindのサイズを、ハードウェアとソフトウェアの両方のRAID 5に関して
RAID 5のストライプサイズの倍数に設定します。RAID 5のストライプサイズ
は、データディスクの数に構成済みのストライプ幅を掛けた値です

たとえば、3つのデータディスクと 1つのパリティーディスク (3 + 1)から構成され
る、ストライプ幅 16KバイトのRAID -5装置を構成していると仮定しま
す。writebehind値には 48Kバイトや 96Kバイトなどの 48の倍数を指定し、読み取
り/変更/書き込みRAID -5パリティー生成のオーバーヘッドを回避する必要がありま
す。Sun QFSファイルシステムの場合は、DAU (sammkfs -aコマンド)もRAID 5のス
トライプサイズの倍数にするようにしてください。このように割り当てること
で、ブロックが連続して確保されます。

writebehindのサイズをリセットしたあと、システムのパフォーマンスをテストして
ください。次の例は、ディスク書き込みのタイミングのテストです。
# timex dd if=/dev/zero of=/sam/myfile bs=256k count=2048

writebehindパラメータは、マウントオプションから、samfs.cmdファイル内か
ら、/etc/vfstabファイル内から、または samuユーティリティー内のコマンドから設
定できます。マウントオプションからの有効化については、mount_samfs(1M)のマ
ニュアルページにある -o writebehind=nオプションを参照してください。samfs.cmd

ファイルからの有効化については、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3
Reference Manual』の「samfs.cmd(4)」を参照してください。samu(1M)内からの有効
化については、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「samu(1M)」を参照してください。

readaheadパラメータを設定します。この操作はページ入出力だけに影響します。
readaheadパラメータは、Sun QFSファイルシステム上でページ入出力が実行されて
いるときにファイルシステムによって先読みされるバイト数を指定します。このパ
ラメータはキロバイト単位で指定し、8Kバイトの倍数に切り捨てられます。このパ
ラメータを設定しても、直接入出力の実行時には無視されます。

readaheadパラメータのサイズを増やすと、ある時点までは大容量ファイル転送のパ
フォーマンスが向上します。転送速度のそれ以上の向上が見られなくなるま
で、readaheadのサイズをリセットしたあと、システムのパフォーマンスをテストし
てください。次の例は、ディスク読み取りのタイミングをテストするための方法を
示しています。
# timex dd if=/sam/myfile of=/dev/null bs=256k

環境でさまざまな readaheadサイズをテストする必要があります。readaheadパラ
メータは、ページ入出力の入出力パフォーマンスを向上させるサイズに設定するべ
きですが、大きすぎてパフォーマンスを低下させるようなサイズにはしないように
してください。また、メモリーの量や、並行ストリームの数も考慮するようにして
ください。readaheadに設定した値にストリームの数を掛けた値がメモリーより大き
くなると、ページスラッシュが発生する場合があります。

デフォルトの readaheadの値は 1024Kバイトです。この値は、大容量ブロックの逐次
入出力に適しています。ブロック長の短い、ランダムな入出力アプリケーションの

6
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場合は、readaheadを標準的なリクエストのサイズに設定します。データベースアプ
リケーションでは独自の先読みが行われるため、このようなアプリケーションにつ
いては readaheadを 0に設定します。

readaheadの設定は、マウントオプションから、samfs.cmdファイル内か
ら、/etc/vfstabファイル内から、または samuユーティリティー内のコマンドから有
効にすることができます。マウントオプションからのこの設定の有効化について
は、mount_samfs(1M)のマニュアルページにある -o readahead=nオプションの説明を
参照してください。samfs.cmdファイルからのこの設定の有効化については、『Sun
QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「samfs.cmd(4)」を参照し
てください。samu(1M)内からのこの設定の有効化については、『Sun QFS and Sun
Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「samu(1M)」を参照してください。

ストライプ幅を設定します。
mountコマンドの -o stripe=nオプションは、ファイルシステムのストライプ幅をを
指定します。ストライプ幅は、ディスク割り当て単位 (DAU)のサイズに基づきま
す。n引数は、あるデバイスに n × DAUバイトが書き込まれてから、書き込みが次の
デバイスに切り替わることを指定します。DAUサイズは、ファイルシステムが
sammkfs -aコマンドによって初期化されるときに設定されます。

-o stripe=0が設定されている場合、ファイルは、ラウンドロビン式割り当て方式を
使用してファイルシステムのデバイスに割り当てられます。この方法では、ある装
置がいっぱいになるまで、各ファイルが完全にその装置に割り当てられます。ラウ
ンドロビン式は、マルチストリーム環境に適した設定です。-o stripe=nが 0を超え
る整数に設定されている場合、ファイルは、ストライプ化の方式を使用してファイ
ルシステムのデバイスに割り当てられます。-o stripe=nの適切な設定を決定するに
は、この設定をさまざまな値に変化させてパフォーマンスを測定してみてくださ
い。ストライプ化は、必要な帯域幅を備えた既製アプリケーションに適した設定で
す。

ストライプ幅は、/etc/vfstabファイルまたは samfs.cmdファイルからも設定できま
す。

mountコマンドの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「mount_samfs(1M)」を参照してください。samfs.cmdファイルの詳細
は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「samfs.cmd(4)」を参照してください。

Qwrite機能の有効化
デフォルトでは、Sun QFSファイルシステムでは、同じファイルへの同時の読み取り
と書き込みが無効になっています。このモードはUNIX vnodeインタフェース標準で
定義されており、1つの書き込みにのみ排他的アクセスが与えられる一方、その他の
書き込み側と読み取り側は待機する必要があります。Qwriteを使用すると、さまざ
まなスレッドから同一ファイルへの同時読み取りと書き込みが可能になります。

7
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Qwrite機能は、同一ファイルへの複数の同時トランザクションを可能にするために
データベースアプリケーションで使用できます。通常、データベースアプリ
ケーションは大容量ファイルを管理し、同一ファイルへの同時読み取りや書き込み
を実行します。ファイルへの各システムコールがカーネル内部の読み取り/書き込み
ロックを取得したり、解放したりします。このロックによって、同じファイルへの
オーバーラップした操作や同時操作が回避されます。アプリケーションそのものが
ファイルロックメカニズムを実装している場合は、カーネルのロックメカニズムが
入出力を不必要に直列化してパフォーマンスを妨げます。

Qwriteは、/etc/vfstabファイル、samfs.cmdファイル、およびマウントオプション
で有効にできます。mountコマンドの -o qwriteオプションは、ファイルシステムの
ロックメカニズムをバイパスし (NFS経由でファイルシステムにアクセスするアプリ
ケーションを除く)、アプリケーションがデータアクセスを制御できるようにしま
す。qwriteを指定すると、ファイルシステムは、さまざまなスレッドからの同一
ファイルへの同時読み取りと書き込みを有効にします。このオプションは、複数の
要求をドライブレベルでキューイングすることで入出力パフォーマンスを向上させ
ます。

次の例では、mountコマンドを使用してデータベースファイルシステム上のQwriteを
有効にしています:

# mount -F samfs -o qwrite /db

この機能の詳細は、samfs.cmd(4)のマニュアルページにある qwrite指令、または
mount_samfs(1M)のマニュアルページにある -o qwriteオプションの説明を参照して
ください。

書き込みスロットルの設定
-o wr_throttle=nオプションは、1つのファイルに対する未処理の書き込みデータの
キロバイト数を nに制限します。デフォルトでは、Sun QFSファイルシステムは
wr_throttleを 16Mバイトに設定します。

ファイルに n Kバイトの未処理の書き込みデータが存在する場合は、十分なバイト数
が入出力を完了してアプリケーションを再開できるようになるまで、システムはそ
のファイルに書き込もうとするアプリケーションを中断します。

サイトに数千のストリームが存在する場合 (NFSで共有された数千のワークス
テーションがファイルシステムにアクセスしている場合など)は、過剰な量のメモ
リーが一度にディスクにフラッシュされないようにするために -o wr_throttle=nオ
プションを調整できます。一般には、次の式に示すように、ストリームの数に -o

wr_throttle=nオプションの n引数× 1024を掛けた値が、ホストシステムのメモ
リーの合計サイズからOracle Solaris OSに必要なメモリーを引いた値より小さくなる
ようにしてください:

ストリーム数 × n × 1024 <合計メモリー - Solaris OSに必要なメモリー

書き込みスロットルの設定
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既製アプリケーションの場合は、メモリー内により多くのページを保持するため
に、デフォルトの 16,384Kバイトより大きいサイズの使用が必要になることがありま
す。

遅延フラッシュ率の設定
逐次書き込みページと書き込みのページの遅延フラッシュ率は、2つのマウントパラ
メータで制御します。flush_behindおよび stage_flush_behindマウントパラメータ
は、samfs.cmdファイル、/etc/vfstabファイル、または mountコマンドから読み取ら
れます。

flush_behind=nマウントパラメータは、最大遅延フラッシュ値を設定します。Solaris
ボリュームマネージャー (SVM)レイヤーがページをクリーンな状態に保持するのに
役立つように、逐次書き込みされている変更されたページがディスクに非同期に書
き込まれます。この機能を有効にするには、nを 16から 8192までの整数に設定しま
す。デフォルトでは、nは 0に設定されます。これにより、この機能は無効になりま
す。n引数は、キロバイト単位で指定します。

stage_flush_behind=nマウントパラメータは、最大書き込み遅延フラッシュ値を設
定します。書き込みのページが書き込まれるときは、非同期でディスクに書き込ま
れ、SVMレイヤーがページを空にしておくのに役立ちます。この機能を有効にする
には、nを 16から 8192までの整数に設定します。デフォルトでは、nは 0に設定さ
れます。これにより、この機能は無効になります。n引数は、キロバイト単位で指定
します。

これらのマウントパラメータの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3
Reference Manual』の「mount_samfs(1M)」または『Sun QFS and Sun Storage Archive
Manager 5.3 Reference Manual』の「samfs.cmd(4)」を参照してください。

iノードの数と iノードハッシュテーブルの調整
Sun QFSファイルシステムでは、/etc/systemファイル内に次の 2つの調整可能なパ
ラメータを設定できます:

■ ninodes

■ nhino

これらのパラメータのデフォルト以外の設定を有効にするには、/etc/systemファイ
ルを編集してから、システムをリブートします。

遅延フラッシュ率の設定
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ninodesパラメータ
ninodesパラメータは、デフォルトの iノードの最大数を指定します。ninodesの値に
よって、アプリケーションが多数の iノードを使用していない場合でも、Sun QFSソ
フトウェアが自身に割り当てられたままにするコア内の iノードの数が決定されま
す。

このパラメータの /etc/systemファイルでの書式は、次のとおりです。

set samfs:ninodes = _value_

valueの範囲は 16から 2000000までです。ninodesのデフォルト値は次のいずれかで
す:

■ ncsize設定に等しい値。ncsizeパラメータは、ディレクトリ名参照キャッシュ
(DNLC)内のエントリの数を指定するOracle Solarisのチューニングパラメータで
す。ncsizeの詳細は、Oracle Solarisの調整可能なパラメータのリファレンスマ
ニュアルを参照してください。

■ 2000。ncsizeの設定が 0または範囲外の場合、ninodesは 2000に設定されます。

nhinoパラメータ
nhinoパラメータは、コア内の iノードハッシュテーブルのサイズを指定します。

このパラメータの /etc/systemファイルでの書式は、次のとおりです。

set samfs:nhino = value

valueの範囲は 1から 1048756までです。valueは、0以外の 2の累乗である必要があり
ます。nhinoのデフォルト値は次のいずれかです:

■ ninodesの値に等しい値を 8で割ったあと、必要に応じて、もっとも近い 2の累乗
に切り上げた値。たとえば、/etc/system内に次の行が存在するとします:

set samfs:ninodes 8000

この例では、nhinoが設定されていない場合、システムでは 8000を 8で割ったあ
と、もっとも近い 2の累乗 (210)に切り上げた 1024を想定します。

■ ninodesの設定が範囲外の場合、nhinoは 512に設定されます。

ninodesおよびnhinoパラメータの設定が必要な場
合
iノードを番号で検索する場合、Sun QFSファイルシステムは、コア内の iノードの
キャッシュを検索します。この処理を速めるため、システムは検査する iノードの数
を減らせるようにハッシュテーブルを保持しています。

iノードの数と iノードハッシュテーブルの調整
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大きなハッシュテーブルがあると、メモリー使用にそれほど負担をかけることな
く、比較や検索の数を減らせます。nhino値があまりに大きい場合、iノードのリス
ト全体を走査する操作を行うときには時間がかかります (inodeの同期やマウント解
除)。多数のファイルを操作するサイトや、大量のNFS入出力を実行するサイトで
は、これらのパラメータ値をデフォルト値より大きい値に設定すると有利な場合が
あります。

サイトに少数のファイルしか含まないファイルシステムが存在する場合は、これら
の数をデフォルト値より小さくすることを考慮してください。たとえば、ほかの
ファイルシステムをバックアップするために大きな単一ファイルである tar(1)
ファイルを書き込むファイルシステムが存在する場合は、この設定によりパ
フォーマンスが向上することがあります。

iノードの数と iノードハッシュテーブルの調整
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SANergyでのQFSファイルシステムの使
用 (SAN-QFS)

この章では、SANergyでの Sun QFSファイルシステムの使用 (SAN-QFS)について説明
します。

注 – SANergyソフトウェアは x64ハードウェアプラットフォームでサポートされませ
ん。

異機種システム混在環境における SAN-QFSファイルシス
テムの使用

SAN-QFSファイルシステムを使用すると、Sun QFSシステム内に格納されたデータ
に、複数のホストがディスクの最高速度でアクセスできます。この機能の特に有効
な用途としては、データベースやデータストリーム、Webページサービスのほ
か、異機種システム混在環境で、高パフォーマンスの共有ディスクアクセスを要求
するアプリケーションが挙げられます。

SAN-QFSファイルシステムは、ストレージエリアネットワーク (SAN)において
ファイバ接続装置と組み合わせて使用できます。SAN-QFSファイルシステムで
は、Sun QFSソフトウェアや、Tivoli SANergyファイル共有ソフトウェアなどのソフ
トウェアによるデータへの高速アクセスが可能になります。SAN-QFSファイルシス
テムを使用するには、SANergyバージョン (2.2.4以降)と Sun QFSソフトウェアの両方
が必要です。サポートされている Sun QFSおよび SANergyソフトウェアのレベルに
ついては、ご購入先にお問い合わせください。
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注 – Oracle Solaris OSおよびサポートされている Linuxオペレーティングシステムを含
む環境では、Oracle Solarisホスト上で SAN-QFSファイルシステムではなく、Sun QFS
共有ファイルシステムを使用してください。Sun QFS共有ファイルシステムについて
は、第 5章「共有ファイルシステムの構成」を参照してください。

図 11–1は、Sun QFSソフトウェアと SANergyソフトウェアの両方を使用する
SAN-QFSファイルシステムを示しています。クライアントとメタデータコント
ローラ (MDC)システムが、ローカルエリアネットワーク (LAN)経由でメタデータを
管理します。ここではクライアントがストレージとの直接入出力を実行します。

Oracle Solaris OSのみを実行しているすべてのクライアントが Sun QFSソフトウェア
をホストしており、Oracle Solaris以外のOSを実行しているすべての異機種クライア
ントが SANergyソフトウェアとNFSソフトウェアをホストしていることに注意して
ください。SAN-QFSファイルシステムのメタデータサーバーは、Sun QFSと SANergy
ソフトウェアの両方をホストしています。このサーバーは、ファイルシステムのメ
タデータサーバーと SANergy MDCの両方として機能します。

異機種システム混在環境における SAN-QFSファイルシステムの使用
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SAN-QFS共有ファイルシステムと Sun QFS共有ファイル
システムの比較

SAN-QFS共有ファイルシステムと Sun QFS共有ファイルシステムには、次の類似点
があります:

■ ファイルの書き込みができる

■ どちらも、プライマリファイルシステムホストがデータの書き込みを行うべきで
はないデータ取得環境で役立ちます。

■ ファイルへの書き込みで競合がある環境で有利

次の表は、これらのファイルシステムの相違点を説明しています。

表 11–1 SAN-QFS共有ファイルシステムと Sun QFS共有ファイルシステムの比較

SAN-QFSファイルシステム Sun QFS共有ファイルシステム

メタデータにNFSプロトコルを使用する 自然なメタデータを使用する

図 11–1 Sun QFSソフトウェアと SANergyソフトウェアを使用する SAN-QFSファイルシステム

SAN-QFS共有ファイルシステムと Sun QFS共有ファイルシステムの比較
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表 11–1 SAN-QFS共有ファイルシステムと Sun QFS共有ファイルシステムの比較 (続き)
SAN-QFSファイルシステム Sun QFS共有ファイルシステム

異機種コンピューティング環境 (つまり、Sunシ
ステムではないホストが存在する場合)に適して
いる

同機種のOracle Solaris OS環境に適している

複数の異機種ホストがデータを書き込めること
が必要な環境で役立つ

複数のホストが同時に同じファイルに書き込め
ることが必要な場合に適している

SANergyソフトウェアでは、ブロック割り当ては適用されないため、そのた
め、SANergyソフトウェアでファイルを書き込む場合は、ブロック割り当て制限を超
えることができます。割り当て制限の詳細は、104ページの「割り当ての有効化」を
参照してください。

SANergyソフトウェアは、NFSソフトウェアを使用してメタデータ処理を行うた
め、ファイルデータおよびファイル属性には、NFSのクローズ /オープン一貫性モデ
ルが適用されます。SANergyクライアントのファイルデータおよび属性では、ファイ
ルを開く動作に関する POSIX一貫性モデルがサポートされていません。

SAN-QFSファイルシステムの使用開始
ここでは、SAN-QFSファイルシステムを使用可能にする方法について説明しま
す。次の手順を、示されている順序で実行してください。

事前確認
SAN-QFSファイルシステムを使用可能にする場合は、次の留意事項を念頭に置
き、これに従って計画を立ててください。

■ SAN-QFSファイルシステムでの使用を前提に構成したディスクは、ボリュームマ
ネージャーでは制御できません。

■ SAN-QFS環境で有効にするか、または再配置する Sun QFSメタデータサーバーの
ために、新しいメタデータサーバーシステムを SANergyメタデータコントローラ
として構成する必要があります。

■ SAN-QFSファイルシステムはセグメント化したファイルを認識しませ
ん。SAN-QFS環境内でセグメント化ファイルが使用されていると、予期しない動
作が発生する場合があります。

■ Sun QFSの mcfファイルで msまたは mdデバイスとして分類されているデバイス
は、SAN-QFSファイルシステムではサポートされません。

SAN-QFSファイルシステムの使用開始
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注 –このマニュアルは、Solaris以外のクライアントを SANergyソフトウェアとNFSソ
フトウェアのホストにしてファイルシステム共有を行う構成を想定しているた
め、説明および事例がその想定に準じたものとなっています。Solaris以外のクライ
アントをNFSソフトウェアのホストにするのではなく、Sambaソフトウェアのホス
トにする場合は、Sambaのマニュアルを参照してください。

▼ メタデータコントローラ上で SAN-QFSファイルシ
ステムを有効にする方法
SAN-QFSファイルシステムの使用環境では、SANergyメタデータコントローラ
(MDC)としての機能を割り当てるホストシステムを 1台選択しますが、このシステ
ムは、Sun QFSファイルシステムが存在するホストシステムです。

Sun QFSファイルシステムが存在するホストにログインし、スーパーユーザーになり
ます。

Sun QFSファイルシステムがテストされ、完全に機能していることを確認します。

SANergyソフトウェアのインストールと構成を行います。

詳細は、SANergyのマニュアルを参照してください。

SANergyソフトウェアのリリースレベルを確認します:
# pkginfo -l SANergy

ファイルシステムがマウントされていることを確認します。

mountコマンドを使用して、マウントを確認するか、またはファイルシステムをマウ
ントします。

クライアントホストへのNFSアクセスを有効にします。
MDC# share -F nfs -d qfs-file-system-name /mount-point

qfs-file-system-nameには、Sun QFSファイルシステムの名前 (qfs1など)を指定しま
す。shareコマンドの詳細は、share(1M)または share_nfs(1M)のマニュアルページ
を参照してください。

mount-pointには、qfs-file-system-nameのマウントポイントを指定します。
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Microsoft Windowsクライアントに接続し、かつセキュリティー機能および名前空間機
能を使用可能にする場合は、NFSではなく Sambaを構成します。
/etc/init.d/sanergyファイル内に SANERGY_SMBPATH環境変数を追加し、それが Samba
構成ファイルの場所を指すようにします。たとえば、Samba構成ファイルの名前が
/etc/swf/smb.confである場合は、/etc/init.d/sanergyファイルの先頭に次の行を追
加します:

SANERGY_SMBPATH=/etc/sfw/smb.confexport SANERGY_SMBPATH

(オプション) MDC上のファイルシステムテーブル (/etc/dfs/dfstab)を編集し
て、ブート時のアクセスを有効にします。
このアクセスを起動時に自動的に有効にする場合は、この操作を実行してくださ
い。

▼ クライアント上で SAN-QFSファイルシステムを有
効にする方法
MDCで SAN-QFSファイルシステムを有効にすると、クライアントホストでも有効
にできるようになります。SAN-QFSファイルシステムは、IRIX、Microsoft
Windows、AIX、Linuxの各ホストなどいくつかのクライアントホストをサポートし
ています。サポートされている特定のクライアントについては、ご購入先にお問い
合わせください。

どのクライアントもそれぞれ異なる動作特性を有しています。ここでは、一般的な
条件を前提として、クライアントで SAN-QFSファイルシステムを有効にする操作に
ついて説明します。使用クライアントの具体的な事柄については、当該クライアン
トに付属のマニュアルを参照してください。

各クライアントホストにログインします。

各クライアントのシステムデフォルト表を編集し、SAN-QFSファイルシステムを追加
します。
たとえば、Oracle Solaris OS上では、次のように各クライアント上の /etc/vfstab

ファイルを編集し、Sun QFSファイルシステムの名前を追加します:
server:/qfs1 - /qfs1 nfs - yes noac,hard,intr,timeo=1000

別のオペレーティングシステムプラットフォームでは、システムデフォルト表の常
駐先が /etc/vfstab以外のファイルになっている場合があります。Linuxシステムで
あれば、システムデフォルト表の常駐ファイルは /etc/fstabです。

/etc/vfstabファイルの編集の詳細は、『Sun QFSおよび Sun Storage Archive
Manager 5.3インストールガイド』を参照してください。NFSクライアントの必須ま
たは推奨マウントオプションについては、SANergyのマニュアルを参照してくださ
い。
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▼ クライアント上で SANergyソフトウェアをインス
トールする方法
クライアントホストでファイルシステムを有効にすると、そのクライアントに
SANergyソフトウェアをインストールできます。ここでは、一般的な条件の下で
SANergyをインストールする手順について説明します。

SANergyソフトウェアのインストールと構成を行います。
詳細は、SANergyのマニュアルを参照してください。

mountコマンドを使用して、ファイルシステムのNFSマウントを行います。
次に例を示します。
# mount host:/mount-point /local-mount-point

hostには、MDCを指定します。

mount-pointには、MDC上の Sun QFSファイルシステムのマウントポイントを指定し
ます。

local-mount-pointには、SANergyクライアントにおけるマウントポイントを指定しま
す。

ソフトウェアを融合します。
# fuse |mount-point

mount-pointには、SANergyクライアントにおけるマウントポイントを指定します。

SAN-QFSファイルシステムのマウント解除
ここでは、SANergyソフトウェアを使用中の SAN-QFSファイルシステムをマウント
解除する方法について説明します。次の手順を、示されている順序で実行してくだ
さい。

▼ SANergyクライアント上で SAN-QFSファイルシス
テムのマウントを解除する方法
SAN-QFSファイルシステムをマウント解除する各クライアントホストに対して次の
手順を実行します。

スーパーユーザーとして、クライアントホストにログインします。

ソフトウェアからファイルシステムの融合を解除します。
# unfuse |mount-point
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mount-pointには、SANergyクライアントにおけるマウントポイントを指定します。

NFSからファイルシステムのマウントを解除します。
# umount host:/mount-point /local-mount-point

hostには、MDCを指定します。

mount-pointには、MDC上の Sun QFSファイルシステムのマウントポイントを指定し
ます。

local-mount-pointには、SANergyクライアントにおけるマウントポイントを指定しま
す。

▼ メタデータコントローラ上で SAN-QFSファイルシ
ステムのマウントを解除する方法

superuserとして、MDCシステムにログインします。

クライアントホストへのNFSアクセスを無効にします。
MDC# unshare qfs-file-system-name /mount-point

qfs-file-system-nameには、Sun QFSファイルシステムの名前 (qfs1など)を指定しま
す。

mount-pointには、qfs-file-system-nameのマウントポイントを指定します。

unshareコマンドの詳細は、share(1M)のマニュアルページを参照してください。

▼ Sun QFSクライアント上で SAN-QFSファイルシス
テムのマウントを解除する方法
該当する各クライアントホストに対して、次の手順を実行します。

Sun QFSクライアントホストにログインし、スーパーユーザーになります。

ファイルシステムをマウント解除します。

次に例を示します。

# umount /qfs1
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▼ Sun QFSサーバー上で SAN-QFSファイルシステム
のマウントを解除する方法

Sun QFSファイルシステムが存在するホストシステムにログイン
し、スーパーユーザーになります。

ファイルシステムをマウント解除します。

トラブルシューティング: SANergyファイルホール
ドを含む SAN-QFSファイルシステムのマウント解
除
SANergyソフトウェアは、Sun QFSファイルを高速アクセスのために一時的に予約す
るために、それらのファイルに対してホールドを発行します。ホールドが有効な状
態で SANergyに障害が発生した場合は、SAN-QFSファイルシステムをマウント解除
できません。SAN-QFSファイルシステムのマウントを解除できない場合
は、/var/adm/messagesファイルを調べ、未処理の SANergyホールドを示すコン
ソール表示を探します。

可能な場合は常に、SANergyファイル共有機能で、そのホールドをクリーンアップで
きるようにします。緊急時や、SANergyファイル共有のシステム障害の場合は、次の
手順を使用してリブートを回避します。

▼ SANergyファイルホールドが存在する状態でファイルシステムの
マウントを解除する方法

unshareコマンドを使用してNFSアクセスを無効にします。

samunholdコマンドを使用して、SANergyファイルシステムのホールドを解放しま
す。

このコマンドの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「samunhold(1M)」を参照してください。

umountコマンドを使用して、ファイルシステムのマウントを解除します。
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samgrowfsを使用した SAN-QFSファイルシステムの拡張
samgrowfsコマンドを使用して、SAN-QFSファイルシステムのサイズを増やすことが
できます。このタスクを実行するには、96ページの「ファイルシステムへのディス
クキャッシュの追加」で説明されている手順に従ってください。

注意 –この手順を使用する場合は、mcfファイル内の行ごとのデバイスの順序
が、ファイルシステムのスーパーブロックに示されているデバイスの順序に一致し
ている必要があることに注意してください。

samgrowfsコマンドが発行されると、すでに mcfファイル内に存在していたデバイス
は、スーパーブロック内の自身の位置を保持します。新しい装置は、そのあとのエ
ントリに検出順に書き込まれます。

この新しい順序がスーパーブロックの順序と一致しないと、SAN-QFSファイルシス
テムを拡張できません。

samgrowfsを使用した SAN-QFSファイルシステムの拡張
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共有ファイルシステムでのマウントオプ
ション

Sun QFS共有ファイルシステムは、いくつかのマウントオプションを使用してマウン
トできます。この章では、これらのオプションのいくつかについて、その役割のコ
ンテキスト内で説明します。

共有ファイルシステムのマウントオプション
ほとんどのマウントオプションは、mountコマンドを使用するか、/etc/vfstab

ファイルに入力するか、または samfs.cmdファイルに入力することによって指定でき
ます。たとえば、次の /etc/vfstabファイルには、共有ファイルシステムのための
mountオプションが含まれています:

sharefs1 - /sfs samfs - no shared,mh_write

いくつかのマウントオプションは、samu(1M)オペレータユーティリティーを使用し
て動的に変更できます。これらのオプションの詳細は、第 13章「samuオペレータ
ユーティリティーの使用」を参照してください。

これらのいずれかのマウントオプションの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive
Manager 5.3 Reference Manual』の「mount_samfs(1M)」を参照するか、またはその説
明で示されている相互参照を参照してください。

バックグラウンドでのマウント: (bgオプション)
bgマウントオプションは、最初のマウント操作が失敗した場合は、それ以降のマウ
ントの試行をバックグラウンドで実行することを指定します。デフォルトでは、bg

は有効ではなく、マウント試行はフォアグラウンドで継続されます。
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ファイルシステムのマウントの再試行: (retryオプ
ション)
retryマウントオプションは、システムでファイルシステムのマウントを試行する回
数を指定します。デフォルトは 10000です。

Sun QFS共有ファイルシステムの宣言: (sharedオプ
ション)
sharedマウントオプションは、ファイルシステムを Sun QFS共有ファイルシステム
にすることを宣言します。ファイルシステムを Sun QFS共有ファイルシステムとし
てマウントされるようにするには、このオプションを /etc/vfstabファイル内に指定
する必要があります。このオプションが samfs.cmdファイル内、または mountコマン
ド上に存在してもエラー条件は発生しませんが、ファイルシステムは共有ファイル
システムとしてマウントされません。

割り当てサイズの調整: (minallocszおよび
maxallocszオプション)
mountコマンドの minallocszおよび maxallocszオプションは、容量をKバイト単位
で指定します。これらのオプションは、最小のブロック割り当てサイズを設定しま
す。ファイルサイズが大きくなる場合は、追加リースが認められると、メタデータ
サーバーによってブロックが割り当てられます。この割り当ての初期サイズを指定
するには、-o minallocsz= n を使用します。メタデータサーバーは、アプリ
ケーションのアクセスパターンに応じてブロック割り当てのサイズを -o

maxallocsz= nの設定まで増やすことができますが、この値を超えて増やすことはで
きません。

mountコマンド行のこれらの mountオプションは、/etc/vfstabファイルまたは
samfs.cmdファイル内に指定できます。

Sun QFS共有ファイルシステムでのリースの使用:
(rdlease、wrlease、および apleaseオプション)
リースは、そのリースが有効であるかぎり、ファイルに対する操作を実行するため
の共有されたホストアクセス権を付与します。メタデータサーバーは、自らを含む
各共有ホストにリースを発行します。ファイル操作を続行するため、必要に応じて
リースが更新されます。対象となるファイル操作は次のとおりです。

■ 読み取りリースを使用すると、既存のファイルデータを読み取ることができま
す。
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■ 書き込みリースを使用すると、既存のファイルデータを上書きすることができま
す。

■ 追加リースを使用すると、ファイルのサイズを拡張したり、新しく割り当てられ
たブロックを書き込んだりすることができます。

共有ホストは、必要であれば何度でもリースの更新を継続できます。リースはエン
ドユーザーには影響がありません。次の表は、ユーザーが各リースタイプの期間を
指定できるマウントオプションを示しています。

表 12–1 リース関連の mount(1M)オプション

オプション 動作

-o rdlease= n 読み取りリースの最大時間 (秒単位)を指定します。

-o wrlease= n 書き込みリースの最大時間 (秒単位)を指定します。

-o aplease= n 追加リースの最大時間 (秒単位)を指定します。

これらの 3つのすべてのリースで n (15 ≤ n ≤ 600)を指定できます。各リースのデ
フォルトの時間は 30秒です。リースが有効な場合、ファイルを切り捨てることはで
きません。これらのリースの設定の詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive
Manager 5.3 Reference Manual』の「mount_samfs(1M)」を参照してください。

現在のメタデータサーバーが停止したためにメタデータサーバーを変更する場合
は、リース時間を切り替え時間に加える必要があります。これは、代替メタデータ
サーバーが制御を引き継ぐには、その前にすべてのリースが期限切れになっている
ことが必要であるためです。

リース時間を短く設定しておくと、リースが期限切れになるごとに更新する必要が
あるため、クライアントホストとメタデータサーバーの間のトラフィックが増加し
ます。

複数のホストの読み取りと書き込みの有効化:
(mh_writeオプション)
デフォルトでは、Sun QFS共有ファイルシステムでは、複数のホストが同時に同じ
ファイルを読み取ることができます。どのホストもそのファイルに書き込んでいな
い場合は、すべてのホストで入出力をページングできます。ファイルにデータを追
加または書き込めるホストは、一度に 1つだけです。

mh_writeオプションでは、複数ホストから同一ファイルへの書き込みアクセスが制
御されます。メタデータサーバーホスト上でマウントオプションとして mh_writeが
指定されている場合は、Sun QFS共有ファイルシステムにより、複数のホストから同
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じファイルへの同時の読み取りと書き込みが可能になります。メタデータ
サーバーホストで mh_writeを指定しないと、同時にファイルに書き込みができるホ
ストは 1つだけになります。

デフォルトでは、mh_writeは無効になっており、ファイルに書き込めるのは一度に 1
つのホストだけです。そのための時間は、wrleaseマウントオプションの時間に
よって決まります。mh_writeオプションが有効になった状態で Sun QFS共有ファイ
ルシステムがメタデータサーバー上にマウントされている場合は、複数のホストか
ら同じファイルへの同時の読み取りと書き込みを実行できます。

次の表は、メタデータサーバー上で mh_writeオプションが有効になっているかどう
かに応じて、複数のホストからのファイルアクセスがどのように影響を受けるかに
ついて説明しています。

表 12–2 mh_writeオプションに基づくファイルアクセス

メタデータサーバーで mh_writeが無効 メタデータサーバーで mh_writeが有効

複数の読み取りホストが許可されます。ページ
入出力を使用できます。

複数の読み取りホストが許可されます。ページ
入出力を使用できます。

1つの書き込みホストだけが許可されま
す。ページ入出力を使用できます。そのほかの
ホストは待機します。

複数の読み取りおよび書き込みホストが許可さ
れます。書き込みホストが存在する場合は、す
べての入出力は直接行われます。

1つの追加ホストだけが許可されます。そのほ
かのホストは待機します。

1つの追加ホストだけが許可されます。その他
のすべてのホストは読み取るか、または書き込
むことができます。書き込みホストが存在する
場合は、すべての入出力は直接行われます。

mh_writeオプションでは、ロック動作が変化しません。ファイルロック
は、mh_writeが有効かどうかには関係なく同じ動作を行います。mh_writeオプ
ションの影響は次のとおりです:

■ mh_writeが有効な場合、すべてのホストは 1つのファイルを同時に読み取りおよ
び書き込みが可能です。

■ mh_writeが無効な場合、ある期間内にあるファイルに書き込めるホストは 1つの
みで、その期間内はどのホストもそのファイルを読み取ることができません。

Sun QFS共有ファイルシステムでは、ホスト間の整合性が維持されます。ホストがは
じめて読み取りまたは書き込みシステムコールを実行すると、そのホストは、一定
期間そのファイルの読み取りまたは書き込みを可能にするリースを取得します。そ
のリースが存在することで、mh_writeがない場合にほかのホストがそのファイルに
アクセスすることが防止されます。特に、リースはその取得の元になったシステム
コールよりも長い期間存在できます。
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mh_writeが有効でない場合、Sun QFS共有ファイルシステムは、データの読み取りと
書き込みのための POSIXに近い動作を提供します。ただし、メタデータに対して
は、アクセス時間が変化しても、ほかのホストにはすぐにわからないことがありま
す。ファイルへの変更は、書き込みリースの最後にディスクにプッシュされま
す。読み取りリースが取得されると、新しく書き込まれたデータを表示できるよう
に、システムは期限切れのキャッシュページをすべて無効にします。

mh_writeが有効な場合、動作は一定でなくなります。読み取り側と書き込み側が同
時に発生した場合、Sun QFS共有ファイルシステムは、そのファイルにアクセスして
いるすべてのホストを直接入出力モードに切り替えます。そのため、ページ整合入
出力がその他のホストにただちに表示されるはずです。ただし、非ページ整合入出
力では期限切れのデータが表示されたり、場合によってはファイルに書き込まれた
りしますが、これは、このような状況を防止している通常のリースメカニズムが無
効になるためです。

mh_writeオプションは、複数のホストが同時に同じファイルに書き込む必要があ
り、アプリケーションがページ整合入出力を実行している場合にのみ指定するよう
にしてください。それ以外の場合は、(mh_writeとともに動作する) flock()を使用し
てホスト間を調整しても整合性は保証されないため、データの不整合が発生する可
能性があります。

mh_writeの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「mount_samfs(1M)」を参照してください。

並行スレッドの最小数の設定: (min_poolオプ
ション)
min_poolマウントオプションは、Sun QFS共有ファイルシステムの並行スレッドの最
小数を設定します。Oracle Solarisシステムでのデフォルト設定は min_pool=64で
す。この設定は、Oracle Solarisではスレッドプール内にアクティブスレッドが少なく
とも 64個存在することを示します。Sun QFS共有ファイルシステムの動作状態に応
じて、min_poolの設定を 8から 2048までの任意の値に調整できます。

min_poolマウントオプションは samfs.cmdファイルに設定してください。これを
/etc/vfstabファイル内か、またはコマンド行で設定した場合は無視されます。

注 – min_poolマウントオプションは、以前の nstreamsマウントオプションに代わる
ものです。バージョン 5.0のソフトウェアでは、nstreamsオプションが完全に削除さ
れます。
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キャッシュされた属性の保持: (meta_timeoオプ
ション)
meta_timeoマウントオプションは、システムがメタデータ情報に対するチェックを
待つ間隔の長さを決定します。デフォルトでは、システムはメタデータ情報を 3秒
ごとに更新します。たとえば、新しく作成されたファイルがいくつか含まれている
Sun QFS共有ファイルシステムで lsコマンドを入力すると、3秒が経過するまですべ
てのファイルに関する情報が返されない可能性があります。このオプションの構文
は meta_timeo=nであり、0 ≤ n ≤ 60の値を指定します。

ストライプ化割り当ての指定: (stripeオプション)
デフォルトでは、Sun QFS共有ファイルシステム内のデータファイルは、ラウンドロ
ビン式ファイル割り当て方式を使用して割り当てられます。ファイルデータが複数
のディスクにわたってストライプ化されるように指定するには、メタデータホスト
とすべての潜在的なメタデータホスト上で stripeマウントオプションを指定できま
す。デフォルトでは、非共有ファイルシステムのファイルデータは、ストライプ化
方式で割り当てられることに注意してください。

ラウンドロビン式割り当てでは、ファイルは、各スライスまたはストライプ化グ
ループ上にラウンドロビン式で作成されます。1つのファイルの最大のパフォーマン
スは、スライスまたはストライプ化グループの速度になります。ファイル割り当て
方式の詳細は、20ページの「Sun QFSファイルシステムの設計の基本」を参照してく
ださい。

メタデータが書き込まれる頻度の指定: (sync_meta
オプション)
sync_metaオプションを sync_meta=1または sync_meta=0に設定できます。

デフォルト設定は sync_meta=1です。これは、メタデータが変更されるたびに Sun
QFS共有ファイルシステムがファイルのメタデータをディスクに書き込むことを示
します。この設定によってデータのパフォーマンスが低下しますが、データの整合
性は保証されます。メタデータサーバーを変更する場合は、この設定が有効である
必要があります。

sync_meta=0を設定した場合、Sun QFS共有ファイルシステムは、メタデータを
バッファーに書き込んでからディスクに書き込みます。この遅延書き込みによって
より高いパフォーマンスが実現されますが、マシンの予定外の停止が発生したあと
のデータの整合性は低下します。
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WORM機能の有効化: (worm_capableおよび
def_retentionオプション)
オプションのWORMパッケージを使用している場合は、worm_capableマウントオプ
ションにより、ファイルシステムはWORMファイルをサポートできま
す。def_retentionマウントオプションは、def_retention=MyNdOhPmの形式を使用
して、デフォルトの保持期間を設定します。

この形式では、M、N、O、および Pは負でない整数であり、y、d、h、および m

は、それぞれ年、日、時、分を表します。これらの単位を任意に組み合わせること
ができます。たとえば 1y5d4h3mは 1年、5日、4時間、3分、30d8hは 30日と 8時
間、300mは 300分をそれぞれ表します。この形式は、保存時間を分単位で指定して
いた旧バージョンのソフトウェアと下位互換性があります。

WORM機能の詳細は、第 9章「WORM-FSファイルシステムの構成」を参照してく
ださい。
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samuオペレータユーティリティーの使
用

この章では、samuコマンドを使用して、環境内で構成されているデバイスを制御す
る方法について説明します。samuの表示の多くは、ストレージおよびアーカイブ管
理メカニズムを使用しているサイトにのみ役立ちます。Sun QFSのみの環境で samu

を使用している場合、これらの表示は適用されません。

同じ操作の多くは、samcmdコマンドを使用しても実行できます。詳細は、『Sun QFS
and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「samcmd(1M)」を参照してく
ださい。

samuオペレータユーティリティーの機能一覧

オプション 説明 追加情報

a アーカイバステータスを表示する 196ページの「(a) -アーカイ
バステータスの表示」

c デバイス構成を表示する 198ページの「(c) -デバイス
構成の表示」

C メモリー情報を表示する 199ページの「(C) -メモ
リーの表示」

d トレースされているイベントを表
示する

200ページの「(d) -デーモン
トレースコントロールの表
示」

D ディスクボリュームディクショナ
リを表示する

201ページの「(D) -ディスク
ボリュームディクショナ
リ」

f Sun QFSファイルシステムのコン
ポーネントを表示する

202ページの「(f) -ファイル
システムの表示」
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オプション 説明 追加情報

F 光ディスク上のラベルを表示する 204ページの「(F) -光ディス
クラベルの表示」

h 使用可能な samu(1M)の表示のサマ
リーを表示する

204ページの「(h) -ヘルプ表
示」

I iノードの内容を表示する 205ページの「(I) - iノードの
表示」

J プレビュー待ち行列のための共有
メモリーセグメントを表示する

206ページの「(J) -プレ
ビュー共有メモリーの表
示」

K カーネル統計情報を表示する 207ページの「(K) -カーネル
統計情報の表示」

l ファイルシステムの使用率情報を
表示する

208ページの「(l) -使用率の
表示」

L 共有メモリー内の共有メモ
リーテーブルおよびシステムデ
フォルトの場所を表示する

208ページの「(L) -共有メモ
リーテーブル」

m 外部ストレージがマウントされた
ファイルシステムおよびメン
バードライブのステータスを表示
する

209ページの「(m) -外部スト
レージステータスの表示」

N ファイルシステムに関する情報を
表示する

212ページの「(N) -ファイル
システムパラメータの表
示」

o 光ディスクドライブのステータス
を表示する

214ページの「(o) -光ディス
クステータスの表示」

p リムーバブルメディアに対する保
留中のロードリクエストを表示す
る

215ページの「(p) -リムーバ
ブルメディアのロードリク
エストの表示」

P Sun QFSの単一ポートマルチプレク
サに登録されているサービスを表
示する

217ページの「(P) -アク
ティブサービスの表示」

r リムーバブルメディアデバイスの
動作状態を表示する

218ページの「(r) -リムーバ
ブルメディアステータスの
表示」

R Sun SAM-Remoteの構成に関する情
報およびそのステータスを表示す
る

219ページの「(R) - Sun
SAM-Remote情報の表示」
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オプション 説明 追加情報

s 構成されているデバイスのス
テータスを表示する

219ページの「(s) -デバイス
ステータスの表示」

S rawデバイスのデータを表示する 220ページの「(S) -セク
ターデータの表示」

t 構成されているすべてのテープド
ライブのステータスを表示する

221ページの「(t) -テープド
ライブステータスの表示」

T SCSIデバイスの SCSIステータスを
表示する

222ページの「(T) - SCSIセン
スデータの表示」

u 書き込み待ち行列内のファイルの
リストを表示する

223ページの「(u) -書き込み
待ち行列の表示」

U デバイステーブルを人間が読める
形式で表示する

224ページの「(U) -デバイス
テーブルの表示」

v カタログ化されているすべての
ディスクまたはテープの場所と
VSNを表示する

225ページの「(v) -自動ライ
ブラリカタログの表示」

w アンロードされたボリュームを含
む保留中の書き込みリクエストを
表示する

228ページの「(w) -保留中の
書き込み待ち行列」

down デバイスに対する操作を終了する 234ページの「デバイスコマ
ンド」

idle 新しい接続を防ぐことに
よって、デバイスへのアクセスを
制限する

234ページの「デバイスコマ
ンド」

off デバイスを論理的にオフに設定す
る

234ページの「デバイスコマ
ンド」

on デバイスを論理的にオンに設定す
る

234ページの「デバイスコマ
ンド」

unavail デバイスをファイルシステムで使
用できないようにする

234ページの「デバイスコマ
ンド」

unload 指定されたリムーバブルメディア
デバイスのマウントされているメ
ディアをアンロードする

234ページの「デバイスコマ
ンド」

nalloc デバイスへの以後の割り当てをす
べて禁止する

234ページの「デバイスコマ
ンド」

alloc デバイスへの割り当てをふたたび
有効にする

234ページの「デバイスコマ
ンド」
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オプション 説明 追加情報

flush_behind 変更されたページをディスクに非
同期に書き込むかどうかを制御す
る

235ページの「flush_behind

コマンド」

force_nfs_async

noforce_nfs_async

サーバーに書き込まれたNFS
データをファイルシステムが
キャッシュするかどうかを制御す
る

236ページ
の「force_nfs_asyncおよび
noforce_nfs_asyncコマン
ド」

sw_raid

nosw_raid

ファイルシステムがwritebehind
バッファーを整列させるかどうか
を制御する

237ページの「sw_raidおよ
び nosw_raidコマンド」

readahead ファイルシステムが先読みできる
最大バイト数を設定する

236ページの「readaheadコ
マンド」

writebehind ファイルシステムが後書きできる
最大バイト数を設定する

237ページの「writebehind

コマンド」

wr_throttle 1つのファイルに対する未処理の書
き込みデータのキロバイト数を設
定する

238ページの「wr_throttle

コマンド」

dio_rd_form_min 境界割り当てされた入出力に対す
る読み取り操作の最小ブロック数
を設定する

239ページ
の「dio_rd_form_minおよび
dio_wr_form_minコマンド」

dio_wr_form_min 境界割り当てされた入出力に対す
る書き込み操作の最小ブロック数
を設定する

239ページ
の「dio_rd_form_minおよび
dio_wr_form_minコマンド」

dio_rd_ill_min 境界割り当てされない入出力に対
する読み取り操作の最小ブロック
数を設定する

239ページ
の「dio_rd_ill_minおよび
dio_wr_ill_minコマンド」

dio_wr_ill_min 境界割り当てされない入出力に対
する書き込み操作の最小ブロック
数を設定する

239ページ
の「dio_rd_ill_minおよび
dio_wr_ill_minコマンド」

dio_rd_consec バッファーサイズには関係な
く、実行できる連続した読み取り
操作の数を設定する

239ページの「dio_rd_consec

および dio_wr_consecコマン
ド」

dio_wr_consec バッファーサイズには関係な
く、実行できる連続した書き込み
操作の数を設定する

239ページの「dio_rd_consec

および dio_wr_consecコマン
ド」
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オプション 説明 追加情報

dio_szero nodio_szero 直接入出力で書き込まれたス
パースファイルの未初期化領域
を、その領域がアクセスされたと
きにゼロ化するかどうかを制御す
る

240ページの「dio_szeroお
よび nodio_szeroコマンド」

forcedirectio

noforcedirectio

デフォルトモードとして直接入出
力またはバッファー入出力を使用
するかどうかを制御する

240ページの「forcedirectio

および noforcedirectioコマ
ンド」

meta_timeo Sun QFS共有ファイルシステムのメ
タデータキャッシュの制限時間を
設定する

241ページの「meta_timeoコ
マンド」

mh_write

nomh_write

マルチホスト読み取りおよび書き
込み操作を許可するかどうかを制
御する

241ページの「mh_writeおよ
び nomh_writeコマンド」

minallocsz 割り当てられたブロックの最小数
を設定する

241ページの「minallocszお
よび maxallocszコマンド」

maxallocsz 割り当てられたブロックの最大数
を設定する

241ページの「minallocszお
よび maxallocszコマンド」

rdlease 読み取りリースの時間を設定する 241ページ
の「rdlease、wrlease、およ
び apleaseコマンド」

wrlease 書き込みリースの時間を設定する 241ページ
の「rdlease、wrlease、およ
び apleaseコマンド」

aplease 追加リースの時間を設定する 241ページ
の「rdlease、wrlease、およ
び apleaseコマンド」

abr noabr アプリケーションバイナリリカバ
リ (ABR)マウントオプションを制御
する

242ページの「abrおよび
noabrコマンド」

dmr nodmr ダイレクトミラー読み込み (DMR)
マウントオプションを制御する

242ページの「dmrおよび
nodmrコマンド」

invalid ファイルシステムがキャッシュさ
れた属性を保持する秒数を設定す
る

243ページの「invalid

intervalコマンド」

mm_stripe メタデータストライプ幅のディス
ク割り当て単位の数を設定する

243ページの「mm_stripeコ
マンド」
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オプション 説明 追加情報

qwrite noqwrite 異なるスレッドから同じファイル
への読み取りおよび書き込み操作
を同時に実行するかどうかを制御
する

243ページの「qwriteおよび
noqwriteコマンド」

refresh_at_eof

norefresh_at_eof

Sun QFSホストがファイルサイズを
更新するかどうかを制御する

244ページ
の「refresh_at_eofおよび
norefresh_at_eofコマンド」

suid nosuid 実行中のプログラムが自身の所有
者 IDを変更できるかどうかを制御
する

244ページの「suidおよび
nosuidコマンド」

stripe ファイルシステムのストライプ幅
を指定された数のディスク割り当
て単位に設定する

244ページの「stripeコマン
ド」

sync_meta メタデータをただちにディスクに
書き込むかどうかを制御する

245ページの「sync_metaコ
マンド」

trace notrace ファイルシステムがトレース機能
を使用するかどうかを制御する

245ページの「traceおよび
notraceコマンド」

clear リムーバブルメディアマウントリ
クエストの表示から指定されたボ
リュームを削除する

246ページの「clear vsnコマ
ンド」

devlog ログに記録される 1つまたは複数の
イベントを指定する

246ページの「devlogコマン
ド」

diskvols ディスクボリュームディクショナ
リ内のフラグを制御する

246ページの「diskvols flag
コマンド」

dtrace 1つまたは複数のプロセスのDTrace
機能を制御する

247ページの「dtraceコマン
ド」

fs デフォルトのファイルシステムを
設定する

248ページの「fsコマンド」

mount Sun QFSファイルシステムを指定す
る

248ページの「mountコマン
ド」

open ディスクデバイスへのアクセスを
有効にする

248ページの「openコマン
ド」

read 開かれているディスクデバイスか
ら指定されたセクターを読み取る

248ページの「readコマン
ド」

refresh samu(1M)画面のリフレッシュ間の
時間を設定する

248ページの「refreshコマ
ンド」
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オプション 説明 追加情報

snap オペレータ表示のコピーをファイ
ルに送信する

248ページの「snapコマン
ド」

! samu(1M)オペレータユーティリ
ティー内でシェルコマンドを実行
できるようにする

249ページの「!

shell-commandコマンド」

samuオペレータユーティリティーの概要
samuオペレータユーティリティーには、少なくとも横 80文字、縦 24行を表示できる
表示端末が必要です。ユーティリティーは、次の機能を備えています。

■ ユーザーが Sun QFSおよび SAM-QFSデバイスとファイルシステムの動作状態を監
視できるディスプレイ

■ ユーザーが表示を選択したり、表示オプションを設定したり、デバイスへのアク
セスやデバイスの動作状態を制御したり、表示ウィンドウのスナップショットを
作成したりできるコマンド

■ ユーザーが実行中のファイルシステムを調整できるコマンド

このセクションに示されている表示ウィンドウは代表的な例です。端末上に表示さ
れる情報の形式と量は、端末のモデルや環境内で構成されているデバイスに応じて
異なる場合があります。

以降のセクションでは、samuの起動と停止、ユーティリティーとの対話、ヘルプ
ウィンドウへのアクセス、およびオペレータ表示の表示を行う方法について説明し
ます。

▼ samuユーティリティーを起動する方法

オペレータユーティリティーを起動するには、コマンド行から samuコマンドを入力
します。
# samu

システムによって samuが起動され、デフォルトの初期表示であるヘルプ表示が表示
されます。samuの別の表示を表示するには、194ページの「samu画面を表示する方
法」の手順に従ってください。

デフォルトの初期表示を変更するには、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3
Reference Manual』の「samu(1M)」を参照してください。

●
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注 – samuは、viエディタと同様に、curses(3CURSES)ルーチンに基づいていま
す。samuの起動で問題が発生した場合は、端末タイプが正しく定義されていること
を確認してください。

▼ samu画面を表示する方法
samuコマンドは、そのコマンド行で、別の samu画面を表示するためのオプションを
受け入れます。

コロン (:)文字を入力します。
左下隅に次のコマンド行が表示されます:
Command:

表示する内容に対応する文字を入力し、Returnキーを押します。
たとえば、自動ライブラリカタログの表示を表示するには、vの文字を入力
し、Returnキーを押します。

表示のすべての一覧と、その表示に対応する文字を表示するには、ヘルプ表示を示
す hを入力します。

▼ samuを停止する方法
samuを終了するには、次のいずれかを入力します:

■ q

■ :q

samuオペレータユーティリティーが終了し、コマンドシェルに戻ります。

samuとの対話
samuユーティリティーは、順方向と逆方向のページ送り、コマンドの入力、表示の
リフレッシュ、およびユーティリティーの終了に関して、UNIX viエディタに似てい
ます。

オペレータ表示ごとの説明には、その表示内をナビゲートするために使用するコン
トロールキーのシーケンスが含まれています。samu(1M)のマニュアルページに
は、これらのコントロールキーのシーケンスが要約されています。

表示ウィンドウの最終行には、エラーメッセージが表示されます。コマンドエ
ラーが発生した場合、自動再表示機能は、オペレータが次の処理を行うまで停止し
ます。

1

2

●
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デバイスの識別
Sun QFS環境に含まれている各デバイスには、mcfファイル内で装置番号 (たとえ
ば、10)が割り当てられます。多くの samuコマンドでは、装置番号を使用して特定の
デバイスを識別する必要があります。デバイスとその装置番号のリストを表示する
には、(c) -デバイス構成の表示にアクセスします。

オンラインヘルプへのアクセス
samuを起動したときのデフォルトの表示は、オンラインヘルプの最初のページで
す。ヘルプは、samuの表示のサマリーを提供します。

任意の時点でヘルプ表示にアクセスするには、:hを入力します。オンラインヘルプ
内をナビゲートするには、Ctrl-Fを押して次のページに移動するか、またはCtrl-Bを
押して前のページに移動します。任意の時点でヘルプ表示に戻るには、hキーを押し
ます。

オペレータ表示
いずれかのオペレータ表示を表示するには、対応する文字キーを押します。aから w

までの小文字は、動作情報を表示します。

注 – samu(1M)の大文字の表示 (C、D、F、I、J、K、L、M、N、P、R、S、T、および U)
は、お客様のサイトで、技術サポートスタッフのメンバーの支援を受けてのみ使用
するように設計されています。

このトピックでは、これらの大文字の表示については詳細に説明していません。

オペレータ表示が使用可能な画面領域をオーバーフローすると、次の例に示すよう
に、追加情報を示す単語 moreが表示の一番下に表示されます。Ctrl-Fを押すと、順
方向にページ送りされ、より多くの内容が表示されます。

例 13–1 より多くのテキストを取得できることを示す samu画面

xb54 54 exb8505 pt03 0 yes 2 0 on

lt55 55 dlt2000 pt02 1 yes 4 0 on ml65

hp56 56 hpc1716 pt01 1 yes 3 0 on hp70

hp57 57 hpc1716 pt01 1 yes 4 0 on hp70

more

samuからデバイスを指定するよう求められたら、関連付けられた装置番号を入力し
ます。構成表示 (c)には、すべてのリムーバブルメディアデバイスの装置番号が表示
されます。すべての表示の制御に、その表示用にリストされたコントロールキーを
使用します。
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以降のセクションでは、オペレータ表示についてアルファベット順に、例とともに
説明します。より複雑な表示の説明のあとに、表示内のフィールドを説明した表が
示されています。

注 – SAM-QFSのアーカイブ機能を使用せず、Sun QFSソフトウェアのみを使用してい
る場合は、使用できないオペレータ表示があります。

(a) -アーカイバステータスの表示
aの表示には、アーカイバステータスが表示されます。特定のファイルシステムの
アーカイブの詳細を表示するには:

a filesystem

filesystemには、ファイルシステムの名前を指定します。

ナビゲーション
次の表は、aの表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 前のファイルシステム

Ctrl-F 次のファイルシステム

Ctrl-D arcopiesを順方向にページ送りする (下部) —指
定されたファイルシステムの詳細を表示してい
るときは使用不可

Ctrl-U arcopiesを逆方向にページ送りする (下部) —指
定されたファイルシステムの詳細を表示してい
るときは使用不可

表示例
次の例は、アーカイバステータスの表示を示しています。

例 13–2 samu a Display

Archiver Status

samu 5.0 07:44:02 August 8 2008

sam-archiverd: Waiting for resources

sam-arfind: samfs1 mounted at /sam1

Waiting until 2005-05-08 07:54:02 to scan .inodes

sam-arfind: samfs2 mounted at /sam2

Waiting until 2005-05-08 07:52:57 to scan .inodes

sam-arfind: qfs1 mounted at /qfs1
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例 13–2 samu a Display (続き)

Waiting until 2005-05-08 07:44:33 to scan .inodes

sam-arfind: qfs2 mounted at /qfs2

Waiting until 2005-05-08 07:53:21 to scan .inodes

sam-arfind: qfs3 mounted at /qfs3

Waiting until 2005-05-08 07:44:11 to scan .inodes

sam-arfind: qfs4 mounted at /qfs4

Waiting until 2005-05-08 07:53:35 to scan .inodes

sam-arfind: shareqfs1 mounted at /shareqfs1

Shared file system client. Cannot archive.

sam-arfind: shareqfs2 mounted at /shareqfs2

Shared file system client. Cannot archive.

sam-arcopy: qfs4.arset5.1.83 dt.DAT001

Waiting for volume dt.DAT001

フィールドの説明
次の表は、詳細表示内のフィールドを示しています。

フィールド 説明

samfs1 mounted at マウントポイント。

regular files 通常ファイルの数と全体サイズ。

offline files オフラインファイルの数と全体サイズ。

archdone files archdoneファイルの数とサイズ。アーカイバが処理を完了
し、それ以上の処理を実行できないことを示しま
す。archdoneにマークされたファイルは、アーカイブ処理
は終了しているが、必ずしもアーカイブ済みではありませ
ん。

copy1 アーカイブコピー 1のファイル数と全体サイズ。

copy2 アーカイブコピー 2のファイルの数と合計サイズ。

copy3 アーカイブコピー 3のファイルの数と合計サイズ。

copy4 アーカイブコピー 4のファイルの数と合計サイズ。

Directories ディレクトリの数と全体サイズ。

sleeping until アーカイバが次にいつ実行されるかを示します。

オペレータ表示

第 13章 • samuオペレータユーティリティーの使用 197



(c) -デバイス構成の表示
cの表示には、構成の接続が表示されます。ここでは、すべてのデバイス名と装置番
号が一覧表示されます。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向に半ページ送る

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-U 逆方向に半ページ送る

表示例
次の例は、デバイス構成の表示を示しています。

例 13–3 samu cの表示

Device configuration: samu 5.0 07:48:11 Sept 8 2008

ty eq state device_name fs family_set

sk 100 on /etc/opt/SUNWsamfs/dcstkconf 100 dcL700

tp 120 off /dev/rmt/1cbn 100 dcL700

sg 130 on /dev/rmt/4cbn 100 dcL700

sg 140 on /dev/rmt/5cbn 100 dcL700

tp 150 off /dev/rmt/3cbn 100 dcL700

hy 151 on historian 151

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

フィールド 説明

ty デバイスタイプ。

eq デバイスの装置番号。
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フィールド 説明

state 装置の現在の動作状態。有効なデバイスの状態
は、次のとおりです。
■ onデバイスをアクセスに使用できます。

■ roデバイスを読み取り専用アクセスに使用
できます。

■ offデバイスをアクセスに使用できません。

■ downデバイスをメンテナンスアクセスにの
み使用できます。

■ idleデバイスを新しい接続に使用できませ
ん。進行中の操作は、終了するまで続行さ
れます。

■ nallocこのデバイスへの以後の割り当てを
すべて禁止する nallocフラグが設定されて
います。詳細は、41ページの「論理ユ
ニット番号 (LUN)ごとの割り当て制御」を
参照してください。

device_name 装置のパス。

fs ファミリセットの装置番号。

family_set デバイスが属しているストレージファミリ
セットまたはライブラリの名前。

(C) -メモリーの表示
Cの表示には、特定のメモリーアドレスの内容が表示されます。あるアドレスの内容
を表示するには、そのアドレスを 16進数で入力します。

この表示を起動するには:

C hex-address

hex-addressには、メモリー位置のアドレスを 16進数で指定します。次に例を示しま
す。

Command:C 0x1044a998

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

表示例
次の例は、メモリーの表示を示しています。この出力例は切り詰められています。
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例 13–4 samu Cの表示

Memory base: 0x1234567 samu 5.0 07:52:25 Sept 8 2008

00000000 80921000 137ff801 edd05e21 40853420 ......x.mP^!@.4

00000010 00a00420 018528b0 01a604e0 02840640 . . ..(0.&amp;.&rdquo;...@

00000020 02d030a1 a0853420 0080a0a0 100a6fff .P0! .4 .. ..o.

00000030 f6921000 13c65e23 582d0000 0ba01020 v....F^#X-... .

00000040 00c45e20 48c608e0 2fd05e21 40920080 .D^ HF.&rdquo;/P^!@...

00000050 037ff801 fa941000 16c45e20 48a600a0 ..x.z....D^ H&amp;.

00000060 80921000 137ff801 d5d05e21 40853420 ......x.UP^!@.4

00000070 00a00420 018528b0 01a604e0 02840640 . . ..(0.&amp;.&rdquo;...@

00000080 02d030a1 c0853420 0080a0a0 100a6fff .P0!@.4 .. ..o.

00000090 f6921000 13c65e23 58a01020 00c45e20 v....F^#X . .D^

000000a0 48c608e0 2fd05e21 40920080 037ff801 HF.&rdquo;/P^!@.....x.

000000b0 e39405a2 00c45e20 48a600a0 80921000 c..".D^ H&amp;. ....

000000c0 137ff801 bed05e21 40853420 00a00420 ..x.>P^!@.4 . .

000000d0 018528b0 01a604e0 02840640 02d030a1 ..(0.&amp;.&rdquo;...@.P0!

000000e0 e0853420 0080a0a0 100a6fff f6921000 &rdquo;.4 .. ..o.v...

000000f0 13c65e23 58a01020 00c45e20 48c608e0 .F^#X . .D^ HF.&rdquo;

(d) -デーモントレースコントロールの表示
dの表示には、defaults.confファイルで指定された、トレースされているイベント
が表示されます。トレースファイルの有効化の詳細は、『Sun QFS and Sun Storage
Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「defaults.conf(4)」を参照してください。

表示例
次の例は、トレースファイル情報を示しています。トレース対象のデーモンに関す
る情報、トレースファイルのパス、トレース対象イベント、トレースファイルのサ
イズと経過時間に関する情報などが表示されます。

例 13–5 samu dの表示

Daemon trace controls samu 5.0 07:56:38 Sept 8 2008

sam-amld /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-amld

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-archiverd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-archiverd

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-catserverd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-catserverd

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-fsd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-fsd

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-rftd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-rftd

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-recycler /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-recycler

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0
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例 13–5 samu dの表示 (続き)

sam-sharefsd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-sharefsd

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-stagerd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-stagerd

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-serverd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-serverd

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-clientd /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-clientd

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

sam-mgmt /var/opt/SUNWsamfs/trace/sam-mgmt

cust err fatal misc proc debug date

size 0 age 0

(D) -ディスクボリュームディクショナリ
Dの表示には、diskvols.confファイルで定義された、ディスクアーカイブのための
ディスクメディアを追跡するディスクボリュームディクショナリが表示されま
す。このディクショナリには、容量、残りのスペース、VSNのステータスフラグを
含む、各VSNに関する情報が含まれています。これらのフラグに
は、unavailable、read only、および bad mediaが含まれます。

表示例
次の例は、デバイス構成の表示を示しています。

例 13–6 samu Dの表示

Disk volume dictionary samu 5.0 07:48:11 May 8 2008

header

version 460

volumes

magic 340322 version 9 nkeys 2 ndata 2

index space capacity used flags volume

0 12882411520 12887785472 10291200 ----- disk01

1 6443827200 6443892736 70656 ----- disk02

clients

magic 340322 version 9 nkeys 1 ndata 1

フラグ
次の表は、Dの表示のためのフラグを示しています。
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フラグ 説明

l ボリュームにラベルが付けられ、seqnumファイルが作成されまし
た。ソフトウェアが新しい seqnumファイルを作成することを防止する
ため、管理者が設定します。

r ボリュームがリモートホストで定義されています。

U ボリュームは使用できません。

R ボリュームは読み取り専用です。

E ソフトウェアがディスクアーカイブディレクトリで書き込みエラーを
検出したことを示すメディアエラー。

ディスクボリュームディクショナリのフラグを設定またはクリアーするに
は、diskvols samuコマンドを使用します。詳細は、diskvolsコマンドを参照してく
ださい。

(f) -ファイルシステムの表示
fの表示には、Sun QFSファイルシステムのコンポーネントが表示されます。

表示例
次の例は、ファイルシステムの表示を示しています。

例 13–7 samu fの表示

File systems samu 5.0 08:11:24 Sept 8 2008

ty eq state device_name status high low mountpoint server

ms 10 on samfs1 m----2----d 90% 70% /sam1

md 11 on /dev/dsk/c5t8d0s3

md 12 on /dev/dsk/c5t8d0s4

md 13 on /dev/dsk/c5t8d0s5

md 14 on /dev/dsk/c5t8d0s6

md 15 on /dev/dsk/c5t8d0s7

ms 20 on samfs2 m----2----d 90% 70% /sam2

md 21 on /dev/dsk/c5t9d0s3

md 22 on /dev/dsk/c5t9d0s4

md 23 on /dev/dsk/c5t9d0s5

md 24 on /dev/dsk/c5t9d0s6

md 25 on /dev/dsk/c5t9d0s7

ma 30 on qfs1 m----2----d 90% 70% /qfs1

mm 31 on /dev/dsk/c5t10d0s0

md 32 on /dev/dsk/c5t10d0s1

ma 40 on qfs2 m----2----d 90% 70% /qfs2

mm 41 on /dev/dsk/c5t11d0s0

md 42 on /dev/dsk/c5t11d0s1

ma 50 on qfs3 m----2---r- 90% 70% /qfs3

mm 51 on /dev/dsk/c5t12d0s0
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例 13–7 samu fの表示 (続き)

mr 52 on /dev/dsk/c5t12d0s1

ma 60 on qfs4 m----2---r- 90% 70% /qfs4

mm 61 on /dev/dsk/c5t13d0s0

mr 62 on /dev/dsk/c5t13d0s1

ma 100 on shareqfs1 m----2c--r- 80% 70% /shareqfs1 spade

mm 101 on /dev/dsk/c6t50020F2300004655d0s0

mr 102 on /dev/dsk/c6t50020F2300004655d0s1

ma 110 on shareqfs2 m----2c--r- 80% 70% /shareqfs2 spade

mm 111 on /dev/dsk/c6t50020F2300004655d0s6

mr 112 on /dev/dsk/c6t50020F2300004655d0s7

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

フィールド 説明

ty デバイスタイプ。

eq デバイスの装置番号。

state 装置の現在の動作状態。有効なデバイスの状態
は、次のとおりです。
■ onデバイスをアクセスに使用できます。

■ roデバイスを読み取り専用アクセスに使用
できます。

■ offデバイスをアクセスに使用できません。

■ downデバイスをメンテナンスアクセスにの
み使用できます。

■ idleデバイスを新しい操作に使用できませ
ん。進行中の操作は、終了するまで続行さ
れます。

■ nallocこのデバイスへの以後の割り当てを
すべて禁止する nallocフラグが設定されて
います。詳細は、41ページの「論理ユ
ニット番号 (LUN)ごとの割り当て制御」を
参照してください。

device_name ファイルシステム名または装置のパス。

status デバイスステータス。ステータスコードについ
ては、230ページの「ステータスコード」を参
照してください。

high ディスク使用量の上限率。
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フィールド 説明

low ディスク使用量の下限率。

mountpoint ファイルシステムのマウントポイント。

server ファイルシステムがマウントされているホスト
システム名。

(F) -光ディスクラベルの表示
Fの表示には、光ディスク上のラベルが表示されます。

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

(h) -ヘルプ表示
hの表示には、使用可能な samuの表示のサマリーが表示されます。これは、デ
フォルトでは、コマンド行で samuコマンドを入力したときにシステムによって提供
される最初の表示です。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向にページ送りする (上部)

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-U 逆方向にページ送りする (上部)

Ctrl-K パスの表示を切り替える

表示例
オンラインヘルプには、ヘルプ画面の複数のページがあります。Sun QFSファイルシ
ステムでは、初期のヘルプ画面にすべてが表示されるわけではありません。たとえ
ば、Sun QFSシステムを実行している場合、リムーバブルメディアの表示は使用でき
ません。次の例は、SAM-QFSの構成の最初のページのみを示しています。以降のヘ
ルプ画面には、samuコマンドが表示されます。
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例 13–8 Sun SAMシステムの場合の samuの初期のヘルプ画面

Help information page 1/15 samu 5.0 08:18:13 Sept 8 2008

Displays:

a Archiver status w Pending stage queue

c Device configuration C Memory

d Daemon trace controls D Disk volume dictionary

f File systems F Optical disk label

h Help information I Inode

l Usage information J Preview shared memory

m Mass storage status K Kernel statistics

n Staging status L Shared memory tables

o Optical disk status M Shared memory

p Removable media load requests N File system parameters

r Removable media P Active Services

s Device status R SAM-Remote

t Tape drive status S Sector data

u Staging queue T SCSI sense data

v Robot catalog U Device table

more (ctrl-f)

(I) - iノードの表示
Iの表示には、iノードの内容が表示されます。

■ ファイルシステム全体の iノードを表示するには:

I filesystem

filesystemには、ファイルシステムの名前を指定します。
■ 特定の iノードを表示するには:

I inode-number

inode-numberには、iノード番号を 16進数または 10進数で指定します。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 前の iノード

Ctrl-F 次の iノード

Ctrl-K 拡張表示形式

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。
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表示例
次の例は、iノードの表示を示しています。

例 13–9 samu Iの表示

Inode 0x1 (1) format: file samu 5.0 08:27:14 Sept 8 2008

incore: y

00008100 mode -r-------- 409cdf57 access_time

00000001 ino (1) 1d32ea20

00000001 gen (1) 4096b499 modify_time

00000002 parent.ino (2) 02588660

00000002 parent.gen (2) 4096b499 change_time

00000000 size_u 02588660

000c0000 size_l (786432) 4096b443 creation_time

01000000 rm:media/flags 409a8a7c attribute_time

00000000 rm:file_offset 409c0ce6 residence_time

00000000 rm:mau 00000000 unit/cs/arch/flg

00000000 rm:position 00000000 ar_flags

00000000 ext_attrs -------- 00000000 stripe/stride/sg

00000000 ext.ino (0) 00000000 media -- --

00000000 ext.gen (0) 00000000 media -- --

00000000 uid root 00000000 psize (0)

00000000 gid root 000000c0 blocks (192)

00000001 nlink (1) 00000600 free_ino (1536)

00011840 status -n------- ----- -- --

Extents (4k displayed as 1k):

00_ 000000d0.00 000000e0.00 000000f0.00 00000100.00 00000110.00 00000120.00

06_ 00000130.00 00000140.00 00000150.00 00000160.00 00000170.00 00000180.00

12_ 00000190.00 000001a0.00 000001b0.00 000001c0.00 00000630.00 00000000.00

18_ 00000000.00

(J) -プレビュー共有メモリーの表示
Jの表示には、プレビュー待ち行列のための共有メモリーセグメントが表示されま
す。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向に半ページ送る

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-U 逆方向に半ページ送る
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この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

表示例
次の例は、プレビュー共有メモリーの表示を示しています。この出力例は切り詰め
られています。

例 13–10 samu Jの表示

Preview shared memory size: 155648 samu 5.0 08:30:05 Sept 8 2008

00000000 00040000 00014d58 00000000 00000000 ......MX........

00000010 00000000 00000000 73616d66 73202d20 ........samfs -

00000020 70726576 69657720 6d656d6f 72792073 preview memory s

00000030 65676d65 6e740000 00026000 00000000 egment..........

00000040 00025fff 00000000 00040000 00014d58 .._...........MX

00000050 00000000 00000000 00000000 00000000 ................

00000060 0000d9e0 00000064 00000000 000001b8 ..Y.....d.......8

00000070 3f800000 447a0000 0000d820 00000008 ?...Dz....X ....

(K) -カーネル統計情報の表示
Kの表示には、カーネル統計情報 (現在メモリー内にある iノードの数など)が表示さ
れます。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-F 順方向にページ送りする

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

表示例
次の例は、カーネル統計情報の表示を示しています。

例 13–11 samuKの表示

Kernel statistics samu 5.0 08:33:19 Sept 8 2008

module: sam-qfs name: general instance: 0 class: fs
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例 13–11 samuKの表示 (続き)

version 4.4.sam-qfs, gumball 2004-05-07 12:12:04

configured file systems 8

mounted file systems 8

nhino 16384

ninodes 129526

inocount 129527

inofree 128577

(l) -使用率の表示
l表示は、各ライブラリおよびファイルシステムに使用されている容量および空き容
量など、ファイルシステムの使用率情報を表示します。

表示例
次の例は、使用率の表示の例を示しています。

例 13–12 samu lの表示

Usage information samu 5.0 08:36:27 Sept 8 2008

hostid = 80e69e6e OS name: SunOS Architecture: SPARC CPUs: 2 (2 online)

library 40: capacity 389.3G bytes space 291.1G bytes, usage 25%

library 51: capacity 9.5G bytes space 9.5G bytes, usage 0%

library 55: capacity 0 bytes space 0 bytes, usage 0%

library 56: capacity 10.7G bytes space 10.7G bytes, usage 0%

library totals: capacity 409.5G bytes space 311.3G bytes, usage 24%

filesystem samfs3: capacity 54.5M bytes space 13.4M bytes, usage 75%

filesystem samfs4: capacity 319.5M bytes space 298.0M bytes, usage 7%

filesystem samfs7: capacity 96.6M bytes space 69.6M bytes, usage 28%

filesystem samfs6: capacity 5.0G bytes space 4.9G bytes, usage 3%

filesystem samfs8: capacity 5.0G bytes space 4.9G bytes, usage 2%

filesystem totals: capacity 10.5G bytes space 10.2G bytes, usage 3%

注 – 4.3より前のバージョンのソフトウェアでは、この表示には、ファイルシステム
のライセンス情報が表示されました。

(L) -共有メモリーテーブル
Lの表示には、共有メモリーテーブルの場所が表示されます。共有メモリーに保存さ
れているシステムデフォルトも表示されます。

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。
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表示例
次は、共有メモリーテーブルを示しています。

例 13–13 samuLの表示

Shared memory tables samu 5.0 08:38:31 May 8 2008

shm ptr tbl: defaults:

size 12000 (73728) optical mo

left 44c8 (17608) tape lt

scanner pid 1861 timeout 600

fifo path 01b0 /var/opt/SUNWsamfs/previews 100

dev_table 01cc stages 1000

first_dev 0450 log_facility 184

scan_mess cf50 dio minfilesize 100

preview_shmid 1 label barcode FALSE

flags 0x20000000 barcodes low FALSE

preview stages 55776 export unavail FALSE

preview avail 100 attended TRUE

preview count 0 start rpc FALSE

preview sequence 445

age factor 1 vsn factor 1000

fs tbl ptr 0xd820 fs count 8

fseq 10 samfs1 state 0 0 0 0 0

fseq 20 samfs2 state 0 0 0 0 0

fseq 30 qfs1 state 0 0 0 0 0

fseq 40 qfs2 state 0 0 0 0 0

fseq 50 qfs3 state 0 0 0 0 0

fseq 60 qfs4 state 0 0 0 0 0

fseq 100 shareqfs1 state 0 0 0 0 0

fseq 110 shareqfs2 state 0 0 0 0 0

(m) -外部ストレージステータスの表示
mの表示には、外部ストレージファイルシステムとそのメンバードライブのステータ
スが表示されます。この表示では、マウントされているファイルシステムのみが表
示されます。

表示例
次の例は、外部ストレージステータスの表示を示しています。メンバードライブ
は、空白文字 1つ分インデントされ、そのドライブが属するファイルシステムのす
ぐ下に表示されます。

例 13–14 samumの表示

Mass storage status samu 5.0 08:41:11 Sept 8 2008

ty eq status use state ord capacity free ra part high low

ms 10 m----2----d 1% on 68.354G 68.343G 1M 16 90% 70%

md 11 1% on 0 13.669G 13.666G

md 12 1% on 1 13.669G 13.667G
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例 13–14 samumの表示 (続き)

md 13 1% on 2 13.669G 13.667G

md 14 1% on 3 13.674G 13.672G

md 15 1% on 4 13.674G 13.672G

ms 20 m----2----d 1% on 68.354G 68.344G 1M 16 90% 70%

md 21 1% on 0 13.669G 13.667G

md 22 1% on 1 13.669G 13.667G

md 23 1% on 2 13.669G 13.667G

md 24 1% on 3 13.674G 13.672G

md 25 1% on 4 13.674G 13.672G

ma 30 m----2----d 4% on 64.351G 61.917G 1M 16 90% 70%

mm 31 1% on 0 4.003G 3.988G [8363840 inodes]

md 32 4% on 1 64.351G 61.917G

ma 40 m----2----d 1% on 64.351G 64.333G 1M 16 90% 70%

mm 41 1% on 0 4.003G 3.997G [8382784 inodes]

md 42 1% on 1 64.351G 64.333G

ma 50 m----2---r- 1% on 64.351G 64.333G 1M 16 90% 70%

mm 51 1% on 0 4.003G 3.997G [8382784 inodes]

mr 52 1% on 1 64.351G 64.333G

ma 60 m----2---r- 1% on 64.351G 64.331G 1M 16 90% 70%

mm 61 1% on 0 4.003G 3.997G [8382784 inodes]

mr 62 1% on 1 64.351G 64.331G

ma 100 m----2c--r- 2% on 270.672G 265.105G 1M 16 80% 70%

mm 101 1% on 0 2.000G 1.988G [4168992 inodes]

mr 102 2% on 1 270.672G 265.469G

ma 110 m----2c--r- 3% on 270.656G 263.382G 1M 16 80% 70%

mm 111 1% on 0 2.000G 1.987G [4167616 inodes]

mr 112 2% on 1 270.656G 264.736G

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

フィールド 説明

ty デバイスタイプ。

eq 外部ストレージデバイスの装置番号。

status デバイスステータス。ステータスコードについ
ては、230ページの「ステータスコード」を参
照してください。

use ディスク空間の使用率。

state 外部ストレージの現在の動作状態。

ord ストレージファミリセット内のディスクデバイ
スの順序番号。

capacity 1024バイト単位の使用可能なディスク空間ブ
ロック数。
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フィールド 説明

free 利用可能な 1024バイト単位のディスク空間ブ
ロック数。

ra 先読みのサイズ (Kバイト単位)。

part キロバイト単位による部分的な書き込みサイ
ズ。

high ディスク使用量の上限率。

low ディスク使用量の下限率。

(M) -共有メモリーの表示
Mの表示には、raw共有メモリーセグメントが 16進数で表示されます。これは装置
テーブルです。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向に半ページ送る

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-U 逆方向に半ページ送る

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

表示例
次の例は、共有メモリーの表示を示しています。この出力例は切り詰められていま
す。

例 13–15 samuMの表示

Shared memory size: 73728 samu 5.0 08:43:20 May 8 2008

00000000 00040000 00014d58 00000000 00000000 ......MX........

00000010 00000000 00000000 73616d66 73202d20 ........samfs -

00000020 73686172 6564206d 656d6f72 79207365 shared memory se

00000030 676d656e 74000000 00012000 000044c8 gment..... ...DH
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例 13–15 samuMの表示 (続き)

00000040 0000dd20 00000000 00000742 00000745 ..] .......B...E

00000050 00000001 00000000 00000000 c0000000 ............@...

00000060 00000001 0001534d 00000000 00000000 ......SM........

00000070 00000000 00000000 00000000 00000000 ................

00000080 00000000 00000000 00000000 00000000 ................

00000090 20000000 000001b0 000001cc 00000450 ......0...L...P

000000a0 0000cf50 00000001 00000001 4c696365 ..OP........Lice

000000b0 6e73653a 204c6963 656e7365 206e6576 nse: License nev

000000c0 65722065 78706972 65732e00 00000000 er expires......

000000d0 00000000 00000000 00000000 00000000 ................

000000e0 00000000 00000000 00000000 00000000 ................

000000f0 00000000 00000000 00000000 00000000 ................

(n) -書き込みステータスの表示
n表示には、すべてのメディアのステージャーの状態が表示されます。未処理の書き
込み要求のリストが表示されます。特定のメディアタイプの書き込みステータスを
表示するには:

n mt

mtには、mcf(4)のマニュアルページに記載されているメディアタイプのいずれかを
指定します。

表示例
次の例は、書き込みステータスの表示を示しています。

例 13–16 samunの表示

Staging status samu 5.0 08:47:16 May 8 2008

Log output to: /var/opt/SUNWsamfs/stager/log

Stage request: dt.DAT001

Loading VSN DAT001

Staging queues

ty pid user status wait files vsn

dt 16097 root active 0:00 12 DAT001

(N) -ファイルシステムパラメータの表示
Nの表示には、すべてのマウントポイントパラメータ、スーパーブロック
バージョン、およびその他のファイルシステム情報が表示されます。
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ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 前のファイルシステム

Ctrl-D 順方向にページパーティションを送る

Ctrl-F 次のファイルシステム

Ctrl-I ステータスの詳細な解釈

Ctrl-U 逆方向にページパーティションを送る

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

表示例
次の例は、ファイルシステムパラメータの表示を示しています。

例 13–17 samuNの表示

File system parameters samu 5.0 08:55:19 Sept 8 2008

mount_point : /sam1 partial : 16k

fs_type : 6 maxpartial : 16k

server : partial_stage : 16384

filesystem name: samfs1 flush_behind : 0

eq type : 10 ms stage_flush_beh: 0

state version : 0 2 stage_n_window : 262144

(fs,mm)_count : 5 0 stage_retries : 3

sync_meta : 0 stage timeout : 0

stripe : 0 dio_consec r,w : 0 0

mm_stripe : 1 dio_frm_min r,w: 256 256

high low : 90% 70% dio_ill_min r,w: 0 0

readahead : 1048576 ext_bsize : 4096

writebehind : 524288

wr_throttle : 16777216

rd_ino_buf_size: 16384

wr_ino_buf_size: 512

config : 0x08520530 mflag : 0x00000044

status : 0x00000001

Device configuration:

ty eq state device_name fs family_set

md 11 on /dev/dsk/c5t8d0s3 10 samfs1

md 12 on /dev/dsk/c5t8d0s4 10 samfs1

md 13 on /dev/dsk/c5t8d0s5 10 samfs1

md 14 on /dev/dsk/c5t8d0s6 10 samfs1

md 15 on /dev/dsk/c5t8d0s7 10 samfs1
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(o) -光ディスクステータスの表示
o表示は、環境内で構成されているすべての光磁気ディスクドライブの状態を表示し
ます。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向に半ページ送る

Ctrl-K 選択する (手動、自動ライブラリ、両方、優先順位)

Ctrl-U 逆方向に半ページ送る

表示例
次の例は、光ディスクドライブステータスの表示を示しています。

例 13–18 samuoの表示

Optical disk status samu 5.0 Thu Oct 11 13:15:40

ty eq status act use state vsn

mo 35 --l---wo-r 1 29% ready oper2

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

フィールド 説明

ty デバイスタイプ。

eq 光ディスクドライブの装置番号。

status デバイスステータス。ステータスコードについては、230ページ
の「ステータスコード」を参照してください。

act 動作カウント。

use カートリッジ空間の使用率。
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フィールド 説明

state 光ディスクドライブの現在の動作状態。有効なデバイスの状態
は、次のとおりです。
■ readyデバイスはオンであり、トランスポート内にディスク
がロードされています。アクセスに使用できます。

■ notrdyデバイスはオンですが、トランスポート内にディス
クが存在しません。

■ idleデバイスを新しい接続に使用できません。進行中の操
作は、終了するまで続行されます。

■ offデバイスをアクセスに使用できません。

■ downデバイスをメンテナンスアクセスにのみ使用できま
す。

vsn 光ディスクに割り当てられているボリュームシリアル名。ボ
リュームにラベルが付けられていない場合は、キーワード
nolabel。

(p) -リムーバブルメディアのロードリクエストの
表示
pの表示には、リムーバブルメディアに対する保留中のロードリクエストに関する情
報が一覧表示されます。mt引数を使用して、DLTテープなどの特定のメディアタイ
プ、またはテープなどのメディアファミリを選択できます。優先順位表示に
は、ユーザー待ち行列ではなくプレビュー待ち行列における優先順位が表示さ
れ、優先順位別にエントリがソートされます。

これらの表示は、次の形式のマウントリクエストを示しています:

■ 手動要求と自動ライブラリ要求の両方 (ユーザーごと)
■ 手動要求と自動ライブラリ要求の両方 (優先順位ごと)
■ 手動のリクエストのみ
■ 自動ライブラリ要求のみ

特定のリムーバブルメディアタイプのデバイスのマウントリクエストを表示するに
は:

p mt

mtには、mcf(4)のマニュアルページに記載されているメディアタイプのいずれかを
指定します。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。
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キー 機能

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向に半ページ送る

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-K 別の表示形式に切り替える

Ctrl-U 逆方向に半ページ送る

表示例
次の例は、リムーバブルメディアのロードリクエストの表示を示しています。

例 13–19 samupの表示

Removable media load requests all both samu 5.0 09:14:19 Sept 8 2008

count: 1

index type pid user rb flags wait count vsn

0 dt 15533 root 150 W--f--- 0:00 DAT001

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

フィールド 説明

index プレビューテーブル内の索引番号。

type リムーバブルメディアに割り当てられている装置タイプ
コード。

pid UNIXプロセス識別子。プロセス識別子 1は、NFSアクセスを
示します。

user ロードを要求しているユーザーに割り当てられている名前。

priority 要求の優先順位。

rb リクエストされたVSNが存在する自動ライブラリの装置番
号。

flags 装置のフラグ。表 13–1の表を参照してください。

wait マウント要求を受信してから経過した時間。

count 書き込みである場合、このVSNに対する要求数。

vsn ボリュームのボリュームシリアル名。
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フラグ
次の表は、pの表示のためのフラグを示しています。

表 13–1 samupの表示のためのフラグの値

フラグ 説明

W------- 書き込みアクセスがリクエストされた

}}{{{}b---- エントリがビジー状態である

-C--- VSNのクリアーがリクエストされた

--f-- ファイルシステムがリクエストされた

---N- メディアがファイルシステムにとって外部である

---S{-} すでにマウントされている側を切り替える

------s 書き込みリクエストフラグ

(P) -アクティブサービスの表示
Pの表示には、Sun QFSの単一ポートマルチプレクサに登録されているサービスが一
覧表示されます。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-F 順方向にページ送りする

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

表示例
次の例は、アクティブサービスの表示を示しています。

例 13–20 samuPの表示

Active Services samu 5.0 09:08:33 Sept 8 2008

Registered services for host &rdquo;pup&rsquo;:
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例 13–20 samuPの表示 (続き)

sharedfs.qfs2

sharedfs.qfs1

2 services registered.

(r) -リムーバブルメディアステータスの表示
rの表示は、テープドライブなどのリムーバブルメディアデバイスに関する動作状態
を監視します。ビデオテープなどの特定のメディアタイプ、またはすべてのテープ
装置などのメディアファミリを選択できます。

特定のデバイスのステータスを表示するには:

r eq

eqには、デバイスの装置番号を指定します。

表示例
次の例は、リムーバブルメディアステータスの表示を示しています。

例 13–21 samu rの表示

Removable media status: all samu 5.0 09:11:27 Sept 8 2008

ty eq status act use state vsn

dt 150 --l------r 0 63% ready DAT001

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

フィールド 説明

ty デバイスタイプ。

eq ドライブの装置番号。

status デバイスステータス。ステータスコードについては、230ページ
の「ステータスコード」を参照してください。

act 動作カウント。

use カートリッジ空間の使用率。
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フィールド 説明

state リムーバブルメディアの現在の動作状態。有効なデバイスの状態
は、次のとおりです。
■ readyデバイスはオンであり、トランスポート内にディスクまた
はテープがロードされています。アクセスに使用できます。

■ notrdyデバイスはオンですが、トランスポート内にディスクまた
はテープが存在しません。

■ idleデバイスを新しい接続に使用できません。進行中の操作
は、終了するまで続行されます。

■ offデバイスをアクセスに使用できません。

■ downデバイスをメンテナンスアクセスにのみ使用できます。

■ nallocこのデバイスへの以後の割り当てをすべて禁止する nalloc

フラグが設定されています。詳細は、41ページの「論理ユニット
番号 (LUN)ごとの割り当て制御」を参照してください。

vsn ボリュームに割り当てられているボリュームシリアル名。ボ
リュームにラベルが付けられていない場合は、キーワード
nolabel。ボリュームがトランスポートに存在していない場合や装置
がオフである場合には、空白のままです。

(R) - Sun SAM-Remote情報の表示
Rの表示には、Sun SAM-Remoteの構成に関する情報およびステータスが表示されま
す。

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

(s) -デバイスステータスの表示
s表示は、環境内で構成されているすべての装置の状態を表示します。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向に半ページ送る
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キー 機能

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-U 逆方向に半ページ送る

表示例
次の例は、デバイスステータスの表示を示しています。

例 13–22 samu sの表示

Device status samu 5.0

09:14:05 Sept 8 2008

ty eq state device_name fs status pos

sk 100 on /etc/opt/SUNWsamfs/dcstkconf 100 m--------r

stk_dismount / (2275) 0, volser 700073

sg 120 on /dev/rmt/2cbn 100 ---------p empty

sg 130 on /dev/rmt/5cbn 100 --l----o-r

Ready for data transfer

sg 140 on /dev/rmt/6cbn 100 ---------p empty

sg 150 on /dev/rmt/4cbn 100 ---------p empty

hy 151 on historian 151 ----------

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

フィールド 説明

ty デバイスタイプ。

eq デバイスの装置番号。

state 装置の現在の動作状態。

device_name 装置のパス。ファイルシステム装置の場合は、ファイルシステム
名。

fs デバイスが属しているファミリセットの装置番号。

status デバイスステータス。ステータスコードについては、230ページ
の「ステータスコード」を参照してください。

(S) -セクターデータの表示
Sの表示には、rawデバイスのデータが表示されます。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。
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キー 機能

Ctrl-B 前のセクター

Ctrl-D 順方向にページ送りする (上部)

Ctrl-F 次のセクター

Ctrl-K 拡張表示形式

Ctrl-U 逆方向にページ送りする (上部)

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

(t) -テープドライブステータスの表示
t表示は、環境内で構成されているすべてのテープドライブの状態を表示します。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-F 順方向にページ送りする

表示例
次の例は、テープドライブステータスの表示を示しています。

例 13–23 samu tの表示

Tape drive status samu 5.0 09:21:07 Sept 8 2008

ty eq status act use state vsn

sg 120 ---------p 0 0% notrdy empty

sg 130 ---------p 0 0% notrdy empty

sg 140 ---------p 0 0% notrdy empty

sg 150 --l------r 0 41% ready 700088 idle

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。
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フィールド 説明

ty デバイスタイプ。

eq ドライブの装置番号。

status デバイスステータス。ステータスコードについては、230ページ
の「ステータスコード」を参照してください。

act 動作カウント。

use カートリッジ空間の使用率。

state リムーバブルメディアの現在の動作状態。有効なデバイスの状態
は、次のとおりです。
■ readyデバイスはオンであり、トランスポート内にディスク
またはテープがロードされています。アクセスに使用できま
す。

■ notrdyデバイスはオンですが、トランスポート内にディスク
またはテープが存在しません。

■ idleデバイスを新しい接続に使用できません。進行中の操作
は、終了するまで続行されます。

■ offデバイスをアクセスに使用できません。

■ downデバイスをメンテナンスアクセスにのみ使用できます。

■ nallocこのデバイスへの以後の割り当てをすべて禁止する
nallocフラグが設定されています。詳細は、41ページの「論
理ユニット番号 (LUN)ごとの割り当て制御」を参照してくだ
さい。

vsn ボリュームに割り当てられているボリュームシリアル名。ボ
リュームにラベルが付けられていない場合は、キーワード
nolabel。ボリュームがトランスポートに存在していない場合や
装置がオフである場合には、空白のままです。

(T) - SCSIセンスデータの表示
Tの表示には、SCSIデバイスの SCSIステータスが表示されます。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 前の装置
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キー 機能

Ctrl-F 次の装置

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

(u) -書き込み待ち行列の表示
u表示には、書き込み待ち行列に入っているすべてのファイルが表示されます。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向に半ページ送る

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-K 各エントリの 2行目にパスを表示する

Ctrl-U 逆方向に半ページ送る

表示例
次の例は、書き込み待ち行列の表示を示しています。

例 13–24 samuuの表示

Staging queue by media type: all samu 5.0 09:24:23 Sept 8 2008

volumes 1 files 22

ty length fseq ino position offset vsn

dt 451.611k 20 1030 207cc 473 DAT001

dt 341.676k 20 1031 207cc 7fc DAT001

dt 419.861k 20 1032 207cc aa9 DAT001

dt 384.760k 20 1033 207cc df2 DAT001

dt 263.475k 20 1034 207cc 10f5 DAT001

dt 452.901k 20 1035 207cc 1305 DAT001

dt 404.598k 20 1036 207cc 1690 DAT001

dt 292.454k 20 1037 207cc 19bb DAT001

dt 257.835k 20 1038 207cc 1c05 DAT001

dt 399.882k 20 1040 207cc 1e0b DAT001

dt 399.882k 40 1029 208d7 2 DAT001

dt 257.835k 40 1030 208d7 323 DAT001

オペレータ表示

第 13章 • samuオペレータユーティリティーの使用 223



例 13–24 samuuの表示 (続き)

dt 292.454k 40 1031 208d7 528 DAT001

dt 404.598k 40 1032 208d7 772 DAT001

dt 452.901k 40 1033 208d7 a9d DAT001

dt 263.475k 40 1034 208d7 e28 DAT001

dt 384.760k 40 1035 208d7 1038 DAT001

dt 419.861k 40 1036 208d7 133b DAT001

dt 341.676k 40 1037 208d7 1684 DAT001

dt 451.611k 40 1038 208d7 1931 DAT001

dt 161.326k 40 1039 208d7 1cba DAT001

dt 406.400k 40 1040 208d7 1dfe DAT001

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

フィールド 説明

ty デバイスタイプ

length ファイルの長さ

fseq ファイルシステムの装置番号

ino iノード番号

position 特定のメディア上のアーカイブファイルの位置

offset 特定のメディア上のアーカイブファイルのオフ
セット

vsn ボリュームのボリュームシリアル名

(U) -デバイステーブルの表示
Uの表示には、デバイステーブルが人間が読める形式で表示されます。

特定のデバイスのデバイステーブルを表示するには:

U eq

eqには、デバイスの装置番号を指定します。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。
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キー 機能

Ctrl-B 前の装置

Ctrl-F 次の装置

この表示はデバッグ用です。これは、Oracleサポートスタッフ担当者の支援を受け
てのみ使用するように考慮されています。

表示例
次の例は、デバイステーブルの表示を示しています。

例 13–25 samuUの表示

Device table: eq: 10 addr: 00000450 samu 5.0 09:28:40 Sept 8 2008

message:

0004000000014d58 0000000000000000 00000000 delay

0000000000000000 mutex 00000000 unload_delay

00000aa8 next

73616d66 set: samfs1

73310000

00000000

00000000

000a000a eq/fseq

08010801 type/equ_type

0000 state

00000000 st_rdev

00000000 ord/model

00000000 mode_sense

00000000 sense

00000000 space

00000000 capacity

00000000 active

00000000 open

00000000 sector_size

00000000 label_address

00000000 vsn:

00000000

00000000

00000000

00000000 status: ----------

00000000 dt

73616d66 name: samfs1

(v) -自動ライブラリカタログの表示
vの表示には、現在自動ライブラリ内にカタログ化されているすべてのディスクまた
はテープの場所とVSNが表示されます。

特定のデバイスのカタログ情報を表示するには:
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v eq

eqには、デバイスの装置番号を指定します。ヒストリアンカタログを表示するに
は、キーワード historianを入力します。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りします。

Ctrl-D 次のライブラリカタログ。

Ctrl-F 順方向にページ送りします。

Ctrl-I 詳細、2行表示形式。Ctrl-Iを 1回入力すると、時間と
バーコードが表示されます。Ctrl-Iを 2度目に入力すると、2行
目にボリューム予約が表示されます。

Ctrl-K 拡張ソートキー。Ctrl-Kを入力したあと、ソートキーを選択す
るために、次のいずれかの数字を入力できます:

1 -スロットでソートする

2 -カウントでソートする

3 -使用率でソートする

4 - VSNでソートする

5 -アクセス時間でソートする

6 -バーコードでソートする

7 -ラベル時間でソートする

Ctrl-U 直前の自動ライブラリカタログ。

/ VSNを検索します。

% バーコードを検索します。

$ スロットを検索します。

表示例
次の例は、自動ライブラリカタログの表示を示しています。
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例 13–26 samu vの表示

Robot VSN catalog by slot : eq 100samu 5.0 09:30:25 Sept 8 2008

count 32

slot access time count use flags ty vsn

0 2004/05/08 08:35 64 0% -il-o-b----- sg 700071

1 2004/05/08 09:08 27 12% -il-o-b----- sg 700073

2 2004/05/08 09:12 26 12% -il-o-b----- sg 700077

3 2004/05/08 08:39 37 40% -il-o-b----- sg 700079

4 2004/05/08 09:16 24 6% -il-o-b----- sg 700084

5 2004/05/08 09:18 24 41% -il-o-b----- sg 700088

6 none 0 0% -il-o-b----- sg 700090

7 none 0 0% -il-o-b----- sg 700092

8 none 0 0% -il-o-b----- sg 000155

9 none 0 0% -il-o-b----- sg 000156

10 none 0 0% -il-o-b----- sg 000157

11 none 0 0% -il-o-b----- sg 000158

12 none 0 0% -il-o-b----- sg 000154

13 none 0 0% -il-o-b----- sg 000153

14 none 0 0% -il-o-b----- sg 000152

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。

表 13–2 samu vの表示フィールドの説明

フィールド 説明

Robot VSN catalog 指定された自動ライブラリの名前と再表示された時間。

count このライブラリのカタログ内で割り当てられているスロットの
数。

slot 指定ライブラリ内のスロット番号。

access time ボリュームが最後にアクセスされた時刻。

count 最後の監査を行なってからのこのボリュームへのアクセス数。

use ボリュームの空間使用率。

flags 装置のフラグ。フラグについては、表 13–3のセクションの表を
参照してください。

ty デバイスタイプ。

vsn ボリュームのボリュームシリアル名。

LVTime テープ全体が最後に検証された時点のタイムスタンプ。

LVPos tpverifyコマンドが取り消された位置。
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フラグ
次の表は、flagsフィールドを使用してフラグを示しています。場合によっては、1
つのフィールドに複数のフラグが表示され、あるフラグがほかのフラグを上書きす
ることがあります。

表 13–3 samu vの表示のためのフラグの値

フラグ 説明

A----------- ボリュームに監査が必要です。

}}{{{}i-------- スロットが使用中です。

-l-------- ラベルが付けられています。Nがオーバーライドされま
す。

-N-------- ラベルが付いていません。このボリュームは環境にとって
異種です。

--E------- メディアエラー。ソフトウェアがカートリッジの書き込み
エラーを検出したときに設定されます。

--o----- スロットが占有されています。

---C---- ボリュームはクリーニングテープです。pがオーバーライ
ドされます。

---p---- 優先VSN。

----b--- バーコードが検出されました。

-----W-- 書き込み保護。カートリッジに対して物理的な書き込み保
護メカニズムが使用可能になるときに設定されます。

------R{-}-- 読み取り専用。

-------c{-}- リサイクル。

--------d{-} 重複VSN。Uがオーバーライドされます。

--------U{-} ボリュームが使用できません。

---------f ボリュームに空きがないことをアーカイバが検出しまし
た。

---------X エクスポートスロット。

(w) -保留中の書き込み待ち行列
w表示には、ボリュームのロードがまだ行われていない待ち行列内の書き込み要求が
表示されます。
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特定のメディアタイプの保留中の書き込み待ち行列を表示するには:

w mt

mtには、mcf(4)のマニュアルページに記載されているメディアタイプのいずれかを
指定します。

ナビゲーション
次の表は、この表示で使用できるコントロールキーを示しています。

キー 機能

Ctrl-B 逆方向にページ送りする

Ctrl-D 順方向に半ページ送る

Ctrl-F 順方向にページ送りする

Ctrl-K 各エントリの 2行目にパスを表示する

Ctrl-U 逆方向に半ページ送る

表示例
次の例は、保留中の書き込み待ち行列の表示を示しています。

例 13–27 samuwの表示

Pending stage queue by media type: all samu 5.0 Thu Oct 11 13:20:27

volumes 1 files 13

ty length fseq ino position offset vsn

at 1.383M 1 42 3a786 271b 000002

at 1.479M 1 56 3a786 5139 000002

at 1018.406k 1 60 3a786 6550 000002

at 1.000M 1 65 3a786 7475 000002

at 1.528M 1 80 3a786 99be 000002

at 1.763M 1 92 3a786 ce57 000002

at 1.749M 1 123 3a786 11ece 000002

at 556.559k 1 157 3a786 1532f 000002

at 658.970k 1 186 3a786 17705 000002

at 863.380k 1 251 3a786 1dd58 000002

at 1.268M 1 281 3a786 1f2b7 000002

at 1.797M 1 324 3a786 23dfa 000002

at 1.144M 1 401 3a786 2bb6d 000002

フィールドの説明
次の表は、この表示のフィールドの説明を示しています。
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フィールド 説明

ty デバイスタイプ

length ファイルの長さ

fseq ファイルシステムの装置番号

ino iノード番号

position 特定のメディア上のアーカイブファイルの位置
(10進数形式)

offset 特定のメディア上のアーカイブファイルのオフ
セット

vsn ボリュームのボリュームシリアル名

ステータスコード
オペレータ表示には、リムーバブルメディア装置表示とファイルシステム表示で異
なる状態コードが用意されています。これらの状態コードについて次に説明しま
す。

リムーバブルメディア装置表示の状態コード
o、r、s、および tのオペレータ表示には、リムーバブルメディアデバイスのス
テータスコードが表示されます。状態コードは 10位置形式で表示され、左 (位置 1)
から右 (位置 10)の方向に読みます。

これらのステータスコードは、samu f、m、および vの表示には適用されません。fお
よび mの表示のステータスコードについては、表 13–5を参照してください。vの表
示のステータスコードについては、225ページの「(v) -自動ライブラリカタログの表
示」を参照してください。

次の表は、各位置のステータスコードの定義を示しています。

表 13–4 リムーバブルメディアデバイスの表示のためのステータスコード

ステータスビット 意味

s--------- メディアをスキャン中

m--------- 自動ライブラリは動作可能

M--------- 保守モード

}}{{{}E------- デバイスがスキャン中に回復不可能なエラーを受信した

}}{{{}a------- デバイスが監査モードにある
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表 13–4 リムーバブルメディアデバイスの表示のためのステータスコード (続き)
ステータスビット 意味

-l------ メディアにラベルが付いている

-N------ 外部メディア

-L------ メディアにラベルが付けられている

--I----- デバイスがアイドル状態になるのを待機中

--A----- オペレータの注意が必要

--C--- クリーニングが必要

--U--- アンロードがリクエストされた

---R-- デバイスが予約済み

----w{-}-- プロセスがメディア上に書き込み中

-----o{-}- デバイスがオープン状態にある

------P{-} デバイスの位置決め中 (テープのみ)

------F{-} 自動ライブラリの場合、すべてのストレージスロットが占有さ
れています。テープおよび光磁気ドライブの場合、メディアが
いっぱいである

---------R デバイスは準備完了状態にあり、メディアが読み取り専用であ
る

---------r デバイスは回転立ち上げしており、準備完了状態にある

---------p デバイスが存在している

---------W デバイスは書き込み保護されている

ファイルシステム表示の状態コード
fおよび mのオペレータ表示には、ファイルシステムのステータスコードが表示され
ます。状態コードは 11位置形式で表示され、左 (位置 1)から右 (位置 11)の方向に読
みます。

これらのステータスコードは、samu c、o、r、s、t、または vの表示には適用されま
せん。o、r、s、および tの表示のステータスコードについては、表 13–4を参照して
ください。vの表示のステータスコードについては、225ページの「(v) -自動ライブ
ラリカタログの表示」を参照してください。

次の表は、各位置のステータスコードの定義を示しています。
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表 13–5 ファイルシステム表示の状態コード

ステータスビット ファイルシステムにおける意味

m---------- ファイルシステムは現在マウントされている

M---------- ファイルシステムをマウント中

}}{{{}u-------- ファイルシステムをマウント解除中

-A------- ファイルシステムデータをアーカイブ中

--R------ ファイルシステムデータを解放中

--S---- ファイルシステムデータを書き込み中

---1--- Sun SAMファイルシステムバージョン 1

---2--- Sun SAMファイルシステムバージョン 2

----c-- Sun QFS共有ファイルシステム

-----W{-}-- 単一書き込み

------R{-}- 複数読み取り

-------r{-} mrデバイス

----------d mdデバイス

オペレータ表示のデバイスの状態
c、m、o、r、s、および tのオペレータ表示には、各デバイスの状態コードが表示さ
れます。これらのコードは、各デバイスの現在のアクセス状態を表しています。

次の表は、状態コードの定義を示しています。

表 13–6 オペレータ表示のデバイスの状態

デバイスの状態 説明

on 装置をアクセスに利用可能。特定の表示では、この状態より
readyまたは notrdyの状態の方が優先されることがあります。

ro 装置は、読み込み専用アクセスだけに利用可能。特定の表示で
は、この状態より readyまたは notrdyの状態の方が優先される
ことがあります。
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表 13–6 オペレータ表示のデバイスの状態 (続き)
デバイスの状態 説明

off 装置をアクセスに利用できません。テープドライブと光磁気
ディスクドライブの場合、装置がoff状態にある原因としては次
のように考えられます。
■ クリーニングがリクエストされましたが、自動ライブラリ内
にクリーニングカートリッジが見つかりませんでした。

■ クリーニングカートリッジをドライブに読み込んだりドライ
ブから取り出したりできません。

■ 初期化でドライブステータスがいっぱいであることを検出
し、ドライブをクリアーする試みが失敗しました。

■ システムがカートリッジをドライブから除去できませんでし
た。

■ 回転立ち上げ時、入出力操作のためのドライブのオープン処
理が失敗しました。

■ 取り出しのためドライブの回転を停止しようとしたときに
NOT READY以外のエラーが出力されました。

■ 回転立ち上げ時、ドライブの標準テープドライバのオープン
処理が失敗しました。

down 装置は、メンテナンスアクセスだけに利用可能。

idle デバイスは、新しい接続に利用できません。進行中の操作
は、終了するまで続行されます。

ready デバイスがオンであり、トランスポートに読み込まれている
ディスクやテープをアクセスに利用可能。

notrdy デバイスはオンですが、トランスポート内にディスクまたは
テープが存在しません。

unavail 装置にアクセスできず、自動操作に使用できません。デバイス
が unavail状態にある間も、引き続き loadおよび unloadコマン
ドを使用してメディアを移動できます。

nalloc この装置への以後の割り当てを禁止する nallocフラグが設定さ
れています。詳細は、41ページの「論理ユニット番号 (LUN)ご
との割り当て制御」を参照してください。

samu down、off、および onのデバイスの状態コマンドを使用して、デバイスの状態を
変更できます。これらのコマンドは samuの任意の表示から発行できます
が、c、m、o、r、s、または tの表示から発行する場合は、表示でその変更を確認で
きます。

次の手順は、デバイスの状態を downから onに変更する方法を示しています。
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▼ ドライブの状態をdownからonに変更する方法
c、m、o、r、s、tのいずれかの文字キーを入力して、ドライブと自動ライブラリの
デバイスの状態を表示する samuの表示を起動します。

デバイスを選択し、そのデバイスが downの状態にあることを確認します。

offコマンドを発行して、そのデバイスのすべての動作状態を停止します。
command:off eq

ここで、eqはデバイスの装置番号です。

onコマンドを発行します。

次に例を示します。
Command:on eq

eqには、デバイスの装置番号を指定します。

オペレータコマンド
以降の項目では、samuオペレータユーティリティーのコマンドインタフェースから
発行できるオペレータコマンドについて説明します。これらのコマンドは、任意の
表示から発行できます。

次のセクションでは、オペレータコマンドのタイプについて説明します:

■ デバイスコマンド
■ ファイルシステムコマンド:入出力管理
■ ファイルシステムコマンド:直接入出力管理
■ ファイルシステムコマンド: Sun QFS共有ファイルシステム
■ ファイルシステムコマンド:その他
■ その他のコマンド

いずれかのオペレータコマンドをOracle Solaris OSコマンド行から発行する場合
は、それらのコマンドを samcmdコマンドへの引数として使用する必要がありま
す。samcmdコマンドの詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3
Reference Manual』の「samcmd(1M)」を参照してください。

デバイスコマンド
次の表は、デバイスコマンドとその動作を示しています。

1

2

3

4

オペレータコマンド

Sun QFS File System 5.3構成および管理ガイド • 2012年 6月234

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=QFSRMglall
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E22586&id=QFSRMglall


表 13–7 デバイスコマンドの動作

コマンド 動作

down 装置 eqに対する処理を終了します。

idle 装置 eqへの新しい接続を禁止することによって、この装置へのアクセ
スを制限します。既存の処理は、終了するまで続行されます。

off 装置 eqを論理的に停止します。

on 装置 eqを論理的に起動します。

unavail 装置 eqを選択し、ファイルシステムで使用できないようにします。た
とえば、ファイルシステムを復元するためにメディアをロードしよう
としているため、Sun SAMソフトウェアにこのドライブの使用を試行
させたくない障害回復の状況では、そのドライブの状態を unavailに
設定できます。

unload 指定のリムーバブルメディア装置 eq用にマウントされているメディア
を取り出します。マガジンデバイスの場合は、unloadコマンドに
よってマウント済みのカートリッジがアンロードされ、マガジンがイ
ジェクトされます。

nalloc デバイスに nallocフラグを設定します。それにより、このデバイスへ
の割り当てがすべて禁止されます。詳細は、41ページの「論理ユ
ニット番号 (LUN)ごとの割り当て制御」を参照してください。

alloc デバイスから nallocフラグを削除します。nallocフラグによって、こ
のデバイスへの割り当てがすべて禁止されます。onコマンドも、この
フラグを削除します。詳細は、41ページの「論理ユニット番号 (LUN)
ごとの割り当て制御」を参照してください。

これらのコマンドはすべて、次の構文を使用します:

:command eq

eqには、デバイスの装置番号を指定します。

ファイルシステムコマンド:入出力管理
このセクションで説明されているコマンドを使用すると、入出力特性を動的に管理
できます。

flush_behindコマンド
flush_behindコマンドは、flush_behindの最大値を設定します。0を超える値に設定
されると、Oracle Solarisカーネルレイヤーがページをクリーンな状態に保持するのに
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役立つように、逐次書き込みされている変更されたページがディスクに非同期に書
き込まれます。デフォルトの最大値は 0です。これにより、flush_behindは無効にな
ります。

:flush_behind eq value

valueには、0≤ value ≤ 8192のキロバイト数の整数を指定します。

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

force_nfs_asyncおよびnoforce_nfs_asyncコマンド
これらのコマンドを使用すると、NFSがデータをディスクに同期的に直接書き込む
ようにリクエストした場合でも、サーバーに書き込まれたNFSデータをファイルシ
ステムがキャッシュするかどうかを制御できます。force_nfs_asyncコマンド
は、NFSデータをキャッシュします。

force_nfs_asyncコマンドは、ファイルシステムがNFSサーバーにマウントされ、ク
ライアントが noac NFSマウントオプション付きでマウントされている場合にのみ有
効です。NFSファイルシステムのマウントの詳細は、mount_nfs(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

注意 – force_nfs_asyncオプションは、NFSプロトコルに違反します。このコマンド
を使用する場合は、注意が必要です。サーバーが停止した場合、データが失われる
ことがあります。データはNFSサーバーにキャッシュされ、複数のNFSサーバーが
ある場合、すぐにはすべてのクライアントで参照できません。Sun QFS共有ファイル
システム内で、複数のNFSサーバーを有効にすることができます。Sun QFS共有
ファイルシステムの詳細については、第 5章「共有ファイルシステムの構成」を参
照してください。

noforce_nfs_asyncコマンドは、デフォルトで、データをディスクに同期書き込みし
ます。

:force_nfs_async eq
:noforce_nfs_async eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

readaheadコマンド
readaheadコマンドは、ファイルシステムが先読みできる最大バイト数を指定しま
す。contigのデフォルトの数は 8 (131072バイト)です。

:readahead eq contig

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。
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contigには、1Kバイトブロックの単位数を指定します。この値は、1 < contig < 8192の
整数である必要があります。指定された contigは、8Kバイトの倍数に切り捨てられ
ます。

たとえば、次のコマンドは、装置番号 3として定義されたファイルシステムの最大
連続ブロックサイズを 262,144バイトに設定します:

:readahead 3 256

この値はまた、readahead指令を指定することによって samfs.cmdファイルで構成す
ることもできます。詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「samfs.cmd(4)」を参照してください。

sw_raidおよびnosw_raidコマンド
これらのコマンドは、ファイルシステムが writebehindバッファーを整列させるかど
うかを指定します。このファイルシステム上で Solarisボリュームマネージャーなど
のパッケージのソフトウェアRAID機能も使用する場合は、sw_raidを指定しま
す。デフォルト設定は nosw_raidです。

:sw_raid eq
:nosw_raid eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

writebehindコマンド
writebehindコマンドは、ファイルシステムが後書きできる最大バイト数を指定しま
す。contigのデフォルトの数は 8 (131072バイト)です。

:writebehind eq contig

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

contigには、1Kバイトブロックの単位数を指定します。この値は、1 < contig < 8192の
整数である必要があります。

たとえば、次のコマンドは、装置番号 50として定義されたファイルシステムの最大
連続ブロックサイズを 262,144バイトに設定します:

:writebehind 50 256

この値は、writebehind指示を指定することによって、samfs.cmdファイルで構成す
ることもできます。詳細は、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「samfs.cmd(4)」を参照してください。
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wr_throttleコマンド
wr_throttleコマンドは、1つのファイルに対する未処理の書き込みデータのキロバ
イト数を設定します。デフォルトは、メモリーサイズの 2%であるキロバイト数で
す。

パーセンテージを計算できない場合は、この値を 100Mバイトに設定します。Oracle
Solaris上のメモリーサイズを判定するには:

npages = sysconf(_SC_PHYS_PAGES);

pagesizeb = sysconf(_SC_PAGESIZE);

fprintf(fp, "Memory size:\t\t%.1f MBytes

(%.1f M2Bytes, %ld pages, %ld bytes/page)\n", ( /

(float)npages * (float)pagesizeb) / 1000000.0, ((float)npages * (float)pagesizeb) /

/ 1048576.0, npages, pagesizeb);

メモリーサイズがわかったら、次の表に示すように、wr_throttleの値を合計サイズ
の 2%に設定します。

メモリーサイズ wr_throttleの値

1Gバイト 20Mバイト

4Gバイト 80Mバイト

16Gバイト 320Mバイト

64Gバイト 1.3Gバイト

:wr_throttle eq value

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

valueには、キロバイト単位の整数を指定します。value=0の場合は、制限がありませ
ん。

ファイルシステムコマンド:直接入出力管理
このセクションで説明されているコマンドは、Sun QFSファイルシステム上の入出力
を制御します。入出力のサイズや履歴に基づいて、個々のファイルの入出力のタイ
プを変更できます。あるファイルに対して (たとえば、setfaコマンドで)直接入出力
が指定されている場合は、これらのオプションが無視され、通常ファイルへのすべ
ての入出力が直接入出力になります (可能な場合)。

これらのコマンドは、境界割り当てされた入出力と境界割り当てされない入出力の
両方を対象にしています。
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■ 境界割り当てされた入出力は、ファイルオフセットが 512バイト境界に位置
し、入出力転送の長さが少なくとも 512バイトである場合に実行されます。

■ 境界割り当てされない入出力は、ファイルオフセットが 512バイト境界に位置せ
ず、転送の長さが 512バイト未満の場合に実行されます。

入出力および入出力管理の詳細は、第 7章「高度なファイルシステム機能」を参照
してください。

dio_rd_form_minおよびdio_wr_form_minコマンド
これらのコマンドは、指定された数の 1024バイトブロックへの境界割り当てされた
入出力の下限を設定します。読み取り操作の数を設定するには dio_rd_form_minコマ
ンドを使用し、書き込み操作の数を設定するには dio_wr_form_minコマンドを使用し
ます。デフォルトでは、最小ブロック数は 256です。

:dio_rd_form_min eq value
:dio_wr_form_min eq value

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

valueには、下限に使用する 1024バイトブロックの数を整数で指定します。value=0
の場合は、自動入出力切り替えが無効になります。

dio_rd_ill_minおよびdio_wr_ill_minコマンド
これらのコマンドは、指定された数の 1024バイトブロックへの境界割り当てされな
い入出力の下限を設定します。読み取り操作の数を設定するには dio_rd_ill_minコ
マンドを使用し、書き込み操作の数を設定するには dio_wr_ill_minコマンドを使用
します。デフォルトでは、最小ブロック数は 256です。

:dio_rd_ill_min eq value
:dio_wr_ill_min eq value

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

valueには、下限に使用する 1024バイトブロックの数を整数で指定します。value=0
の場合は、自動入出力切り替えが無効になります。

dio_rd_consecおよびdio_wr_consecコマンド
これらのコマンドは、バッファーサイズが指定された下限より大きいときに実行で
きる連続した入出力転送の数を設定します。デフォルトでは、value=0です。これ
は、デフォルトの直接読み取り操作が入出力のサイズに基づいて実行されないこと
を示します。

:dio_rd_consec eq value
:dio_wr_consec eq value
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eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

valueには、指定した下限よりバッファーサイズが大きいときの連続入出力転送数を
指定します。指定された下限は、境界割り当てされた読み取り操作の場合は
dio_rd_form_min、境界割り当てされない読み取り操作の場合は dio_rd_ill_minの
valueです。

詳細は、次のセクションを参照してください:

■ 239ページの「dio_rd_form_minおよび dio_wr_form_minコマンド」

■ 239ページの「dio_rd_ill_minおよび dio_wr_ill_minコマンド」

dio_szeroおよびnodio_szeroコマンド
これらのコマンドは、直接入出力のスパースのゼロ化マウントオプションを設定ま
たはクリアします。

dio_szeroコマンドは、直接入出力で書き込まれたスパースファイルの未初期化領域
を、その領域がアクセスされたときにゼロ化するようにします。この動作によ
り、スパースファイルの動作がページ入出力の動作と同じになります。デフォルト
では、パフォーマンス上の理由から、直接入出力で書き込まれたスパースファイル
の未初期化領域はゼロ化されません。デフォルトは nodio_szeroです。

:dio_szero eq
:nodio_szero eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

forcedirectioおよびnoforcedirectioコマンド
これらのコマンドを使用すると、デフォルトの入出力モードとして直接入出力を使
用するかどうかを制御できます。デフォルトのモードはバッファー入出力
で、ページキャッシュを使用します。forcedirectioコマンドは、すべての転送で直
接入出力を使用可能にします。noforcedirectioコマンドは、デフォルトの
バッファー入出力を復元します。

直接入出力が指定されている場合、システムは、ユーザーのバッファーとディスク
の間で直接データを転送します。直接入出力は、ブロックが境界割り当てされた大
容量の逐次入出力だけに使用してください。

:forcedirectio eq
:noforcedirectio eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

入出力の詳細は、第 7章「高度なファイルシステム機能」を参照してください。
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ファイルシステムコマンド: Sun QFS共有ファイル
システム
このセクションで説明されているファイルシステムコマンドは、Sun QFS共有ファイ
ルシステムでのみサポートされます。

meta_timeoコマンド
meta_timeoコマンドは、Sun QFS共有ファイルシステムのメタデータキャッシュの制
限時間を設定します。デフォルト値は 3です。この機能の使用の詳細は、184ページ
の「キャッシュされた属性の保持: (meta_timeoオプション)」を参照してください。

:meta_timeo eq interval

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

intervalには、時間を秒単位で指定します。この間隔が経過すると、クライアントホ
ストシステムは、メタデータサーバーホストからメタデータ情報の新しいコピーを
取得します。

mh_writeおよびnomh_writeコマンド
これらのコマンドは、マルチホスト読み取りおよび書き込み操作を有効または無効
にします。この機能については、181ページの「複数のホストの読み取りと書き込み
の有効化: (mh_writeオプション)」を参照してください。

:mh_write eq
:nomh_write eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

minallocszおよびmaxallocszコマンド
これらのコマンドは、最小と最大のブロック割り当てサイズを設定します。

:minallocsz eq value
:maxallocsz eq value

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

valueについて、およびこの機能の詳細は、180ページの「割り当てサイズの調整:
(minallocszおよび maxallocszオプション)」を参照してください。

rdlease、wrlease、および apleaseコマンド
これらのコマンドは、読み取り、書き込み、および追加リースに付与される時間を
制御します。デフォルトの時間は 30秒です。この機能については、180ページ
の「Sun QFS共有ファイルシステムでのリースの使用: (rdlease、wrlease、および
apleaseオプション)」を参照してください。
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:rdlease eq interval
:wrlease eq interval
:aplease eq interval

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

intervalには、15 ≤ interval ≤ 600の整数の秒数を指定します。

ファイルシステムコマンド:その他
このセクションで説明されているコマンドを使用すると、リース、割り当てサイ
ズ、およびその他のさまざまなファイルシステム特性を制御できます。

abrおよびnoabrコマンド
これらのコマンドは、ABR (Application Binary Recovery)マウントオプションを設定ま
たはクリアします。

これらのコマンドは、Oracle RAC環境内で、Sun QFSの非同期入出力 (AIO)でのみ使
用します。このマウントオプションは、ソフトウェアミラーのABRを使用可能また
は使用不可にします。これらは、ABRをサポートする Solarisボリュームマ
ネージャーのミラー化ボリューム上に構築された Sun QFSファイルシステムにのみ
適用されます。

:abr eq
:noabr eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

dmrおよびnodmrコマンド
これらのコマンドは、DMR (Direct Mirror Reads)マウントオプションを設定またはク
リアします。

これらのコマンドは、Oracle Real Application Cluster (RAC)環境内で、Sun QFSのAIO
でのみ使用します。このマウントオプションは、ソフトウェアミラーのDMRを使用
可能または使用不可にします。これらは、DMRをサポートする Solarisボリュームマ
ネージャーのミラー化ボリューム上に構築された Sun QFSファイルシステムにのみ
適用されます。

:dmr eq
:nodmr eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。
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invalid intervalコマンド
invalidコマンドは、ファイルが変更されたあと、キャッシュされた属性をファイル
システムが少なくとも指定された秒数間保持することを指定します。このコマンド
は、readerマウントオプションを使用してファイルシステムをマウントした場合に
のみ使用できます。マウントオプションについては、『Sun QFS and Sun Storage
Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「mount_samfs(1M)」を参照してください。

:invalid eq interval

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

intervalには、ファイルが変更されたあと、属性を保持する秒数を指定します。たと
えば、interval=30とします。lsコマンドを発行すると、書き込み側ホスト上で
ファイルが作成されたあと 30秒間は、新しく作成されたファイルが出力に表示され
ないことがあります。

mm_stripeコマンド
mm_stripeコマンドは、ファイルシステムのメタデータストライプ幅を、指定された
数の 16Kバイトディスク割り当て単位 (DAU)に設定します。ファイルシステム
が、ある LUNに 1 DAUのメタデータを書き込んでから別の LUNに切り替えるよう
に、デフォルトは 1 DAUです。

:mm_stripe eq value

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

valueには、0または 1のどちらかを指定します。この値がデフォルトの 1に設定され
ている場合、ファイルシステムは、ある LUNに 1 DAUのメタデータを書き込んでか
ら別の LUNに切り替えます。この値が 0に設定されている場合は、使用可能なすべ
てのメタデータ LUNにわたって、メタデータにラウンドロビン式割り当てが行われ
ます。

qwriteおよびnoqwriteコマンド
qwriteおよび noqwriteコマンドは、異なるスレッドから同じファイルへの同時の読
み取りおよび書き込み操作を実行する機能を制御します。qwriteは、ファイルシス
テムユーザーが同じファイルに対して同時に複数のトランザクションを処理する場
合にのみ指定します。この機能は、データベースアプリケーションで役立ちま
す。qwrite機能は、複数のリクエストをドライブレベルでキューに入れることに
よって、入出力パフォーマンスを向上させます。qwrite指定は、ファイルシステム
のNFS読み取りまたは書き込みには使用できません。

デフォルト設定は noqwriteであるため、ファイルシステムは、同じファイルへの同
時の読み取りおよび書き込み操作を無効にします。このモードはUNIX vnodeインタ
フェース標準で定義されており、1つの書き込み側にのみ排他的アクセスが与えら
れ、その他の書き込み側と読み取り側は強制的に待機させられます。
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:qwrite eq
:noqwrite eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

refresh_at_eofおよびnorefresh_at_eofコマンド
refresh_at_eofおよび norefresh_at_eofコマンドは、複数読み取りファイルシステ
ムで readerマウントオプションを使用してマウントされた Sun QFSホストへの高速
更新に使用できます。このオプションを使用すると、読み取りバッファーがファイ
ルの末尾を超えたときに、システムが現在のファイルサイズを再表示します。この
オプションは、たとえば、書き込み側ホストシステムがファイルに追加してお
り、読み取り側が -fオプションを指定して tailコマンドを発行している場合に使用
できます。デフォルトは norefresh_at_eofです。

:refresh_at_eof eq
:norefresh_at_eof eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

suidおよびnosuidコマンド
suidおよび nosuidコマンドは、実行中のプログラムが自身の所有者 IDを自動的に変
更できるようにするかどうかを制御します。これらのマウントオプションを使用し
た場合の影響の詳細は、mount_ufs(1M)のマニュアルページにある suidと nosuidの
マウントオプションの説明および suid(2)のマニュアルページを参照してください。

:suid eq
:nosuid eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

stripeコマンド
stripeコマンドは、ファイルシステムのストライプ幅を、指定された数のディスク
割り当て単位 (DAU)に設定します。ストライプの幅は、value × DAUバイトが 1つの
LUNに書き込まれてから、次の LUNに切り換わることを指定します。sammkfs -aコ
マンドを使用して、ファイルシステムの初期化時にそのファイルシステムでDAUサ
イズを設定できます。

:stripe eq value

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

valueには、0 < value < 255の整数を指定します。value=0の場合は、各スライス上で
ファイルにラウンドロビン式割り当てが行われます。装置タイプが msのファイルシ
ステム上、および装置タイプが maで、ストライプ化グループ (gXXX)コンポーネント
を含まないファイルシステム上でのデフォルトの valueは次のとおりです:
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■ DAU < 128Kバイトの場合は 128Kバイト/DAU
■ DAU > 128Kバイトの場合は 1

デフォルトでは、Sun QFS共有ファイルシステム上では value=0です。

デフォルトでは、装置タイプが maで、いずれかのストライプ化グループ (gXXX)コン
ポーネントを含むファイルシステム上では value=0です。

不一致のストライプ化グループが存在する場合は、システムによって value=0が設定
されます。

ファイルシステムタイプの詳細は、20ページの「Sun QFSファイルシステムの設計の
基本」および第 4章「ファイルシステムの構成」を参照してください。

sync_metaコマンド
sync_metaコマンドは、メタデータが変更されるたびに、そのメタデータをディスク
に書き込むかどうかを決定します。このコマンドを Sun QFS共有ファイルシステム
上で使用している場合は、184ページの「メタデータが書き込まれる頻度の指定:
(sync_metaオプション)」も参照してください。

:sync_meta eq value

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

valueには、次のように、0または 1のどちらかを指定します:
■ valueが 0の場合、メタデータは、変更されたあともバッファー内に保持されま
す。より高いパフォーマンスが望ましい、共有されない Sun QFSファイルシステ
ムの場合は、valueを 0に設定できます。この場合、システムは、メタデータが
バッファー内に保持されてからディスクに書き込まれる遅延書き込み操作を実行
します。この値は、非共有ファイルシステムと、複数読み取りファイルシステム
としてマウントされていないファイルシステムのデフォルトです。

■ valueが 1の場合、メタデータは、変更されるたびにディスクに書き込まれま
す。この動作によってパフォーマンスが低下しますが、データの整合性は向上し
ます。この値は、複数読み取りファイルシステムまたは共有ファイルシステムと
してマウントされている Sun QFSファイルシステムのデフォルトです。Sun QFS
共有ファイルシステムで、フェイルオーバー機能が必要な場合は、valueを 1に設
定する必要があります。

traceおよびnotraceコマンド
traceコマンドは、ファイルシステムに対するトレースを有効にします。notraceコ
マンドは、トレースを無効にします。これらのグローバルな指令は、すべての操作
に影響を与えます。ファイルシステムのトレースの詳細は、『Sun QFS and Sun
Storage Archive Manager 5.3 Reference Manual』の「defaults.conf(4)」を参照してくださ
い。
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:trace eq
:notrace eq

eqには、ファイルシステムの装置番号を指定します。

その他のコマンド
このセクションで説明されているコマンドを使用すると、トレースを制御した
り、ディスクデバイスへのアクセスを開いたり、その他のいくつかのタスクを実行
したりすることができます。

clear vsnコマンド
clearコマンドは、リムーバブルメディアマウントリクエストの表示から指定された
VSNをクリアーします。詳細は、215ページの「(p) -リムーバブルメディアのロード
リクエストの表示」を参照してください。

:clear vsn
:clear vsn index

vsnには、マウントするボリュームを指定します。VSNマウントを待機していたプロ
セスは、すべて中止されます。

indexには、リムーバブルメディア表示でのVSNの 10進数の順番を指定します。

devlogコマンド
devlogコマンドは、ログに記録される 1つまたは複数のイベントを設定します。

:devlog eq
:devlog eq option

eqには、デバイスの装置番号を指定します。

optionには、1つまたは複数のイベントタイプを指定します。可能性のあるイベント
タイプは、 all、 date、 default、 detail、 err、 event、 label、 mig、 module、
msg、 none、 retry、 stage、 syserr、および timeです。これらのオプションについ
ては、『Sun QFS and Sun Storage Archive Manager 5.3 Reference
Manual』の「defaults.conf(4)」を参照してください。

オプションが指定されていない場合、システムは、指定された eqに関してログに記
録されている現在のイベントを変更しません。

diskvols flagコマンド
diskvolsコマンドは、ディスクボリュームディクショナリ内のフラグを設定または
クリアーします。
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:diskvols volume +flag
:diskvols volume -flag

volumeにはディスクボリュームディクショナリにあるボリュームを指定します。

flagには、samu Dの表示にある 5つのフラグのいずれかを指定します。ディスクボ
リュームディクショナリおよびフラグについては、samu(1M)のマニュアルページを
参照してください。

dtraceコマンド
dtraceコマンドは、1つまたは複数のプロセスのDTrace機能を制御します。DTrace
コマンドは、さまざまなトレースオプションを指定します。

:dtrace daemon-name on

:dtrace daemon-name off

:dtrace daemon-name.variable value

daemon-nameには、すべてのプロセスに影響を与えるにはキーワード allを、それ以
外の場合はプロセス名を指定します。sam-archiverd、 sam-catserverd、 sam-fsd、
sam-rftd、 sam-recycler、 sam-sharefsd、 sam-stagerdのいずれかのプロセス名が指
定されている場合、トレースコマンドはそのプロセスにのみ影響を与えます。

variableと valueには、次のいずれかの variableと valueのペアを指定しま
す。defaults.conf(4)のマニュアルページには、これらの引数に関する総合的な情報
が掲載されています。

■ filevalue

トレースファイルを書き込むことのできるファイルの名前を指定します。フルパ
ス名を指定できます。

■ optionsvalue

スペースで区切られたトレースオプションのリストを指定します。

■ agevalue

トレースファイルのローテーション経過時間を指定します。

注 – 2分以下の経過時間を設定しないでください。設定すると、ローテーションが
実行されなくなります。

■ sizevalue

ローテーションを開始するトレースファイルのサイズを指定します。
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fsコマンド
fsコマンドは、Nの表示で表示されるファイルシステムを設定します。

:fs fsname

fsnameには、検査するファイルシステムの名前を指定します。

mountコマンド
mountコマンドは、Sun QFSファイルシステムを選択します。

:mount mount-point

mount-pointには、ファイルシステムのマウントポイントを指定します。

openコマンド
openコマンドは、指定されたディスクデバイスへのアクセスを有効にします。read

コマンド、ディスクセクターの表示 (S)、またはファイルラベルの表示 (F)を使用す
るには、その前にこのコマンドを発行する必要があります。

:open eq

eqには、デバイスの装置番号を指定します。

readコマンド
readコマンドは、現在開かれているディスクデバイスから指定されたセクターを読
み取ります。読み取りを行う前に、装置を開く必要があります。

:read addr

addrには、16進数のセクターアドレスを指定します。

refreshコマンド
refreshコマンドは、samu画面のリフレッシュ間の時間を設定します。

:refresh i

iには、時間を秒単位で指定します。

snapコマンド
snapコマンドは、表示ウィンドウのスナップショットをファイルに送信します。デ
フォルトのファイルは、現在の作業ディレクトリに入っている snapshotsです。問題
の報告に役立てるには、samuユーティリティーのすべての表示のスナップショット
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を作成します。新しいスナップショットは、スナップショットファイルに追加され
ます。このファイルを印刷したり、エディタを使用して調べたり、Oracleのカスタ
マサポートスタッフにファクシミリで送信したりすることができます。

:snap

:snap filename

filenameには、表示情報を受信するファイルのパスを指定します。

! shell-commandコマンド
!コマンドを使用すると、samuオペレータユーティリティーを終了することなく
シェルコマンドを実行できます。

:! shell-command

shell-commandには、コマンドを指定します。
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